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　　学校の階段







　朝──。

　スズメの囀さえずりに目を覚まし、オレは誰に強制されるでもなく廃車から外に出た。

　ゴシゴシと、黒いトレーニングウェアに纏まとわり付く朝の冷気を払い落とし、境けい内だいに向かって細い山道を歩き始める。

　うぅ〜〜。寒い、寒い。まだお空が白いでやんの。

　流石さすがに午前五時前だと、境内に人の気配は全く感じな………。

「……………またかい」

　境内に足を踏み入れた瞬間、微かすかに残留するイヤ〜な気配にオレはうな垂れた。

　ったく、オレの早朝鍛たん錬れんをこんな方法で邪じや魔まするとは、いい度胸じゃねぇーか。

　まぁ、本当はオレへの嫌いやがらせじゃなくって、顔も名前も知らないどっかの誰かへの恨みなんだろうけど──頼むから止やめてくれ。見ていてあんまり気持ちのいいもんじゃないし、それに後で処分するのはオレなんだからさぁ。

　短い髪を掻かき毟むしりつつ、オレは五寸すん釘くぎで打ち付けられた『ワラ人形』を凝視した。

　明羽神社コツチに来て、コイツを拝おがんだのはコレで二回目。初めて目にした時は、正直言ってギョッとした。だって人形というかクギというか、そこから染み出してくる昏くらくてネチャっとした負の思念っていうの？　ソイツに当てられて、鳥肌が立っちまったのだ。

　それにしても一家に一台パソコンがあって、主婦が気軽にネットショッピングを楽しむこの時代に、まだこんな時代錯誤な事をする奴やつが居るんだなぁ〜。もっとも、そのネットショッピングで『ワラ人形セット』なんてのを売っていたりするから、この国の「呪のろいの文化」は一筋縄なわじゃあ語れない。

　ったく、ここは貴き船ふね神社じゃない、つーの。

　……そういや「縁結び」で有名な清きよ水みず寺でらにも、確かクギ打ちの伝承があったな。五寸釘ならぬ六寸釘を使って、縁日にちなんで十八本のクギを観かん音のん堂どうの立ち木に打ち込むという、無茶苦茶バチ当たりなお話が。「縁切り」は新たな「縁結び」という、前向きなんだか後ろ向きなんだか判わからない思想が、この背景にはあるらしいけど。

　ま、彩雲あやもさんに言わせりゃ「どうせ通販のシロモノなんて贋にせ物ものばっかだろうし、それでストレス解消になんなら別にいいんじゃねぇーの？」って事らしい。そりゃまぁ確かに、売り物の人形なんてタカが知れてるんだろうけど、人形は贋物でも打ち込まれている「怨うらみ」は本物なワケで、それはそれでやっぱり恐い。

「……さて、考えていても始まらないか」

　こんなヤな物、美み風かぜはともかく美み空そらちゃんには見せたくないしね。

　むき出しのクギの頭を、二本の指で引っ掛けて───、

「うりゃぁ！」

　強引に、引っこ抜く！

　ヨイコのみんなは、真ま似ねしちゃダメよ？

　下へ手たすりゃ指の肉がごっそりと抉えぐれてしまうから、素直にクギ抜きを使おうね。

　───にしても、今日は朝から滅入っちまうなぁ。

　爽さわやかなモーニングコーヒーの香りを愉たのしんでいる最中に、一匹のハエがカップの中にダイブしてきたような感じだ。

　仕方がない。こういう時は、アレだ。水垢離みこごりだな。

　オレは早速、境内の裏側に向かって足を踏み出した。

　ここの神社には手水ちようず舎やの他ほかに古い井戸があって、そこが禊みそぎ場ばになっているのだ。古井戸から湧わき出す清し水みずは、手足が痺しびれるくらいに冷つめてぇーから、鍛たん錬れん後の汗だくになった身体からだに浴びせると気分爽そう快かい。シャキッと気分が蘇よみがえる。ま、本当は神さまに仕える人間が心身を清める場所なんだけど、細かい事を気にしてはいけない。

　ガラガラガラ〜〜。

　オレは板で仕切っただけの、簡素な脱衣所の引き戸をスライドさせた。

「………っ!?」

　瞬間、鋭く息を呑のむ声が禊みそぎ場ばに響いた。

　見れば美み空そらちゃんが、水の滴したたる頭をコッチに向けて、全身を硬直させていた。

　……ふむ。どうやら先に、水垢離みこごりの最中だったようだ。よく考えてみたらこの時間って、毎日美空ちゃんが境けい内だいの掃除をしている時間じゃねぇーか。そうかそうか。美空ちゃんは毎朝掃除の前に、ここで冷水を浴びていたんだ。この子の事だから、きっと真冬でも掃除の前には冷水を浴びているに違いない。エライねぇ〜。まさに巫み女こさんの鏡だね。

「つーわけで、どうぞ気にせず存分に水垢離を続けてね」

　未いまだに硬直状態の美空ちゃんに爽さわやかな笑顔を残し、脱衣所の戸を閉める。

　いや〜、焦あせった焦った。

　全然焦っていないように見えるかもしれないけど、汗がブワッと噴ふき出してくるし、心臓なんか縄なわ跳とびみたいに飛び跳はねてやがる。何より水で濡ぬれた美空ちゃんの、あんな所とかこんな所とかを、ジックリ観賞する余よ裕ゆうすらなかった。千せん載ざい一いち遇ぐう、まさに神さまが与えたもうし幸運のカケラを、オレは拾い損ねちまったのだ。カァ〜、情けねェー！

　………。

　いや、待て。

　今ここで自らを悔くやむよりも、オレにはやるべき事があるんじゃないのか？

　具体的には───そう！　今観みた情景が色あせる前に脳ミソのシワに深く刻み込むという崇すう高こうな義務が！

　濡ぬれた襦じゆ袢ばん。

　真っ白な首筋に絡からみついた、艶つややかな黒髪。

　思い出せ、思い出せ。

　怯おびえたように潤うるむ大きな瞳。

　桜色の唇くちびるからもれる白い吐と息いき。

　思い出せ、思い出せ！

　冷水を含んだ薄い襦袢がピッタリお肌に張り付いて、白色の生き地じに肌の色が透けるサマの、なんとも言えない……見えるようで見えない、あのじれったい美しさ。きゅっとくびれた腰のラインに、丸みを帯びた可愛かわいいお尻しり……そして……ああ、そして………。

　二つの膨ふくらみの先にポッチリ浮かんだ、桃色の頂いただきっ！

　ああ、オヤジよ。

　アンタの事は大っっっ嫌いだけど、日に本ほん人に生んでくれた事には感謝してるぜ！

　日本の文化はチラ文化。大おお雑ざつ把ぱでワビもサビもなく、羞しゆう恥ち心しんゼロの喘あえぎ声爆発な欧おう米べい諸国のモロ出し文化とはディテールが違うんだよ、ディテールが。チラってのは、高度に洗せん練れんされた細部と美的想像力を必ひつ須すとする、ストイックな芸術。あらゆる事柄にマゾヒスティックなまでの「道」を追求する日本人だからこそ達する事のできた、言わば究極の「美」だ！

　……いや、もちろんモロも好き──つーか、大好きデスヨ？

　でも、美み空そらちゃんには楚そ々そとした、露出度ゼロの巫み女こが産み出す襟えり元もととか袖そで口ぐちとかを、これからも大事にして欲しいと願うワケ。露ろ骨こつな情報の氾はん濫らんによって、想像力を失いつつあるこの国の若者を救い、かつ駆く逐ちくされつつあるチラリズムの精神を護まもるためには、美空ちゃんにはいつまでも今の美空ちゃんでいて貰もらいたいものだ。

　モロ出し担当は、美み風かぜのシマパンだけで充分だし。

「ふぅ〜〜」

　胸の内側に溜ったモヤモヤを吐はき出すように、肺の空気を搾しぼり出す。

　思いがけない美空ちゃんの官能的情景が、いつものクレーバーで冷静沈着なオレを熱く昂たかぶらせてしまったようだ。イカンイカン。少し冷静になれ、美みヶか速はや優ゆう夜や。このモヤモヤは、後で美風のチチでも揉もんでハラスメントとして、水でも被かぶって頭でも冷やすか。

　取りあえず、禊みそぎ場ばで。

　ガラガラガラ〜〜。

「ひっ………」

　再び響く、美空ちゃんの小さな悲鳴。

　着替え中だったらしく、緋ひ袴ばかまの帯を締めているところだった。

　どうでもいいけど巫み女こ服ふくの袴の帯って、前と後ろの二つに分かれているから、穿はく時はもちろん脱がす時も面倒臭いんだよねぇ〜。

「……………って」

　ちなみにこの「緋色の袴」ってのは、本来は既き婚こん者しやが穿くものらしい。

　巫女さんは神さまと結婚しているので、緋色の袴を穿いているのだ。

　なぁ〜んて、無む駄だ知識を披ひ露ろうしている場合ではない。

「早く出ていってぇ！」

　叫ぶやいなや、手にした桶おけを細い腕でぶん投げる美空ちゃん。

　……まぁ、しょうがないか。

　顔面直撃コースのその桶を、オレは甘あまんじて受ける事にした。




　　　　　　　　　◇◇◇




「……で、どうしたんだい、ソレは？」

　頭に包帯を捲まいたまま教室に入ると、早速ナベキュウが近づいてきた。

「今度は頭ず蓋がい骨こつでも割れたのかい？」

　いやソレ死ぬって。

　まぁ、シャレにならん一撃を貰もらったのは、事実だけどな。

「実は………」

　声を落とし、ナベキュウに耳打ちする。

　これから話す内容は、ハッキリ言って危険だからな。

　例えるなら空港のロビーで、スーサイドボムって単語を大ぴっらに調べるようなもんだ。

「水垢離みこごりをしていた美み空そらちゃんと、ハチ合わせた」

「ほう？　で、見えたのかい？」

「フッ……。『Ｄ』確定の膨ふくらみに張り付いた、襦じゆ袢ばんを押し上げる小さな頂いただきを、濁にごりなきこの二対のマナコでしっかりンガァッ！」

　ガンッ！

　刹せつ那な、側頭部をとてつもない一撃が貫き、目から火花が飛び散った。

「……まだ殴なぐられ足りない？」

　ブルブルと震える声で訊たずねてきたのは、三さん国ごく一いちの暴力女・高たか倉くら美み風かぜだった。しかもその手には、ステンレス製の水筒を握っていた。あんなんで殴られて「痛い」で済んでいるオレもどうかと思うけど、アレをマジで叩たたき付けてくるヤツはもっとどうかとオレは思うぞ。

「なるほど。そのキズは彼女からのプレゼントか」

「冷静に納得してるんじゃねぇ！」

　チクショウ〜、マジで頭がクラクラしてクラァ〜！

　今朝だって美空ちゃんとの一件で臨りん界かい寸前だった、リピドーとパトスを抑えるために、取りあえず美風の薄い胸で我慢しようとしたら思いっきり殴りやがって。軽くタッチした代だい償しようが、正せい拳けん突きを含む打撃系のオンパレードじゃあ「等価交換の原則」に違反していると、某ぼう錬れん金きん兄弟だってご立腹だぞ。

　つーか、次は絶対、背後から握ってヤル！

　と、次なる復ふく讐しゆうの構想を練るオレの真横を、美空ちゃんが無言で通り過ぎる。

「………（ピタ）」

　あ、止まった。

「………お早う」

　そして氷のような声色をナベキュウにだけ届け、御自分の机に着席されるのでした。

　………。

　え〜と、オレって今、無視された？

　ひょっとして、まだ怒っていらっしゃる？

　露ろ骨こつなまでにヨソヨソしい美空ちゃんに、オレの横顔に冷たい汗がツゥ〜と流れた。

「オイ、美みヶか速はや。これは結構、ヤバイんじゃないのかな？」

「と、いうと？」

「ボクが知る限り、こんなに怒っている高たか倉くら姉は初めて見る」

「むぅ……。いや、ここは敢あえて建設的に事態を捉えてだな、フラグが立った直後の二人のスレ違いエピソードに突入したと考えようじゃないか」

「無む駄だに建設的な思考だね、それは……」

　呆あきれるか、ナベキュウよ。

　いや、そうではあるまい。

　それは呆れのように見せかけた、嫉しつ妬となのだとオレには判わかる。

　この山場を乗り越えれば、二人の絆きずなはより深く結ばれてエンディング直前のファイナルイベントに突入。和解の場所が黄昏たそがれ時どきの教室か、それとも神社の境けい内だいかが分かれ道。この選択次第で、初めてのシチュエーションが「制服プレイ」か「巫み女こ服ふくプレイ」かが決まっちまう。

「……………（じぃ〜〜）」

　ととと、イカンイカン。

　真後ろから美み空そらちゃんがコッチを見てる。どうやら向こうも、オレの事が相当気になっているみたいだな。ならばここは、キリリといつもより五割増しで、ニヒルで硬派な美みヶか速はや優ゆう夜やをお届けせねばなるまい。

　取りあえず眉み間けんの真ん中にシワを刻んで、唇くちびるを真一文字に引き結ぶ。

「美み風かぜ、美空、おっはよう〜〜。って、アレ？　美ヶ速くん……」

　するとどうだ、効果はテキメン。

　早速山やま梨なしのヤツが、フェロモンに刺激されたカメムシの如く寄ってきやがった。

　フッ……。まぁ、無理もない。

　そこら辺のコンビニでたむろしている現代風いまの学生どもとは一線を画した、ラストサムライなオレの横顔は、山やま梨なしレベルにはちと刺激が強すぎるＸ指定。本来なら、直じかに素顔をさらす事すら学校ではばかられるのだ。山梨のヤツももう少し、人格と審しん美び眼がんに深みと成熟さを加えたら、オレの渋しぶさにも冷静に対処できるだろうに──若いな。

「両手一杯の正せい露ろ丸がんを噛かみ締めたような顔なんかしちゃって、ひょっとして便秘？」

「誰が便秘か！　貴様のマナコにはビー球でも詰まっとんのか、このフシアナ！　その濁にごりきった二つの瞳をしかと見開き、硬派な面めん相そうをジックリ観賞してみやがれ。昨日とは違う今日のオレから滲にじみ出る、明日への飛ひ翔しようを予感させた男のフェロモンが───」

「フェロモンは知らないけど、ハナ毛なら出てるよ？」

「お黙りやがれ」

　山梨ごときに、男のなんたるかを期待したオレがおバカさんだったか。

「まぁ、ハナ毛は別にどうでもいいけど。美空はどうかしたの？　なんか物もの凄すご〜く、怒ってるみたいに見えるんだけど？」

　山やま梨なしが少し眉まゆをひそめ、オレに訊たずねてきた。

　まぁ、普通は驚くだろうな。

　つーか、オレも驚いている。

　この前、優やさ男おとこをノシてやった時も、まな板をハチの巣にして相当お怒りになられたけど、今回のコレはその比じゃない。今朝だって、いつもならお茶ちや碗わんに山盛りついでくれるご飯も、スズメの涙くらいしかついでくれなかったし。もちろん、おかわりなんてもっての他ほか。食卓を呑のみ込む威圧感に、あの彩雲あやもさんですら居心地悪そうにしてたくらいだ。

　挙あげ句くに、お弁当だってありません。

　ヘタすりゃ今日の晩御飯すらも怪しいな。

　こりゃ冗じよう談だん抜きで、本格的にマズイのかも………。

「ねぇねぇ。それよりもさ、今日はすっごいレアなものを手に入れたのよ！」

　あ〜うるせぇ。

　鼻息の荒いガキみたいに、顔を近づけてくるんじゃねぇーっての。

　構って欲しいなら、オレじゃなくって美み風かぜの所へでも行きやがれ。

「ん〜〜？　どしたの美みヶか速はやくん？　なんか暗いけど本当に便秘？　なんだったらピンクの小粒を貰もらってきてあげようか？」

「だから違うわっ！」

「だったら平気だよね───えいっ！」

　ペタリ。

　言うが早いか、山梨の腕が鞄かばんの中から取り出した「ソレ」をオレの額ひたいに押し付けた。

「………？」

　視界の上スミ……睫まつげに引っ掛かるこの白いヒラヒラは、ひょっとして和紙？

「なんだこりゃ？」

　剥はがして見ると、果たして「ソレ」は和紙でできた人形だった。

「ちょっと、ソレって『ヒトガタ』じゃない!?」

　横から驚いたような声を出し、美風が顔を突っ込んできた。

　とはいえ、美風が驚くのも無理はねぇー。

『人ヒト形ガタ』、『形カタ代シロ』、『天アマ児ガツ』……他にも『木デ偶ク人ジン』なんてのもあったっけ？

　早い話が、呪じゆ術じゆつに使われる人形だ。一応、人間の身代わりに罪穢けがれを移す『撫なで物もの』として使う場合が一番多いんだけど、別の使用方法のほうが一般的だろうな。すなわち、呪いだ。呪いの人形。平へい城じよう京きようの跡地で見つかった『木ぼく人じん』なんか、ご丁てい寧ねいに両目と心臓にクギが打たれていたそうな。

　古代の人も、コワイことするよなぁ〜。

　早い話が、丑うしの時参りのワラ人形と一緒だね。

　これが飛ひ騨だのお土産みやげ『さるぼぼ』や、てるてる坊ぼう主ずに桃ももの節せつ句くの雛ひな人形なんかはソフトで微笑ほほえましいんだけど、ハードになると途端に『呪じゆ殺さつ』だし……。

「ネットで買っちゃった♪　テヘ♪」

「や、買うな」

「ちなみに一万五千八百円」

「「イチマンゴセンハッピャクエン〜〜!?」」

　美み風かぜとハモった。

　いや、ハモった事すら気にならないほど、オレは驚きよう愕がくしていた。

　すると何ですか？

　こんなちっぽけな紙人形一枚が、オレの仕送り約四ヵ月分に相当するってかぁ？

「ちょっと睦むつ美み？　こんな物を買って、一体どうする気なのよ？」

「ん〜？　別に……ただなんとなく、面白そうだったから」

「面白そうって………」

　脳ミソの軽そうな山やま梨なしの言葉に、美風が困ったように眉まゆ根ねを寄せる。

　が、そんな美風とは対照的に、オレは普段の冷静さを取り戻していた。

　そりゃ美風が驚き、慌あわてちまうのも判わからないではない。但ただし、この『人ヒト形ガタ』が本物だったらの話だけどな。でも、彩雲あやもさんが言っていた通り、素人しろうとさんが簡単に入手できるようなシロモノは大抵が贋にせ物もの。大おお阪さか風に言うのなら、パチモンだろ？

　だったら慌てる必要なんて、どこにもない。

「えへへ〜。スゴイでしょ？」

　むしろ、こんな紙切れに一万円以上もの大金をつぎ込んだ、憐あわれなホモサピエンスのメスを笑ってやりたい気分だ。

「と、いうわけで───」

　山梨が再びペタリと『人形』をオレの額ひたいに貼り付ける。

「美みヶか速はやくん。あたしの為に、パックの牛乳を買ってきなさい！」

「………はぁ？」

　ついに脳ミソがイカレましたか？

　マジマジと、アホを真顔でぬかしたホモサピエンスを凝視する。

「なんでって……あれ？　その人形を貼り付けられたら人間は、マスターの言葉に絶ス対レ服イ従ブするハズなんだけど……」

　……なるほど、そういう事ですか。

　額の『人形』を剥はがし、冷ややかな眼まな差ざしをソイツにぶつけた。

　コイツは多分、人の「魂たましい」とか「心」とかを意のままに操る、陰おん陽みよう系の呪じゆ術じゆつをうたい文句にした商品だったんだろう。ちなみにその手の呪術は滅め茶ちや苦く茶ちや難しいから、陰陽系とはほとんど無縁のオレなんかがマスターできる術じゃない。

　けどまぁ、一度はチャレンジしてみたい術ではある。

　だって、色々な応用が効きそうだし。マスターすれば、どっかの生意気な貧乳や、茶髪頭のヤンキー巫み女こを下げ僕ぼくにする事だって夢じゃない。いや、むしろこの学校をハーレムにしちまう方が、壮大で夢のある計画か？

「だから外しちゃダメなのに〜〜」

「おバカさんか、お前は？　こんなのニセモノに決まってるだろ」

「えっ!?　ウソッ!?」

　本気で驚く山やま梨なしに、オレは軽い頭痛がした。

　ど〜〜考えたって、贋にせ物ものに決まってるだろうが。

「こんな物ぶつ騒そうな呪じゆ具ぐが、そう簡単にネットショッピングなんかで買えてたまるかよ。ま、高い授業料を払ったと思って、諦あきらめるんだな」

　言い放ち、オレは手の平に置いた『人ヒト形ガタ』に軽く息を吹きかけた。

　ヒラヒラヒラヒラ〜〜。

　薄っぺらい紙でできた『人形』は、風に弄もてあそばれる木の葉のように宙を舞い───、

「へ？」

　山梨のオデコにペタリと貼り付いた。

　キョトンとする山梨の無防備なオデコに手を伸ばし、デコピン！

　ペシンッ！

「きゃうん！」

　珍妙な悲鳴と小気味のいい着弾音が弾はじける。

　前ぜん頭とう葉ようを打ち抜く衝しよう撃げきに、バランスを失った山梨は、足をもつれさせて尻しりもちをついた。

「いっ、たぁ〜〜い！」

　朝から無む駄だに人騒がせな女が、良いい気味だねぇ〜。どれどれ、せっかくだから大おお股また開きで尻もちをついているおバカさんの屈くつ辱じよく的てきなそのポーズを、せめて今夜のオカズになるくらいじっくりねっぷり賞味してやろうじゃ───

「ンなっ!?」

　スカートの内側に視線を滑すべらせた瞬間、オレは双そう眸ぼうをクワッと見開かせた。

「スパッツ!?　スパッツだとぉ!?」

　バカな！

　スタンダードな白でもなければ心を潤うるおすシマシマでもなく、黒の一いち丈じようスパッツだと！

「ハジを知れ、このハレンチ娘むすめが！」

「ハジを知るのはアナタの方でしょ！」

　メキッ！

　脳天に打ち落とされた、美み風かぜのヒジ鉄。

　その衝しよう撃げきに、またしても目から火花が飛び散った。

　んが、オレが受けた心のイタミと哀かなしみは、こんなモンじゃねぇーんだよ！

「紳しん士しとして要求する！　そのスパッツを大人おとなしく脱げ！」

「アホかぁ！」

　唸うなるような勢いで、オレの脇腹に迫る美風の膝ひざ！

　ヒラリと捲めくれる短いスカートのその奥は、白く輝く綺き麗れいなフトモモ！

　ゴキィッ！

「ふごっ………」

　み、見とれていたら、躱かわすタイミングを外しちまった……。

　っていうか、突き上げた肝かん臓ぞうで横おう隔かく膜まくを圧迫する攻撃は、マジ危険だから止やめて……。

「あのねぇ〜、美みヶか速はやくん？」

　呆あきれたような声で、山やま梨なし。

　額ひたいに『人ヒト形ガタ』を貼り付けたまま、憐あわれっぽい眼まな差ざしで床に沈んだオレを見下ろす。

「そ〜いう〜事ばっかりやってるから、美み空そらも怒ってるんじゃないの？」

　そしてスカートの中に手を入れ───って、オイオイ？

「ま、コレに懲こりて………アレ？」

　スルスルと、山梨は自分の手でスパッツを脱いだ。




　……え？　これって、どういうこと？




　唖あ然ぜんとしたのは、オレだけじゃなかった。

　美風もナベキュウも……当の山梨ですら、呆ぼう然ぜんと自分で脱いだスパッツを見やる。

「───っ！」

　そして山梨は、声にならない悲鳴を上げた。




　　　　　　　　　◇◇◇




　授業中にも関わらず、未だヒソヒソと交わされる囁ささやき声が聴こえる。

　確かにさっきのアレは、衝しよう撃げき的な光景だったからな。

　朝の教室で堂々と展開された、山梨のプチ・ストリップショー♪

　さすがに場末のトップレスバーみたく「アイムカミィン！」とかは言い出さなかったが、インパクトはあった。そりゃもう、十二分に。それに山梨も大人おとなしく黙ってさえいれば、アレでなかなか可愛かわいい顔しているからな。いやいや、アレはそそる光景でしたよ。

　と、それはともかく───。

　さっきのアレは、一体何だったのだろうか？

　オレはいつものように堂々と机に突っ伏しながら、さっきの現象について考えてみた。

　考え出される可能性は、おそらく次の二つ。

　実は山やま梨なしは、教室でストリップをする事で抑え切れない悦よろこびを感じる、ヘンタイさんであるという可能性。そしてにわかに信じ難い事なんだが、山梨の持って来た『人ヒト形ガタ』がマジで本物だって可能性だ。まぁ、普通に考えるなら──あの状況を、普通と呼べるかどうかはちと謎なぞだが──後者の方だろうな、正解は。山梨が真性のストリッパーであるより、ソッチの方がほんのちょっとダケ可能性が高そうだし。

　……ですよねぇ、山梨さん？

　寝返りを打つフリをして、オレは横の席にチラリと視線を向ける。

「………」

　そこには片腕で頬ほお杖づえをつき、黒板の文字を憂ゆう鬱うつそうに眺める山梨の横顔があった。

　アレだけの醜しゆう態たい……っていうか痴ち態たいを晒さらしながら、尚なおも教室に居座り続けるたぁ〜、なかなかどうして見上げた根性じゃねぇーか。さすがに「平然と」とはいかないみたいだが、それでもまぁ、大したもんだ。

　ショックで泣き叫びながら、窓からヒモなしバンジーを決めたって不思議じゃない。

　そう考えると、案外コイツって大物なのかもな。

「………？」

　あ、目が合った。

「……………（ニタァ〜〜）」

　ぞくぅぅぅ〜〜！

　今、哂わらいましたよ？

　オレの顔見て、哂いやがりましたよ、この人？

　ミミズが背中を這はいずるような嫌いやな感覚に、左右の腕に鳥肌が奔はしった。
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　間違いない。このアマ、絶対になんか企んでる！

　しかも、ターゲットはオレ。

　目を合わせるんじゃなかったと後悔しつつ、オレはタヌキ寝入りを決め込んだ。




　ところがどんなに目を瞑つむっても、やがて休み時間はくるもので……。




「ユ・ウ・ヤ・くぅ〜〜ん♪」

　授業が終わると早々、山梨が身体からだをすり寄せてきた。

　クッ……腕を掴つかみやがって、それでオレの動きを封じたつもりか？

　ナメんじゃねぇーぜ！

「そんなに警戒しなくても、取って食べたりしないわよ？」

「嘘うそつけ。骨までしゃぶりつくそうという貴様の魂こん胆たんは見え見えだ」

「あっ、そうなの？　だったら話が早いわね」

「ちったぁ否定しろよ」

「そんなの時間と行数の無む駄だじゃない。そういうワケだからハイ、二万円♪」

「………はぁ？」

　オレは目をパチクリさせて、意味不明に差し出された手を凝視した。

「はぁ、じゃないわよ。スパッツを脱ぐ時に、わたしのパンツ見たでしょ？」

　プクゥ〜と頬ほおを膨ふくらませる山やま梨なし。

「パンツ言うな。それからお前がハムスターみたいに頬を膨らましても可愛かわいくない！」

「なんでよ〜。見物料としては、安いもんじゃない」

「安かねぇーわっ！」

　イカン、頭がクラクラしてきやがった。

　コイツと話していると、自分がどれだけマジメで常識的な人間かを思い知るわ。

「ちなみに今なら、もれなくこの『人ヒト形ガタ』も付けるけど？」

「買った」

　と、咽の喉どから滑すべり出た言葉は、オレじゃない。

「そのアイテム、是ぜ非ひともボクが買わしてもらおう」

　既に財さい布ふから二枚の福ふく沢ざわ先生を取り出した、ナベキュウだった。

「ソイツらにダケは売っちゃ駄だ目め！」

　そこへすかさず、耳ざとい美み風かぜが血けつ相そうを変えて止めに入ってきた。まぁ、ナベキュウにコレを渡してしまえば、まさしくなんとかに刃物。止めねばならぬという使命感は、判わからないでもない。もっとも、ナベキュウがコイツの正しい使い方に気付いているかどうかは、オレとしては疑わしいと思っちゃいるが……。

「んじゃあ、美風が買うの？」

「買うわけないでしょ！」

「でも、コレがあったら美みヶか速はやくんを、面白おかしく操れるのに……」

　ピタリ。

　途端に、美風の動きが停止した。

　眼球だけを動かして、なんとも言い難い眼まな差ざしでオレを見る。

「………」

　奇妙な沈黙が流れた。

　ったく、何をトリップしてやがるんだか……。

　さてはオレを下げ僕ぼくのようにコキ使う……って、ソレじゃ今とあんまし変わんねぇーから、違うか。それともより「主人と奴ど隷れい」の関係を明確にして、自分の手は汚よごさないまま学園の支配にでも乗り出すつもりか？　……あり得るな。なんたってコイツは、あの彩雲あやもさんの妹。三度の飯めしより血を見る事が好きそうな、超暴力の申し子だし。

　もしくは、ハーレムを作るつもりかもしれん。

　と、機能を停止している美風の背中に───、

　ペタッ。

　ナベキュウの腕が、無む造ぞう作さに触れた。

「え、ちょ、ちょっと!?」

「さて、それじゃ早速、体育倉庫まで着いて来てもらおうかな、高たか倉くら妹よ。今ならキミをモデルにしたステキな撮影会が、できるはずだ」

「お〜〜い。犯罪はよくないと思うぞ、犯罪は？」

「犯罪？　このボクがかい？　悪い冗じよう談だんはよしたまえ、美みヶか速はやよ。高倉妹には色々なコスに着替えてもらう予定だから、人目につかない体育用具室の方が色々と都合がいいだけだよ。もちろん、着替え中を撮影するなどという無ぶ粋すいな真ま似ねなんてしやしないさ」

　それは先日、盗撮騒ぎを起こしたヤツの言う台詞せりふじゃないと思うのだが……？

「まぁ、それは別にいいけど、お前そのやり方じゃ───」

　バキィッ！

　その『人ヒト形ガタ』の効力は発動しないぞ………って、もう遅かったか。

「このヘンタイ！」

　美み風かぜの一撃に、ナベキュウの身体からだがくの字に吹き飛ぶ。

　ナベキュウは進行方向に並んでいた机や椅い子すを巻き込み、壁に激突して昏こん倒とうした。愚かなヤツだ。美風が冬眠から目覚めたクマよりも凶きよう暴ぼうだって事は、充分承知しているだろうに。中途半端な知識で呪じゆ術じゆつに頼る素人しろうとさんは、大抵こういう末路を辿たどるんだよなぁ〜。

　クワバラ、クワバラ。

　ま、それはさて置き───。

「やっぱりな」

「何がやっぱりなのよ」

「この『人形』は、ただ貼り付けるだけじゃ効力がないってこと」

「はぁ？」

　美風は怪け訝げんそうに、眉まゆ根ねを歪ゆがめた。

　本気で判わかっていないとしたら、迂う闊かつなやっちゃなぁ〜。

「つまり、この『人形』は───」

　何気ない仕し草ぐさで、美風の背中から『人形』を剥はぎ取る。

「あ、ちょっと───」

　慌あわてる美風を無視して、手の平の『人形』に「ふぅ〜」と息を吹き掛ける。すると『人形』は蝶ちよう々ちよのようにユラユラと飛ひ翔しようして、再び美風の背中に張り付いた。美風もさすがにマズイと気付いたのか、背中の『人形』を剥がそうとしたけど、もう遅い。

「はい。両手を上に上げる」

「へ？　あ、あれ？」

　途端に美風はバンザイした。

　それが自分の意志じゃない事は、動揺した面持ちが如によ実じつに物語っている。

　要するに、アレだ。コイツは京きよう都との車くるま折ざき神社とかと同じで、『人形』に息を吹き掛ける事で祈き願がんを成じよう就じゆさせるタイプなのだ。他ほかにも上かみ賀が茂も神社とか下しも鴨がも神社の「人形流し」なんかが有名だけど、アッチは祈願成就っていうより「穢けがれ」を払う儀式だから、ちと違うかな。

　ちなみに、今では全国どこででも買える「みたらし団だん子ご」は下鴨神社が発はつ祥しようで、串くしに刺さった五つの団子は『人形』を表現しているらしい。だから本場のみたらし団子は、一つだけ他ほかの団子と離れていて、それが頭を現している。他の四つは両手両足、串は胴って具合にね。

　と、しょう〜もないマメ知識はいいとしてだ。

「んじゃ取りあえず、トップレスダンス？」

「誰がそんな──って、ちょ、ちょっと、止やめてってばぁ！」

　クククッ。口では嫌いやがっていても、身体からだは正直よのぅ〜。

　ぐいんぐいんと情熱的に腰を揺する珍妙なダンスに、女子の間からは非難の声が、男子からは拍はく手しゆ喝かつ采さいが交じり飛ぶ。ちょっと問題があるとしたら、本場アメリカのトップレスダンサーと違って、ちっとも揺れない美み風かぜのしょぼい胸。本当にもう、ショボショボさんだ。

「これだけ激しく踊って全然揺れないとは……哀かなしいな、美風」

「哀あわれむような目で見るなぁ！」

「せめて鉄棒でもあれば、眩まぶしいフトモモをムチっと絡からませたのにな」

「絶対に止めて！」

「よし」

「よしじゃない！」

「まずはブレザーからいってみようか！」

「いやぁぁぁっっ〜〜！」

　響き渡る美風の悲鳴。

　くねくねと身体全体を揺すりつつ、ブレザーのボタンに指を掛ける。

　窓から差す陽光に輝く汗を反射させ、捲まきつくように環わを描く長いポニーテールを躍おどらせながら、美風がすぽぽ〜んとブレザーを脱ぎ捨てた。

　ピタッ。

　瞬間、美風のくねくねダンスが、ゼンマイの切れた人形みたいに停止した。

「……え？　アレ？」

　キョトンとした面持ちで、美風。

　どういう事だ？

　オレは踊りを止やめろとは一言も───って、しまったぁぁぁっっ！

「………そういう事ね」

　オレと美風の眼まな差ざしが脱ぎ捨てられたブレザーの上で重なった瞬間、オレ達は全すべてを理解した。なんて事はない。ブレザーと一緒に『人ヒト形ガタ』まで脱ぎ捨てちまったから、そりゃ呪じゆ力りよくの効果もなくなるわなぁ〜。

　いやいや、このオレともあろうものが、なんちゅう初歩的なミスを………。

「釈明があったら訊きこうかしら、美みヶか速はやくん？　どっちにしても殺すけど」

　ゴリゴリと指を鳴らしながら、美風は爽さわやかに訊たずねた。

　血管を浮かばせた引き攣つった笑顔が、いかにもコイツらしくってマジ怖ぇ〜。

「オーケ。次はスカートからズリ下ろすから、ちょっと待って」

　いそいそとブレザーから『人形』を回収し、もう一回息を吹き掛ける。

「さぁ、スカートをズリさげ───」

「アホかぁっ！」

　美み風かぜは言うが早いか、捻うならせた左足を小さく踏み出した。

　颯さつ爽そうと時計回りに翻ひるがえる背中に、長いポニーテールが弧を描く。左右を机に挟まれた限定的な空間の中で、コンパクトに回転させた腰の捻ひねりを無理なく右足に乗せ、まるで鹿か馬のように直線的な後ろ蹴げりを繰り出すその技は───

「ティチャギ!?」

　韓かん国こくの国技・テコンドーの中でも最も難易度が高く、最も威力の高い後ろ蹴り！

　───っていうか、ナゼにテコンドー？

『無拍子打ち』といい『妖よう刀とう使い』といい、アンタら弓術主体じゃなかったのかよ？

　一度『夢む影よう天てん心しん流りゆう』という流派について、ジックリと調べてみる必要があるな。

　なんて考えているコンマ数秒の間に、真まっ直すぐに突き出された槍やりのような踵かかとが『人ヒト形ガタ』を蹴り払い、窓の外へと弾はじき飛ばし───、

　ゴキュッ！

　次の瞬間、猛もう烈れつな衝しよう撃げきがオレの右頬ほおを貫いた。

　良い蹴りだ。

　オレにパンツのガラを確認する暇すら与えねぇーとは。

　空中を五メートルほどキリモミした後、リノリウムの床をバウンドするオレの肉体。目の前が暗くなり、常人だったら三さん途ずの川を三回ほど渡っても充分お釣つりが返ってきそうなダメージに耐えながら、一瞬だけ見えたカラーが青だったか灰色だったかを検証する。

　微妙な光の加減で、青にも見えたような灰色にも見えたような……。

「………」

　と、そんなオレに降り注ぐ、氷のような冷たい眼まな差ざし。

　美み空そらちゃんだった。

　これだけの騒ぎの中で、微動だにしないポーカーフェイス。

　昨日までの美空ちゃんだったら、ここで「大丈夫？」って不安そうに声を掛けてくれたんだろうけど、今日の蔑さげすむような眼差しの重たいこと重たいこと。オレの知らない美空ちゃんの一面を見たようで、ちょっとだけクセになっちゃうかも♪

「……………」

　って、冗じよう談だん言ってる場合じゃないぞ、こりゃ。

　マジぃ………。

　さっきの騒ぎで確実に、間違いなく、益ます々ます心象を悪くしちまった。

　これじゃ誤解を解くどころじゃねぇーな。

「………優ゆう夜やくん」

　あっ、喋しやべった。

「………邪じや魔ま」

　……さいですか。

　取り付く島もなさそうな雰ふん囲い気きに、オレは静かに瞼まぶたを閉じた。

　こうして山やま梨なしの持ち込んだ『人ヒト形ガタ』騒動は、呆あつ気けなくその幕を閉じるのだった。




　と、思ってたんだけど───。




　　　　　　　　　◇◇◇




　ガサガサガサ、ガサガサガサ……。




「ねぇ？　いい加減、諦あきらめたら？」

「何を言うか！　元々はお前が撒まいたタネだろが！」

　まるで他ひ人と事ごとのようにフルーツ牛乳を飲んでいる山梨に、オレは目を剥むいて睨にらんだ。

　何が悲しくてせっかくの放課後に、中庭で木に登ったり植木の中を掻かき分けてるのか、まるで判わかっちゃいねぇー。コッチはこんな事をしているヒマがあったら、どうすれば美み空そらちゃんの機嫌が直るか、考えなくっちゃいけないってのに……。

「そうなの？　悪ノリしたのは優ゆう夜やくんで、『人形』を蹴けり飛ばしたのは美み風かぜだから、てっきりあたしは無関係なのかなぁ〜って思ってた」

「そんなワケないでしょ、睦むつ美み……」

　と、同じように植木を掻き分けていた美風が、眉まゆ間ねを歪ゆがめた。

「大体、あの手の呪じゆ具ぐって本当に危険なのよ？　『力』が強ければ強いほど、跳はね返りも強くなるの。『人を呪のろわば穴二つ』っていうでしょ？　素人しろうとが迂う闊かつに触れたりしたら、どんな災わざわいが跳ね返ってくるのか判わからないんだから」

　つまりは、そういうこと。

　オレと美風は、窓から落ちた『人形』を探していた。

　中庭に落ちたのは間違いないと思うんだけど、吹けば飛ぶほどの小さな『人形』だ。木の上に引っ掛かっているくらいならまだいいけど、風に運ばれてどこか遠くに飛んでいった可能性もある。美風の言う通り、あの手の呪具はキチントと処分しないと何を引き起こすか判ったもんじゃないから、結構厄やつ介かいなのだ。

　下へ手たすりゃ妖よう怪かいに化けるからな。特に『人形』関係は……。

「ふ〜〜ん」

　気のない返事を返しやがって。

　本当に判ってんのか、コイツ？

「つーか、お前も探せよ。仮にも一万五千八百円も支払ったんだろが？」

「ん？　だってホラ、既に二万円で売りつけちゃったしー」

「おのれは悪魔か」

　目が覚めたナベキュウの悲痛な面持ちが、瞼まぶたに焼き付いて離れねぇー。

　まぁ、アイツの事だから、明日になったらケロっとした顔でやって来るんだろうけど。

「んで、見つけたらどうするの？　また美み風かぜにくねくねダンスを踊ってもらうの？」

「やってもいいけど、その時は美み空そら姉さんに家から叩たたき出されると思いなさいよ」

「や、それは重じゆう々じゆう承知しております故ゆえ……」

　これ以上美空ちゃんの心象を悪くするのは、自殺行為に近いからなぁ〜。

　今日だってお昼抜きで、しょうがないから水道水で胃袋を満たしたってのに、この上晩飯まで水道水になっちまったら堪たまったもんじゃない。ましてやソレが今後も続くとなると、オレの寿命は著しく短いものになっちまう。

　贅ぜい沢たく言わないから、せめて白いご飯が食べたいです。

　昼休み以降、オレの胃袋は情けない悲鳴を上げっぱなしなのだ。水道水にも鉄分とカルキくらいは入っているけど、致命的にカロリーとタンパク質に欠けてるから、腹の足しになんかなりゃしねぇーし……ってか、身体からだに悪そうだし。

「美空姉さんの機嫌を直したいんだったら、さっさと『人ヒト形ガタ』を見つけて処分しなさいよ」

「言われなくても判わかってらぁ！」

　好きで美空ちゃんと険悪になっているんじゃねぇーんだから。

　むしろ美空ちゃんとは、親密な関係を築きたい。

　できればお風呂で背中の流しっこができるくらいの仲にまで♪

「ところでさ。なんで美風まで美みヶか速はやくんと一緒になって、『人形』を探しているの？」

　ストローをタバコみたいに咥くわえながら、山やま梨なしは言った。

「な、なんでって……」

「理由はともかく、美ヶ速くんがこれ以上あの『人形』を使って悪さをしないって判ってるんなら、なにも美風まで一緒に探す必要なんてないんじゃないの？　部活までサボって」

「そ、それは………か、監視に決まってるじゃない！　コイツが『人形』を前にして、妙な心変わりとかしないように、見張っているのよ！」

「つまり、心配してあげているんだ」

「なんでそうなるのよ！」

　首から上を真まっ赤かに染めて、美風は力一杯否定した。

　ったく、何をムキになってんだか、コイツは。

　それに余計な事を言わなきゃ、少しくらい感謝してやったところ───

『きゃぁぁぁっっ───！』

「っ！」

　なんだ、今の悲鳴は!?

　っていうか、今の声は美み空そらちゃんだったような!?

「姉さんっ！」

　ダッ！

　すかさず美み風かぜが駆かけ出した。

　相変わらず美空ちゃんが絡からむと、美風の反応が早い。

　悲鳴の方向──校舎の中に土足で駆かけ込む美風の背中を、オレと山やま梨なしが遅れて追う。

「───っ！」

　校舎に足を踏み入れた瞬間、肌を掠かすめる異質の気配を微かすかに感じた。

　悪お寒かんが奔はしるほど「危険」って気配じゃないけど、「普通」でもないこの気配……。

「………気付いているわよね？」

　ったりめーだろ。

　確かめるような美風の目め配くばせに、オレは頷うなずいてみせた。

　ちなみに確認したのは、廊下に漂ただよう妙な気配の事じゃない。漂っている気配の主成分が、危険度の高そうなヤバゲ系じゃなくって、ワリとソフトな……「遊んでくれぇ〜」とか「構ってくれぇ〜」みたいな感じだな、ってこと。

　少なくとも、慌あわてて彩雲あやもさんに連絡を入れる必要はなさそうだ。

　……しかしこういう時、最低限の会話だけで済むってのは、なんかくすぐったいよなぁ。

　なんていうか……まるで心が通い合っているみたいな感覚で……。

「………」

　って、別に美風と心が通っているのが嬉うれしいワケじゃないのデスヨ？

　こういう感覚を共有できる相手が居るっていう部分がポイントで、別にその相手が美風である必要性は、豆粒ほどもないわけだけど……案外コイツ以外だと、こういう感覚にはならないような気がしないでもないような気がしないでもないような………。

「美みヶか速はやくん、美ヶ速くん。考え込んでいるフリなんかしなくても、別に便秘は我が慢まんしなくたっていいんだよ

「……お前はそんなにオレを便秘扱いしたいのか？　ピンクの小粒の回し者」

「あのねぇ、今はフザけている時じゃないでしょ！」

　いや、ごもっとも。

　冗じよう談だんはさておき、気配の漂ってくる方向──一階の西階段へと向き直る。

　相変らず気配に変化は感じられず、近づくオレ達に対する敵意も害意もなんにもない。

（〜〜てぇ〜〜〜げてぇ〜〜〜）

　代わりに声……というか思念波というか、奇妙な合唱が頭ず蓋がい骨こつの内側に響いてきた。

　いよいよ本格的になってきやがった。

　ところでオレって、対妖よう怪かい用の術とか武器とか持ってないけど、いいのかな？

　相も変らずロクな炎えん術じゆつも使えないし、その場の雰囲気と勢いで着いてきちまったけど、足手まといになるのは格好悪いから勘かん弁べんしたいなぁ〜。

　……いっそ、今からでも引き返すか？

「美み空そら姉さんっ！」

「み、美み風かぜ………!?」

　って、そんなワケにもいかないか。

　一階と二階を繋つなぐ階段の踊り場で、蹲うずくまったまま怯おびえている美空ちゃんの姿を見てしまった以上、コレを無視して逃げ出すようなチキン野や郎ろうにゃ〜なれん、なれない、なりたくない。なってたまるか……って、言いたいんだけど、なんて言うか………。

「うわ〜〜。何、コレ？」

　思わず「うっ」と引く山やま梨なしの反応は、多分、正当な反応だ。

　正直に言うと、オレも引いたくらいだ。

　この場にオレしかいなかったら、多分、回れ右をしていたと思う。だって階段の段という段から、無数の青白い腕がススキ林みたいにビッシリと生えているんだもん。しかもクネクネと妙なダンスを踊ってるし……関節ないんか、この腕には？

（ずり下げてぇ〜〜ずり下げてぇ〜〜）

　挙句に、何かミョ〜な台詞せりふまで口走ってます。

　どこが口かは判わからないけど。

（ずり下げてぇ〜〜ずり下げてぇ〜〜。すかーとずり下げてぇ〜〜ぱんつずり下げてぇ〜〜。ずり下げてぇ〜〜ずり下げてぇ〜〜）

　つーかさぁ、おい……。

「………」

「……………」

「……ひょっとして、美みヶか速はやくんの知り合い？」

「んなワケねぇーだろ！」

　こんな腕しかねぇー異い形ぎようと一緒にすんなよ、このタワケ！

　オレなら口とか鼻とか足まで使って、もっとすんげぇー事をやってやるわい！

「無事なの姉さん!?　どこかケガとかしていない!?」

「だ、大丈夫……でも………」

　スカートの裾すそをぎゅっと握りながら、困惑気味に表情を歪ゆがめる美空ちゃん。スカートを穿はいているって事は、取りあえずは無事らしい。もちろん、楽観は出来ない。しかしこの状況、どうすりゃいいんだ？　どうやってこの腕の林を突破する？

　……まぁ、なんとかしなけりゃいけないんだけどね、このメンツで。

　目の前の現象に対し、オレの『焔ほむら』じゃあ火力不足だってくらいの自覚はあるし、美み風かぜは半人前だし、山やま梨なしに到っては素人しろうとさんだ。とはいえ、この際それは問題じゃない。ないというのなら、あるもので補う。どっかの球団みたいに、札束で戦力を補充するってワケにもいかない以上、中途半端なこのトリオで三・四・五番クリーンナツプを組むしかないのだ。

「待ってて姉さん！　今行くから！」

　言うなり、美風が階段に突撃。

「って、そりゃ無む茶ちゃだろ、オイ！」

　何の策もなく飛び込むたぁ、予想を超えたアホだ。

（ずり下げてぇぇぇっっ〜〜！）

　駆かけ寄る美風を歓迎するように、腕の声が波打ちながら咆ほう哮こうした。

　が、美風は怯ひるむどころか勢いを増してリノリウムの床を叩たたき、足首に伸びた無数の指先の上を一気に跳躍！

「邪じや魔ますんじゃないわよっ！」

　着地と同時に、旋せん風ぷうのような蹴けりで周囲の腕を蹴り飛ばし、踏み潰つぶし、更には背後から迫る腕を振り向きざまのヒジ打ちで打ち払う。短いスカートを惜しげもなく翻ひるがえし、凛り々りしく吊つり上げた瞳に美み空そらちゃんの姿を映しながら、踏み潰した腕を足場にして再び跳躍！

　ドカッ！　ゲシッ！　ベキッ！

　目にも止らぬ連撃に、ヒョロ長い腕が次々とへし折られていった。

　生気を失った枯枝のような腕だと思っていたら、本当に枯枝のように脆もろいんでやんの。

　……とはいえ、元より数が数だ。

「このっ！　いい加減にしてよっ！」

　幾ら折っても、その数は一向に減る様子を見せない。

　それどころか逆に美風の前進は停滞し、息が切れかかった一瞬の隙すきを縫ぬって迫った数本の指先が、遂に美風のスカートの裾すそを鷲わし掴づかみし───、

「しまっ───」

　一気にフトモモからずり下ろした。

「いやぁぁぁっっ〜〜！」

（おおおぉぉ〜〜！）

「おおおぉぉ〜〜！」

　蒼そう白はくに染まった美風の悲鳴を圧して、歓喜の声が幾いく重えにも重なって階段に轟とどろいた。

　ついでにオレの声も轟いていた。

　深く澄んだエーゲ海のごときマリンブルーと、晴れた秋空のような薄い青が織り成す、ツートンカラーのシマシマに。

「拳こぶしを握ってないで、助けてあげたら？」

「そんなもったいな……っとと、その通りだな、うん」

　突き刺さる美み空そらちゃんの眼まな差ざしを感じ、オレは渋しぶ々しぶながら袖そでのバンドに触れた。

　取り出したのは、藁わらと糸を結びつけた棒ぼう手しゆ裏り剣けん。前回のアレで修得した、今のところオレが使える唯一といっていい炎えん術じゆつのタネ。火力・破壊力ともにちと頼りないが、他ほかに適当な手段もないし。そういうワケだから、取りあえず二本同時に──打つ！

　スココンッ！

　外しようのない距離から打った手裏剣が、狙ねらい通りに腕の根元に突き刺さる。

　と、同時に握った糸へ『焔ほむら』を滑すべらせ、僅わずかなタイムラグを挟んで、点火！

　ボンッ！

（おおおぉぉぉっっ〜〜！）

　藁に含ませておいた霊れい力りよくが、軽い音色を奏かなでて弾はじけた。

　四方に膨ふくらんだ小さな火か焔えんは、けれども周囲の腕を二、三本ほど吹き飛ばし、引き千切るのが精一杯だった。しかし、予想してたけど、本当に「焼け石に水」程度の破壊力しかないなんて……かなり凹へこむ。まぁ、美み風かぜを助けるのが目的なんだから、この程度でも充分おつりが返ってくるけど……はぁ〜〜。

「───せっ！」

　四し肢しを掴つかむ腕が消滅した瞬間、美風は咽の喉どから短い呼吸を吐はき出した。

　身体からだを捻ひねり、尚なおも服を掴もうとする残りの腕を振り払い、その内の手近な一本に向かって鋭利な蹴けりを叩たたき込む。その腕はグシャリと嫌いやな音をたててへし折れたが、美風はその反動を利用して、ネコのような身軽さで空中に離脱。膝ひざを抱え、クルクルと綺き麗れいに三回転しつつ、オレと山やま梨なしが待つ一階の床に着地した。

　リノリウムの床に、澄んだ音色を響かせて。

　思わず「一〇・〇〇点」ってプラカードを上げたくなるくらいの、華か麗れいな着地。

　いや、実にカッコイイ〜光景だねぇ……パンツ丸出しという点を除けば。

「………」

　そんなもんだから着地と同時に、美風は脱だつ兎との勢いで廊下を疾しつ駆くした。

　もちろん、シマシマのお尻しりを惜しげもなくフリながら。

　絶景かな、絶景かな。

　ちなみにコレは、オレの責任じゃないからね。

　作戦も考えずに突撃したアイツの、いわば自じ業ごう自じ得とく……は、いいとしてだ。

「いやだ、もう美風ったら。可愛かわいい〜〜♪」

　カシャ！　カシャ！

「………武士の情けだ。携帯で写真撮るのダケは、ヤメれ」

　携帯のカメラを写しまくっている山梨の肩に、オレはそっと手を乗せた。

　っていうか、友達じゃなかったのか、お前ら？




　　　　　　　　　◇◇◇




「で、振り出しに戻ったみたいだけど、どうすんの？」

（ずり下げてぇ〜〜ずり下げてぇ〜〜）

「さぁ〜て、そこが問題だ。ちなみにここの学校には、こういう風に階段に腕が生はえるって類たぐいの七不思議でもあるのか？」

「さぁ？　あたしは訊きいた事ないけど」

　ふむ……。

　って事は、最近になって「何か」がここの階段に結び付いた可能性があるな。

「ここの階段に何かあるの？」

「階段って場所に、問題があるの。溜たまりやすいからな、階段って空間は」

「ムラムラってくるの？」

「そういう意味とちゃうわっ！　霊れいとか妖よう怪かいとかが溜まりやすいって意味！」

「そうなの？」

「知らないのか。この手の怪かい異いは、端っことか境目なんかに溜まるんだよ。端は『橋』に通じ境は『坂』に通じ、故に階段はこの二つの要素を兼ね備えたホットスポットだ。大体、考えてもみろ。七不思議で『階段』って空間を外している学校が、いくつ在ると思う？　この空間に注がれる無意識の畏い怖ふは、便所に並ぶ異界への───って、おい！」

「くぅ〜〜」

「寝るなっ！」

「あ〜、ゴメンゴメン。なんか退屈そうな話みたいだから、つい。……んで、それが判わかったからって、何になるワケ？」

「……ここの階段に腕が生えるって話がないのなら、この怪異は最近になって、何かがこの場所と結びついた可能性が高いって事だ。だったら元の方を断たない限り、この腕を何本へし折ろうが切りがねぇー」

「トカゲの尻尾しつぽみたいな感じ？」

「まぁ、ニュアンスとしては間違っちゃいないんだけどね……」

　疼うずくこめかみを、オレは人差し指で押さえた。

　コイツの事で頭を悩ませるのは、時間の無む駄だだと理性では判わかっちゃいるんだけど、感情の方が整理できねぇー。ともかく、どっかに腕の元があるのは間違いないと思う。けど、オレってそういうのを探すのは、どっちかつーと不得意なんだよなぁ〜。

　御み火か速はや霊ひ流りゆうそれ自体が、そういうのって不ふ得え手てなのだ。

　はやりの言葉を使うのなら、分業制ってヤツ？

　そういう微細な作業を行うのに、強すぎる『焔ほむら』は全く向いていないってこと。

　だからと言って、オレの『焔』が強いかどうかは全く別のお話。

「……ったく、こういう時の為に美み風かぜの夢む影よう天てん心しん流りゆうの力が必要だってぇーのに、あのオマヌケさんが」

「で、どうするの？」

「ぶっちゃけ、お前がオトリになるってのはどうだ？」

「力の限り殴なぐってもいい？」

「無論、半分は冗じよう談だんだ」

　まぁ、コイツごときの拳こぶしが当たるワケねぇーんだけど、一応そういう事にしておこう。

「それじゃいっそ、美みヶか速はやくんがアクションを起こしてみれば？」

「……あんだと？」

「だってあの腕が脱がしたいのって、スカートとパンツなんでしょ？」

「………」

　山やま梨なしの言葉に、オレは自分の眼まな差ざしを階段に向けた。

（ずり下げてぇ〜〜ずり下げてぇ〜〜。すかーとずり下げてぇ〜〜ぱんつずり下げてぇ〜〜。ずり下げてぇ〜〜ずり下げてぇ〜〜）

　むぅ、それも一理あるかもしれないが………。

　……………。

　いや、試してみるくらいの価値はあるかもしれん。

　それが山梨のアイデアってのがアレだけど、この状況、そうも言ってられねぇーし。

「頑がん張ばれ〜美ヶ速く〜ん。ズボン脱がされたら、ちゃんと写真に撮ってあげるからぁ♪」

「その時は問答無用でインディーズビデオも真まっ青さおの、めくるめく陵りよう辱じよくの世界を拝おがませてやるから覚かく悟ごしとけ」

　背後のバカにクギを刺し、オレはゆっくりと階段に近づいた。

　揺れる腕の林に、しかし変化はなかった。

　相変わらずユラユラと、虚こ空くうに漂ただようパンツでも掴つかむように、青白い指先を蠢うごめかせている。

「………」

　そして一段目に足を掛けてみたが……やっぱり変化はなし。

　つまり、男のオレには興味ナシ。興味を持たれてもチト困る。つーか、考えただけでもゾッとする。オレはオレのベッドを、オレの血で汚よごすような特殊な趣味は持ち合わせてねぇーからな。だからこのまま、大人おとなしく踊り場まで通してくれよ。

「つーワケだから、もうちょっとの辛しん抱ぼうな、美み空そらちゃん」

「………優ゆう夜やくん」

「そのままジッとしててくれよ」

　涙目でオレを見つめる美み空そらちゃんを宥なだめつつ、一歩、一歩、階段を踏み進む。

　慎しん重ちように、慎重に……。

　コイツら男には興味ないんだ。

　もしくは思考が昆虫みたいに単純で、二つの事柄を同時処理できないタイプ。

　邪じや魔ましない限り、怒らせない限り、オレが階段を登っても、全然平気……。

（ずり下げてぇ〜〜ずり下げてぇ〜〜）

　周囲は完全に、取り囲まれているけどね………。

「………」

　固形物みたいに堅い唾つばが、オレの咽のどをゴクリと鳴らした。

　鼓こ動どうが早鐘みたいに鳴り響き、さっさと駆かけ出したい衝しよう動どうに少しずつ歩みが早くなる。

　別に怖いワケじゃないんですよ？

　怖いワケじゃないんだけど………ちょっと長居したくないダケ。

　だってぶっちゃけ、オレってば異い形ぎようさんとの実戦経験ゼロだから。つい最近まで、ロクな炎えん術じゆつも使えない半人前だったワケで、とてもじゃないけど「退たい魔ま」なんてできる状態じゃなかったのだから、当然と言えば当然だ。

　そりゃまぁ、「見るのも初めて」ってほど、ウブなワケじゃないけど………。

「……………」

　……ヤベェ。

　冷静になって状況を考えてみたら、マジで足がすくんできやがった。

　そもそもオレみたいな中途半端な線香花火がでしゃばったのが、間違いだったのかも。これじゃ美み風かぜの事が、全然笑えねぇー。つーか、マジでどうする？　ここからだったら、まだ引き返せる。真後ろに跳躍するだけでいい。それだけでも多分、無事に逃げ出せる。

　でも………。

「……優ゆう夜やくん？」

　すがるようなその声に、オレは汗ばんだ手の平をギュッと結んだ。

　逃げ出すワケには……いかねぇーよなぁ。

　これまで何かと、お世話になっている美空ちゃんだ。毎日毎日、オレのお弁当を作ってくれる美空ちゃん。いや、弁当だけじゃない。晩飯だって朝飯だって、何も言わずに大盛りをついでくれる美空ちゃん。いつも色々と気を使ってくれる優しいこの子に、オレはまだ一つも恩を返してねぇーんだから。

　それに、怖いのは美空ちゃんだってきっと同じだ。

　だからオレは、一歩、また一歩と足を踏み出す。

　胸の内側でしたたり落ちる冷や汗を無視して。

　ジンジンと響く耳鳴りを無視して。

　慎しん重ちように、慎重に……。

　美み空そらちゃんが待つ、その場所に向かって。

　一秒、一分がもどかしいくらいにゆっくりと感じられる中───、

　……タン。

　オレはどうにか最後の一歩を踏み終えた。

「優ゆう夜やくんっ……」

　瞬間、美空ちゃんが胸に飛び込んできた。

「………」

　震える肩が、ビックリするくらい華きや奢しやだった。

　ほんのりと鼻び腔こうをくすぐる、甘あまい香り。

　でも、もっとビックリしたのはフニュンと押し付けられた胸の脹ふくらみだったり。

　やっぱ、コレを手放すわけにはいきませんなぁー！

「あ〜〜。落ち着いて、落ち着いて」

「……うん」

「で、今から下りるけど、大丈夫そうか？」

「………」

　美空ちゃんは顔色こそ蒼そう白はくだったけど、しっかりと頷うなずいてくれた。

　さすが明あき羽ば神社で彩雲あやもさんの妹をやっているだけあって、怪かい異いへの免疫力は見た目よりも高いらしい。顔色が悪いのも怪異への恐怖というより、無数の腕への生理的嫌悪ってところだ。どっちにしても、ここで気絶されたら面倒な事になっていたから、ありがたい話だ。

「んじゃ、ちょっと失礼……」

「え？　キャァ!?」

　小さな悲鳴を無視して、オレは美空ちゃんを抱きかかえた。

　いわゆる「お姫さまダッコ」ってヤツ。

　こういう時、気を失った人間は、当たり前だけど自分でバランスを取ろうとしないから、実際の体重よりも重く感じられる。と、いうより、本来の体重がダイレクトに腕に圧のし掛かってくるというべきかな。これからこの子を抱えて階段を降りなきゃいけないオレとしては、余計なマイナス要素は一つでも減らしておきたい気分なのだ。

「できれば、そのまま動かずに」

「………」

　背中に背負うより、この姿勢の方が何かと護まもりやすい。

　なんたって階段の腕の目的は、女の子のスカートとパンツをズラす事だからな。

　美空ちゃんはオレの言葉を理解しているのかいないのか、全身を硬直させたまま「はい」とも「いや」とも呟つぶやかなかった。無視されたわけじゃなく、頭がパニくって咄とつ嗟さに反応できないらしいのは、真まっ赤かに染まった首から上を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。いいねぇ〜、和なごむねぇ〜。このままラッピングして、秘密の小部屋に「お持ち帰り」してぇ〜。

　上る時とは全く別種の、ピンクの鼓こ動どうに胸を満たして、階段を降りる。

　肉の林……じゃなかった、腕の林を慎しん重ちようにすり抜けながら。

[image: ]

（ずり下げてぇ〜〜ずり下げてぇ〜〜。すかーとずり下げてぇ〜〜ぱんつずり下げてぇ〜〜。ずり下げてぇ〜〜ずり下げてぇ〜〜。すかーとずり下げてぇ〜〜ぱんつずり下げてぇ〜〜。ずり下げてぇ〜〜ずり下げてぇ〜〜）

　途端に無数の腕がざわつき始めた。

　クネクネと身を躍おどらせる青白い腕。

　見るからに挙動が不審だ。

　挙動が不審じゃない、階段から生えた腕なんて見た事ねぇーけど。

　それはさて置き、やっぱオレが一人で階段を上った時とは反応が違う。まるで人間が吐はき出す息や汗を敏感に嗅かぎ取るやぶ蚊かのように、美み空そらちゃんの存在に気付いているのだろう。それでも今すぐに襲ってこないのは……迷っているからか？　ほとんど密着状態のオレと美空ちゃんに、ターゲットが男か女なのかにわかに判別がつかないのかもしれない。都合のいい憶測は危険かもしれないが、間違いなくコレはチャンスには違いない。

「怯おびえなくていいからな、美み空そらちゃん。ジッとしていれば、コイツラは何もできない」

「………」

　小さく頷うなずき、ギュッと目を瞑つむる美空ちゃんに苦笑しつつ、オレは歩みを再開した。

　なまじ騒がれるより、コッチの方が何十倍もありがたい。

　やっぱこの子は、賢い子だよ。どっかの双ふた子ごの片割れと違って。

「姉さんっっっ！」

　そうそう。こんな風に、いつもいつもドタバタと……って、オイ。

　もの凄すごい形ぎよう相そうをした美み風かぜが、階段の下に飛び出してきた。ダンッ、と校舎全体に響かせそうなブレーキを踏んで、長いポニーテールを風圧に遊ばせて。ご丁てい寧ねいに脱がされたスカートの代わりに袴はかまを穿はいて、胴衣に胸当て手には七尺三寸の大弓と、完全武装のご様子だ。

　美風は弓懸ゆがけを被かぶせた指先で、器用に鏃やじりに呪じゆ符ふとおぼしき紙切れを結び付けると、漆しつ黒こくの瞳に烈れつ火かの輝きを宿しながらキリキリと弓ゆみ弦づるを引き絞る。

（おおおおおおぉぉぉぉぉっっっっっ〜〜〜！）

　瞬間、腕たちが一いつ斉せいに地鳴りのような雄お叫たけびを上げた。

「や、止やめろこのアホ！　火に油を注ぐ気かぁ！」

「うるさいっ！　アナタこそドサクサに紛まぎれて、姉さんに何しようとしてんのよ！」

　歪ゆがんだレンズで見る景色は、何でも歪んで見えるという。

　今の美風が、まさにソレ。

　スカートを脱がされた屈くつ辱じよくも相あい俟まって、極端に狭きよう窄さくした美風の視野じゃあ、物事の全体を把握する事ができないのだ。ハタ迷惑な事、この上もねぇ！

「喰らいなさいっ！　夢む影よう天てん心しん流りゆう奥おう義ぎ『神かみ岳だけ』！」

「だから射つなってっ！」

　ビィィィ───ンッ！

　咽のどから迸ほとばしらせたオレの叫びに、弓弦の音色が重なった。

　問答無用で放たれた矢は、オレの足元に突き刺さった瞬間、青白い閃せん光こうを四方に放った。

　バチバチバチバチッッッ！

「うぉっ!?」

　これは電撃か!?

　呪符から迸るミニサイズの雷光が周囲の腕に絡み付き、灼やき尽くす。

　今の一撃で、少なくても十本以上の腕が消滅しやがった。

　だとしたらその破壊力は、オレの手しゆ裏り剣けんを遙はるかに上回るって事かぁ!?

　とはいえ、十本や二十本の腕を灼き潰つぶしても、全体から見ればほんの一部だ。まだまだ無数の腕が健在で、しかも今の一撃に刺激されたせいで、石をぶつけられたハチの巣みたいに騒ぎ出したから堪たまらねぇー！

（うおぉぉぉ〜〜〜〜！　ずり下げさせろぉぉぉっっ〜〜〜〜！）

　一いつ斉せいに無数の腕が伸び上がり、雪崩なだれとなってオレの頭上に降り注ぐ。

　舌打ちする暇もなく、オレは美み風かぜのバカが開けた隙すき間まに身を滑すべらせた。

　が、両腕に美み空そらちゃんを抱えている上に、見み境さかいをなくした無数の腕に阻はばまれて、あっという間にズボンや上着を掴つかまれてしまった。ものスゴイ雄お叫たけびが聴覚を覆おおい、美空ちゃんの悲鳴どころか自分の叫び声すら聴きこえない。それは砂糖に群がるアリというよりも、むしろエサに飛びつくコイの群れに放り込まれたようで、加速する恐怖と嫌悪感にオレは肺活量のキャパを遙はるかに超えた大声で叫んだ。

「いい加減にしやがれぇぇぇっっ〜〜〜〜！」




　ピタッ！




　瞬間、腕の動きが一斉に停止した。




　　　　　　　　　◇◇◇




「…………え？　なんで？」

　彫刻のようにピクリとも動かない腕の林に、オレは唖あ然ぜんとした声を漏もらした。

　唖然としているのはオレだけじゃない。美空ちゃんはもちろん、美風もマヌケな口をポカンと開けてやがる。山やま梨なしは……姿が見えない。ったく、どこに逃げやがったんだアイツめ。それとも事態が終息の兆しを見せたもんだから、退屈になって帰っちまったのか？

　まぁ、山梨の事なんかどうでもいい。

　それにしても、なんでこの腕は活動を停止したんだ？

　しかも、オレの命令で。

　いや、考えるのは後にしよう。まずは美空ちゃんを安全な場所まで下ろさないとな。

「……よっと」

　美空ちゃんを抱いたまま、オレは一階に下り立った。

「………ありがとう」

「なんのなんの」

「だ、大丈夫なの、美空姉さん!?」

「……うん。大丈夫」

「誰かさんが余計な事をしなけりゃ、もっと穏やかに階段を下りられたんだけどな」

「うぅ………。わ、悪かったわよ」

　さすがに美風も、極きまりが悪いと感じているらしいな。

　ふて腐くされたように唇くちびるを尖とがらしているが、吊つり目の瞳にいつもの鋭さがねぇー。いや、結構結構。今回の一件は貸し一という事で、しばらくはコイツも大人おとなしくするだろう。どうせ三日も過ぎりゃ効果もなくなる程度の貸しだろうけど、ないよりはマシってヤツだ。

　さて───。

「で、何でコイツは止まったと思う？」

「判わかるワケないでしょ、そんなこと！　………でも」

「でも？」

「なんだか少し、あの時の状況と似ていない？　教室でアナタが、わたしに『人ヒト形ガタ』を貼り付けた時と……」

「言われてみれば……」

　少し……似ているかも知れないな。

　あの時は、美み風かぜがブレザーを脱いだから、トップレスダンスが停止した。

　そして今回は……オレの声がトリガーになって、腕の動きが停止した。

　どっちも唐とう突とつに止まったが……いや、違うな。美風のダンスが止まった時じゃなくって、始めた時にこそ共通項がある。それは、オレの声だ。どちらもオレの声に反応して踊りを始めたり、活動を停止したりした。少なくとも、被害者の美風の意こ志えはまるで無視する形で。

　と、言う事は、まさか………。

「ねぇねぇ！　階段の裏側にこんなモノを見つけたよぉ〜」

　思考中の脳ミソの小こ皺じわに、奇妙に弾はずんだ山やま梨なしの声が飛び込んできた。

　そんな睦むつ美みの声に呼応するかのように、腕の林が瞬時にして掻かき消える。

　まるで最初からソレが幻だったと言わんばかりに、僅わずかに美風のスカートと矢、そしてオレの手しゆ裏り剣けんだけを残して、アッサリと。

「あああっっ〜〜！」

　続いて美風の素すっ頓とん狂きような声が廊下に響いた。

　山梨の手に握られた、見覚えのある『人形』に、結ばれた拳こぶしがブルブルと震えている。

「………そういう事だったのね」

　そう……つまりは、そ〜いう〜事………。

　あの腕は階段に『人形』が結びついて生み出された怪かい異いで、「ずり下げてぇ〜」とか叫んでいたのは、ソレがオレの命令した最後の言葉だから。ついでに言うなら、息を吹き掛け命令したマスターもオレだから、オレの言葉で活動も停止したってワケ。

　いや〜。蓋ふたを開けたら、ビックリするくらい単純な仕掛けだったねぇ〜。

　美み空そらちゃんも無事だったし『人形』も見つかったし、久し振りに美風のシマパンも拝おがめた事だし、一石三鳥たぁ〜この事だ。ワハッハッハッハッハッハ。

　ゴキッ！

「んがぁ……」

　顎あご骨ぼねを砕くだくような掌しよう底ていが、オレの視界を横滑すべりさせた。

「つまり、全部アナタの仕し業わざだったってワケね………」

　常人だったら顎骨と一緒に頸けい椎ついまでイカレちまいそうな一撃を叩たたき込み、フルフルと肩を震わせながら美み風かぜは言った。背中から怒りのオーラを噴出しながら、パキポキ指を鳴らしてオレに詰め寄る。

「いや待て。オレの仕業ってのは、過大評価過ぎねぇーか？　せめて偶然が積み重なった、犯人不在の悲しい事件とか」

「アナタが余計な事をしなかったら、こんな現象は起こらなかったって自覚ある!?　放課後だったからいいようなものの、ヘタしたら学校中がパニックになってたところなのよ！」

　や、そりゃそうだ。

　その時は静せい粛しゆくたる学び舎やは、たちまちその看板に「本日休業」のプレートを貼り付けて、遊園地の絶叫マシーンよりも激しい悲鳴と怒号が駆かけ巡り、伝でん播ぱしたパニックはさらなるパニックを引き起こしていただろう。それはそれで愉ゆ快かいそうだが、そうなった時は間違いなくオレの寿じゆ命みようは彩雲あやもさんの手によって、本日中に最後の瞬間を迎えていたかも……。

　つーか、今日の一件を彩雲さんに報告されるダケでも、結構ヤバげ？

「美み空そら姉さんからも何とか言ってよ。コイツのせいで怖い思いしたんだから」

　恐る恐る、冷たい汗に首筋を濡ぬらしながら、オレは美空ちゃんに視線を向けた。

「……………」

　無言でオレを凝視する美空ちゃん。

　その真まっ直すぐに澄んだ黒い瞳は、オレを非難しているようにも見えるし……そうじゃないようにも見える。

「………優ゆう夜やくん」

「は、はいっ！」

　直立不動で返事を返すオレ。

「……もう二度と、こんな騒ぎは起こさない？」

「起こしません！」

「……本当に？」

「本当であります！」

「……………」

　値踏みするような無言の眼まな差ざしが、肌の上をチリチリと焦こがす。

　裁判官の判決を待つ被告人って、こんな気分なんだろう。

　ここで赦ゆるしてくれなかったら、オレはマジでどうなるんだ？　本当にあそこから、追い出されちまうのか？　だからと言って、言い訳をするつもりは毛もう頭とうない。ひょっとしたら、原因はオレにあるのかもしれないが……だからこそ、言い訳なんかしたくねぇー。

　と、薄く引き結ばれていた美み空そらちゃんの唇くちびるが、出し抜けに「ぷっ！」と吹き出した。

「………？」

「あは、あははは。優ゆう夜やくん、そんな顔をしなくても………あははは」

「ね、姉さん？」

「？　美空？」

　無遠慮な子供っぽい美空ちゃんの笑い声に、美み風かぜや山やま梨なしが困惑した面持ちを浮かべた。

　いつもの控え目にはにかむ美空ちゃんからは、想像し難い無む邪じや気きな笑み───。

　ああ、そうか。

　オレはなんとなく理解した。

　これは美空ちゃん流の、仕返しなのだと。

「少しはびっくりした？」

「したよ。それはもう、東京ドーム一杯分くらい」

　東京ドーム一杯分が、どれくらいの単位かは知らないけどね。

「うん。ちゃんと反省しているようだから、赦ゆるしてあげる」

「ありがとうございます」

「それから………」

「はい？」

「助けてくれてありがとう、優夜くん」

　美空ちゃんは、満面の笑みを浮かべて言った。

　それは本当に──本当に鼓こ動どうが跳はね上がるくらいの、綺き麗れいな綺麗な笑みだった。







　その日の夜、美空ちゃんが用意した晩飯は牛肉の「肉ジャガ」だった。

　オレはそれを、ドンブリ茶ちや碗わんで美お味いしくいただいた。










　　まごころの遁走曲







「優ゆう夜やくん……。そろそろ起きないと………優夜くん？」

　晩飯の後、縁側の上で横になっていたオレの身体からだを、遠慮がちな声が優しく揺らす。

　この声は美み空そらちゃんですな。別に眠ねむっていたワケじゃないから、気配が近づいてきた時点で大体判わかる。だから起きようと思えば、今この瞬間にでも跳はね起きられるんだけど──。

　薄く瞼まぶたを開く。

　魅み惑わく的に膨ふくらんだ胸の前でキュッと拳こぶしを結び、困ったように眉まゆを八の字に寄せた美空ちゃんが見えた。う〜ん。その表情、その仕し草ぐさ。もっと困らせたくなってくる。

「優夜くん……。遅れたら彩雲あやも姉さん、きっと怒る………」

　や、それは知ってる。

　っていうか、身をもって体験したから。

　あの人はオニ。

　自分が遅れた時は知らんプリでも、オレが遅れた時はタダじゃぁ〜すまない。

　この前なんか組み手でボコボコにされた後、古井戸に放り込まれた。あんときゃ半分、意識が朦もう朧ろうとしてたから、危あやうく明あき羽ば神社のサダコさんになっちまうところだった。つまり彩雲さんを怒らせるって事は、命懸がけでヤバイってことだ。

　でも、まだ起きない。

　起きるワケには………いかない！

　ユサユサ、ユサユサユサ───。

「優夜くん……優夜くん？」

　後、五分………いや、三分でいい。

　ギリギリまで……そう、ギリギリまでこのまどろみを護まもりたい。

　否、この時間を共有したいのだ、美空ちゃんと。もしくはとろけるような甘あまい声とか息い吹ぶきとかで、オレの冷えた心を抱き締めてくれる、その瞬と間きまで！

　さぁ、美空ちゃん！　ギュッと景気よく！　恥しがらずに今すぐに！

「あ、美み風かぜ」

　ムギュ……。

「ぶべ………」

　いきなり何かが、オレの顔面を踏み付けた。

　スタスタスタスタ───。

　と、そのまま遠ざかってゆく足音。

「ちょっと待たんかぁっ！」

　背筋を使ってアクロバティックに跳はね起き、オレを踏み付けた美み風かぜの背中を呼び止める。人を踏んでおきながら、一切の謝罪もないとは無礼千万。前にも言ったけど、オレは踏まれて喜ぶＭじゃねぇー。真性バリバリのＳッ子である！　それでもオレを踏み付けたいというのなら、女王様のハイヒールか、お嬢じようさま学校の女子トイレのスリッパでも用意してから踏みやがれ！

　さすればオレの股こ間かんの赤せき兎と馬ばも大満足！

　そのいななきは天をも衝つくわ！

　………。

　どうでもいいけど、どうして関かん羽うは赤兎馬だけは曹そう操そうに返さなかったのでしょう？

　コイツを考えると、不思議で不思議で夜も寝られません。

「………」

　それはともかく、美風がゆっくりとコッチに振り返った。

　紺こん色の袴はかまに純白の上着、手には弓………。

　弓道のようで、実は弓道じゃない。ヤツがこの時間から練習するのは、夢む影よう天てん心しん流りゆうの退たい魔ま弓術だ。一応、退魔用の技術なんだけど、ナチュラルに対人戦闘術への応用が利くところがなんとも侮あなどれず、挙句に「弓が使えない時」を想定した格闘術まで仕込んである。

　んが、それを理由にここで退くワケにはいかねぇー。

　ここで一戦を交えようってんなら、受けて立とうじゃねぇーか。未いまだにロクな炎えん術じゆつを使えんオレだけど、侮るなよ。オレには新兵器『双そう蛇じや』だってある。初めてココで相対した時みたいに、容よう赦しやなくその袴を切り落とし、今一度シマシマパンツを拝おがんでくれるわ。

　乾いた唇くちびるの表面をペロリとなぞり、両手を垂たらして身構える。

　さぁ、来るなら来やがれ！

「………ごめん」

　そして今夜は特別に、そのシマシマすら切断──って、あら？

　身構えるオレに一言だけ告げて、再び夜の境けい内だいへ踏み出す美風。

　なんだ、ありゃ？

　拍子抜けする反応に、オレは身構えたまま美風の背中を見送った。

　ひょっとして、放置プレイってやつですか？

　………。

　イヤン♪




　　　　　　　　　◇◇◇




　幸い、って程でもないけど、オレはチコクする事もなく境けい内だいに到着した。

　夜の明あき羽ば神社では、風の気配も木々のざわめきも、闇やみに奥行きを与える気配に過ぎない。

　山の瀬を渡り、鳥とり居いを潜くぐって滑すべり込んでくる静かな風が、撫なでるように境内の闇に溶け込んでゆく。僅わずかに差し込む月明かりの中で、かつて「比ひ布ぶ瀬せの紅べに夜や叉しや」と呼ばれたその人物は、茶色く染めた髪を背中に流し、指一本ピクリとも動かさない。

　一体どれくらい、こうして向かい合っている事やら………。

　一分？　五分？　それとも十分か？

　オレ達の間には、「始め！」の合図もなければ「礼！」もない。

　何な故ぜならオレの鍛たん錬れんは、彩雲あやもさんに弟子入りした瞬間から、二十四時間年中無休で継続中だからだ。「学ぶ時は学び、遊ぶ時は遊べ」とはよく聞く言葉だけど、少なくともソレは、彩雲さんの辞書には載のってない言葉なのだ。




『人間、遊んでいる時が一番吸収力が強いんだよ。誰だって自分の趣味ともなれば、周りの連中よりも多少は博識なもんだろ？　それは遊びながら学んでいるからだ。遊びと学びに区切りなんか作るから、鍛錬が苦く行ぎようになっちまうんだよ』




　だから彩雲さんは、オレの鍛錬にいわゆる「ノルマ」を課す事がない。

　時にはワラを叩たたかせたり、奇妙な「型かた」を覚えさせられたりもするけど、それだって一日何時間とか何セットとかいう指定はない。そんな事をしたら、鍛錬の目的が回数の達成にスリ替わってしまうから……が、理由だそうだ。

　彩雲さんは言う。遊びながら学べ、と。




　た・だ・し───。




　ヒュンッ！

　夜気を切り裂さき、突発的に接近した彩雲さんの神しん速そくの蹴けり。

　誰が喰らうものかと即座に体をズラし、左側頭部を狙ねらった一撃を腕で弾はじき、蹴りのベクトルを上方に逸そらす。このまま彩雲さんの下段を刈かって、転倒させる事ができたら最高なんだろうけど、そこまでオレの都合通りに事を運べる相手じゃない。

　だから下段への足払いは、躱かわされる事が前提の一撃。

　飛んで逃げるか、それとも一いつ旦たん、間合いを広げるか。

　前者なら手しゆ裏り剣けんを打って迎撃、後者なら密着したまま追撃して、反撃の体勢を整える前に一気呵か成せいの拳けん打だのラッシュで彩雲さんを圧倒する──つもりだったんだけど、彩雲さんの動きはオレの予測を遙はるかに超えていやがった。

　鮮やかな朱しゆ色いろの烈れつ風ぷうが夜や気きを裂さき、下段に沈んだオレの顔面に襲い掛かった。

　疾はやいッ！

　息を呑のむようなこの苛か烈れつな朱の正体は、もちろん彩雲あやもさんの緋ひ袴ばかまキックだ。

　彩雲さんも、最初の一撃が弾はじかれる事は計算済みだったのだ。

　咄とつ嗟さに腕でガードしつつ、掴つかんだ白しら足た袋びを背中に担かついで一本背負い！

　──の予定だったんだけど、強引に捻ねじ切られ、オレの頬ほおを踏み台にして宙に舞う。

　鮮やかな身のこなし。度胸のデカさも抜群だし、チチのデカさも抜群ときた。境けい内だいに舞い降りた彩雲さんは、沈んだ膝ひざのクッションをすかさずエネルギーに変換。素早い踏み込みで間合いを踏とう破はし、オレを捉とらえる。一方でオレは、逃げるか迎撃するかでほんの一瞬、思考と肉体を停止させてしまい──結局、この逡しゆん巡じゆんが命取りになってしまった。

　吐はく急が届きそうなほど迫った彩雲さんの唇くちびるが、悪魔のような声で囁ささやいた。

「死し合あってる最中に、止まるかい」

　全身から音を奏かなでて血の気が引いてゆく。

　別に止まりたくて止まったワケじゃないんですよ、いやマジで。

　信じてくれないかもしんないけど、この瞬間だって必死に次の攻撃から身を躱かわそうとしているんですよ？

「救いがたい、アホ」

　アホ言いましたか!?

　と、目を剥むいた次の瞬間───、




　ズドンッ！




　ゼロ距離から炎えん術じゆつを叩たたき込む、御み火か布ふ津つ流りゆうの奥おう義ぎ『華か閃せん』がオレのお腹なかで炸さく裂れつした。

　内臓が引っくり返るような、とてつもなく重い衝しよう撃げき。

　四し肢しがバラバラに千ち切ぎれちまいそうな激痛が奔はしり、次の瞬間、オレは五メートルばかり吹き飛んだ。そして受身もヘッタクレもないまま、顔面から地面にダイビング。ヒンヤリと硬い石畳だたみの上を面白可お笑かしく跳はね転がり、意識がどこかへ昇天しそうになった。

「どうだい？　アタイの遊ゆう戯ぎはガツンと楽しいだろ？」

　楽しいワケあるか！

　今のオレ、プロレスゴッコを強要されている小学生の気分。

　全身からプスプスと薄い煙が立ち昇り、口の中に肉が焦こげる臭いが立ち込める。

　つーか、一言いわせろ。

　イジメ、カッコ悪い！

「で、いつまで寝てる気だい、優ゆう夜や。オネンネするなら実家に帰って、ママのオッパイでもしゃぶりながら、パパにケツでも掘ってもらいな」

　おまけに下品だ。

　オレがちょっとでも卑ひ猥わいな言葉を吐いた時にやぁ、情け無用のない血のセイサイを浴びせるクセに、自分に関してはコレだから卑ひ怯きようだよナァ───って、ヤバァ！




　ボシュンッ！




　咄とつ嗟さに跳はね起きたオレの足元に、アメのように真まっ赤かな炎ほのおが弾はじけて散った。

「なんだい。やっぱりまだ動けるじゃねぇーか。余計な手間を取らせんじゃねぇーよ」

「……動けなかった時は、どうするつもりだったワケで？」

「火葬」

　彩雲あやもさんは一言で吐き捨てた。

　思わず胃の内側から「キュッ♪」って穴が開くような音が聞こえたような気がして、なんだか泣きたい気分にもなってくる。けど、泣いて赦ゆるしてくれる相手ではありません。ピロリ菌よりも胃に悪い。だったらやる事は一つ。つまり、反撃だ。オレの持っているポテンシャルの全すべてを叩たたき付けて、今夜こそこの茶髪のヤンキー崩くずれを泣かす。

　つーか、イ〜声で啼なかす！

「………」

　左右の腕から、オレは炎えん術じゆつを仕込んだ二本の手しゆ裏り剣けん『双そう蛇じや』──通常型と区別する為、名まえを付けたのだ──を垂たらした。

「チッ。またそのオモチャかい。進歩のねぇーヤツは嫌いだね」

　舌打ちし、彩雲さんは汚お物ぶつでも眺めるような目線をコッチに向けた。

　フンッ。ほざきやがれ。昨日のオレが、そのまま今日のオレだと思うなよ。先日、「士、別れて三日なれば、すなわち更に刮かつ目もくして相待て」って言葉を口にしたのが誰だったか、その身体からだにねっぷりしっぽり訊たずねてやらぁ！

　オレは握っていた二つの拳こぶしを開いた。

　音もなく滑すべり落ちた二本の手裏剣が、石畳だたみを叩いて澄んだ音色を響かせる──寸前、空中でピタリと制止する。括くくり付けた糸が伸びきったからじゃない。その証拠に、糸は弛ゆるんだままだし、なにより下を向くはずの切っ先が蛇へびのように鎌かま首くびを擡もたげ、彩雲さんを指向している。

「───!?」

　おっ♪　驚いている、驚いている。

　彩雲さんの細く絞しぼられた眼まな差ざしがピクリと動いたのを、オレは見逃さない。

　タネを明かせば、コイツは美み風かぜの使う『打うち羽は』の応用だ。糸に練り込んだ霊れい力りよくを通して、微細な繊維の束を筋肉みたいに操っている──ぶっちゃけ触手の親しん戚せき。触手の醍だい醐ご味み、ヌメヌメ感こそないけれど、刃こぼれ一つない鋭利な切っ先が、分厚い巫み女こ服ふくだろうと容易たやすく切り裂さけるというスグレモノだ。

「で、それが一体、どうしたってんだい？　サイコミュー搭とう載さい型ザクか、テメェーは？」

　ンまぁ！　なんて失敬なヤンキーなんザマしょう！

「行けやっ！　『双そう蛇じや』！」

　念じると同時に、手しゆ裏り剣けんが銀色の光線を伸ばして夜や陰いんを切り裂さく。

　右の一本が上空から、左の一本が地面スレスレから。時間差ナシの同時攻撃。

　この『双蛇』で身体からだの自由を奪ったあかつきには、その減らず口、後でタップリ塞ふさいでやるから覚かく悟ごしやがれ！

　シュルルル───。

　微かすかな衣きぬ擦ずれ音を響かせ、二本の手裏剣の糸が彩雲あやもさんに絡からみつく。

　白衣の上から締め上げられて、彩雲さんのナイスな肉体が盛り上がる。元々、縛しばるって行為にはそう〜いう〜意味も含まれてるワケだし、何より彩雲さんクラスの肉体になると、搾しぼり出される肉質といったら、それはもう「極上」の二文字。

　くぅ〜〜。こんな事なら、ナベキュウのヤツでも呼んでりゃよかった！

「降こう参さんするなら、今の内っすよ？」

　もちろん、本音は別だけど。

　この状態から巫女服を切り裂いても、それはもう不可抗力ってヤツだし。

「あ〜〜？　バカかテメェ〜は？」

　出ましたよ。

　高たか倉くら姉妹お得意の、人を小バカにした冷やかな目線が。

　しかし、状況が判わかってんのか？

　左右の腕を脇腹に密着させられた状態から、この束そく縛ばくを断ち切る手段なんてない。あるワケがない。無理に引き千切ろうとしたところで、細い糸が肉に食い込むダケだ。それはそれで魅み惑わく的な光景だろうけど、事態の好転にはなんの寄与も──、

　スパンッ！

　って、あれ？

　微かな光が彩雲さんの身体をナナメに奔はしった瞬間、オレの糸がハラリと散った。今、何が起こったんだ？　全く判らなかったけど、瞬またたき一回分くらいの時間で、オレの糸が綺き麗れいサッパリ切断された事だけは事実だ。

　つまり、形勢逆転……？

　奇妙に引きつったオレの頬ほお。シャツと背中の僅わずかなすき間に、冷たい汗が流れる。

「さて、今夜はもういっぺん、夜空を泳いでみるかい？」

　またこのパターンですかい……。




　ズドォォォ───ンッッ！




　炸さく裂れつした灼しやく熱ねつの旋せん風ぷうに、オレは蹴け鞠まりのごとく夜空を舞う。

　しかし、今夜の彩雲あやもさんは、ソレだけじゃ終わらせてくれなかったから堪たまらない。

「コイツはオマケだ！　貰もらっとけぇっ！」

　ゴキュッ！

　キリモミ状態で落下するオレの顔面を貫く、渾こん身しんの回し蹴げり！

　石畳だたみからはみ出して、玉たま砂じや利りを撒まき散らしつつツーバウンド、スリーバウンド。

　背中を叩たたき付けられる強い衝しよう撃げきに、一瞬呼吸を失う。

　そしてそのまま境けい内だいの隅っこまで転がって、奇妙に柔らかい紺こん色の柱に顔面から衝しよう突とつした。

「ひぁっ──」

　柱はまるで、女の子みたいな悲鳴を上げた。

　しかも、なんだかとってもいい匂い。

　柔らかいし温かいし……っていうか、コレって袴はかま？

　ほんの少し目線を上げると、長いポニーテールの先端が揺れていた。って事は、この柔らかくてヤミツキになりそうな肌触りは、美み風かぜのお尻しり？　そういや境内の隅っこで、弓の練習をしていたような気がするけど……まぁ、この際だ。思う存分、堪たん能のうしておこう。

　スリスリスリスリ〜〜〜〜。

「ひぃぃぃっっ!?」

　うんうん。さすがはシマパンを愛用しているだけあって、よか弾力ですタイ。

　股こ間かんの赤せき兎と馬ばさんも大満足ですよ？

「いい加減に離れんかぁぁぁっっ!!！」

　メキッ………。

　刹せつ那な、スンゴイ一撃が、オレの脳天を垂直に貫いた。




　　　　　　　　　◇◇◇




「ま、ちったぁー進歩している事は、認めてやるよ」

　社しや務む所しよの座敷で彩雲さんは乱暴に胡坐あぐらをかき、腕を組みながら言った。

　口にはいつもの、火の点ついていない咥くわえタバコ。銘めい柄がらは知らない。つーか、自分の心拍機能を低下させる嗜し好こう品ひんなんぞに興味ない。そして彩雲さんは、これ見よがしのため息を一つ挟んで、険けわしい眼まな差ざしでオレを睨にらんだ。

「けどねぇ。お前さん、本来の目的をスリ違えてないかい？　お前さんの目的はアタイに勝つ事なのか、それとも御み火か布ふ津つ流りゆうを学ぶ事なのか、もう一度よく考えな」

「………」

「どうせ編み出すなら、ちゃんとした炎えん術じゆつを編み出しな」

　奥歯を噛かみ締め、オレは俯うつむく。

　返す言葉がないとは、この事だ。

　オレだって別に、ここに来た目的を見誤るつもりはないけど、やっぱ情けないし……。なんたってココに来て以来、彩雲あやもさんとの組み手は連戦連敗だから。初日からの十連敗以降、何戦何敗かは数えてないけど、白星が一つしかないのは覚えている。

　その白星にしたところで、不戦敗だし。

　しかもその理由が、二日目はツライからだったり………。

　そんなワケだから、やっぱり一回くらいは「ぎゃふん」って言わしておきたいでしょ？

　………ズキンッ！

「ってェ」

　頭の芯しんで未いまだに疼うずく痛みに、軽く顔をしかめる。

「あ、ゴメンなさい。……痛かった？」

　そんなオレの横顔に、美み空そらちゃんが包帯を巻く手を止めた。

　別に包帯を巻くほどの怪け我がじゃないけど、まぁアレだ。折せつ角かく包帯を巻いてくれるってんだから、お言葉に甘あまえてみただけのこと。だって包帯を巻く時に、頬ほおに触れるスベスベした美空ちゃんの指先が、何とも言えず極ごく上じようだから。

　それはもう「パクっ」て噛み付いてみたくなるくらいに。

「もう。放っておけばいいのよ、こんなヤツ」

　と、ため息混じりに呟つぶやいたのは、一緒になって鍛たん錬れんを切り上げた美み風かぜだった。

「でも、ケガをしているから………」

「美空姉さんは、ソイツを甘やかせすぎなのよ」

　黙れ貧乳。ちったぁ〜美空ちゃんの優しさと、豊かなＤカップを見習え。

　もっとも、コイツに包帯を巻いてもらったところで、嬉うれしくもないけど。

　アホみたいに長いポニーテールを引っ張るのは、結構面白いけどな。

　後、シマシマが良く似合う、張りのあるフトモモはワリといい感じだ。

「ところで彩雲さん。さっきのアレって、どうやったんッスか？」

「あぁ？」

　怪け訝げんそうに、彩雲さんは眉まゆを歪ゆがめた。

　目つきも悪いし頭も茶色いから、まんまヤンキーのメンチみたいだ。

「アレですよ。オレの糸を切断した方法」

「ああ、アレかい？　アレはお前さんにはまだ早いんだが………まぁ、いいだろ」

　言って、彩雲あやもさんは右手に白い『焔ほむら』を灯ともした。

　ほとんどなんの「溜ため」もなく、ひょいと出せるんだから大したもんだ。

　なんていうか、マンガとかで「はぁぁぁっっ！」ってな具合に気合とかを溜めるシーンってあるけど、あんな事したら隙すきだらけだもんな。打って下さい、突いて下さいって言ってるようなもの。もっとも、アレは演出上の効果だから、そ〜いう〜細かいツっ込みを入れる方が、無ぶ粋すいってものなんだろうけど。

「……ところでお前さんは、御み火か速はや霊ひ流りゆうと御み火か布ふ津つ流りゆうの違いってのは、判わかってるかい？」

「？　屋おく内ない戦闘用の御火布津流と、最大火力の発揮が主眼の御火速霊流……ですか？」

「その答えだと、せいぜい七十点ってところさね」

　微妙な点数だ。

「美み空そら。言ってみな」

「え……わたしが？」

　キョトンとする美空ちゃんに、彩雲さんが促すように頷うなずいた。

「えっと………御火布津流は『断つ』炎えん術じゆつ……」

　そしてたどたどしい口調で、語り始める。

「ミカは猛たけ々だけしさを表し、フツは断ち切る音や剣を表す言葉……。だからその二つを合わせた御火布津の『焔』は、粉ふん砕さいするための『焔』じゃなくって、断ち切るための『焔』……。御火速霊は『潰つぶす』炎術。ミカは同じで……ハヤは物が燃える激しさを……ヒは火を……。激しく燃やし尽くす火を表したのが、御火速霊の『焔』………」

「と、いう事だ。判っただろ？」

　全然、判りません。

　そう言いたかったんだけど、その場の雰囲気ってヤツですか？

　思わず頷いてしまったオレは、なんていうか……ヘタレ？

「つまりウチの『焔』の最大の特徴は、『燃やす』事じゃなくって『断つ』事なんだよ。こういう具合に───」

　刹せつ那な、ユラユラと揺れていた白い『焔』が真まっ直すぐに伸び上がり、

「───ね」

　オレの額ひたいに、チクリと触れた。

　呻うめき声ひとつこぼせないオレの視界に、ハラリと数本の前髪を落としながら。

「この『焔』は人も怨おん霊りようも妖よう怪かいも、鋼だって断ち切れる。そういう『焔』だ。コイツを自在に使えるようになって、初めて一人前の御火布津の炎術使いって寸法さね」

　な、なるほど……。

「ウチではこれを『御雷みかずち』と呼んでいる。覚えておきな」

　ミカズチ───。

　切れ味鋭い神秘的な『焔ほむら』を前に、オレはゴクリと咽のどを鳴らした。

　む、むぅ………。

　コイツはマジで、覚えてぇぇぇ〜〜！

「そんな目をしても無む駄だだよ。お前さんがコイツを修得しようだなんて、野球を覚えたリトルリーグの小学生が、いきなりメジャーリーグに挑戦するようなもんさね。身の丈たけを忘れて挑んだところで、ロクな結果にはなりゃしねぇーよ。それよりも美み風かぜ」

「………」

「おい、美風。……美風っ！」

「は、はい!?」

　彩雲あやもさんの鋭い声に、美風の肩が鋭く跳はね上がる。

　ったく、何をボ〜っとしてんだか。

「美風。アンタ最近、少したるんでいるんじゃないかい？」

「そ、そんな事はないと思うけど………」

　とか言いながら、彩雲さんの視線から目を伏せる美風。

　アホですか、アンタは？

　そりゃ何かありますって、白状してるようなもんだろ。

「だったら今日のアレはなんだい？　ボーっとして、ド派手に吹っ飛んでくる肉にく塊かいくらい、余よ裕ゆうで避けるか射殺するくらいの気概を見せな」

「そ、そんなの無理よ……。コッチだって、集中してたんだから………」

「はっ！　弓道ならいざ知らず、周りが見えなくなるほど精神集中しないと射てないような弓術に、一体どんな意味があるんだい」

「あぅ………」

　美風は恥じ入るように、耳まで赤くして俯うつむいた。

　ま、正論だな。

　彩雲さんの指摘は理り不ふ尽じんなようにみえても、実はそうじゃない。ごくごく当たり前の指摘だ。だってそうだろ？　どんなに凄すごい奥おう義ぎを駆く使ししようとしたところで、その準備段階で大きな隙すきを出しちまったら、そこで終わりなんだから。

　ポルターガイスト現象が起こっている最中に、瞼まぶたを閉じて呼吸を整えたりなんかするおマヌケさんは、無数のお皿とかテーブルとかをぶつけられ、ミンチにされるのがオチなのだ。

　だから要求されるハードルも、高くて当然。

　美風だって、そんな事は百も承知しているハズだろう。

　耳まで真まっ赤かに染めているのが、その証拠だ。

　ちなみに美風が練習しているのは、『木この羽は』っていう奥おう義ぎだ。

　コイツは放った矢の進行方向を、糸を媒介にして操る誘導矢『打うち羽は』の、次の段階に位置する技だという。と、言うのも、『木この羽は』は糸を外した状態で、誘導矢を射つ技だからだ。先日、京きよう都とから夢む影よう天てん心しん流りゆうの本家から来た優やさ男おとこに、コッチに居ても進歩がないと言われた事が、相当ショックだったらしい。

　以来、毎晩練習に取り組んでいるみたいだけど、成果のほどはまるでゼロ。落ち込みたい気持ちも、そりゃ少しは判わからないでもない。

　──とはいえ、それを差し引いても今日の美み風かぜの様子は変だ。

「どうしたの、美風？　調子、悪いの？」

「だ、大丈夫、大丈夫。なんでもないから………ありがとう、美み空そら姉さん」

　曇らせた表情をする美空ちゃんに、美風が慌あわてたように手を振る。

　だからぁ〜。そういう態度は「なんでもあります」って、言ってるようなもんだって。

「本当に？　優ゆう夜やくんも、心配そうな顔をしているから……」

　って、なんでやねん。

　勝手なストーリーを展開する美空ちゃんに、オレはゲンナリとした眼まな差ざしを送った。

「………」

　そんなオレと美空ちゃんを、何か言いたそうな目で見る美風。

　言いたい事がある時は、ハッキリ言う──ハズの美風は、しかしため息だけを残して立ち上がり、そのまま社しや務む所しよを後にした。




　　　　　　　　　◇◇◇




　そして、一週間が過ぎようとしていた。

　その間、美風の変調は相変わらず続いている。

　と、言うよりも、むしろどんどん酷ひどくなっていた。

　美空ちゃんが訊たずねても「何でもない」の一点張りだし、それは彩雲あやもさんが訊たずねても同じ事だった。家でも学校でもどこか上の空だし、見ていてなんか胸の奥がムカついた。ムカつく理由は判らねぇーけど、とにかく見ていてムカムカするのだ。んで、腹いせに薄い胸を握ってやったら、力一杯反撃してくるクセに……直すぐにまたボーっとお空を眺めるのだった。

　それがまた、ムショ〜ウにムカつく。

　なんつーか、オレって存在が完璧に無視されているみたいで。

　ただ、まぁ、やっぱりコレは異常事態ではあるらしい。

　彩雲さんからもそれとなく、美風の様子を探って欲しいと頼まれたくらいだ。

　別に直接、美風の様子を探ってくれって頼まれたワケじゃない。けど、頼りない声で「お前さぁ、なんか知らないか？」なんて訊きかれたら、無む下げに「知らない」で済ます事なんてできないじゃねぇーか。

　ったく、あのシスコンヤンキーめ。

　ちったぁーその優しさを、オレにも振り分けろってんだ。

　そんなこんなで、美み風かぜの変調が一週間ほど続いた今日の放課後───。

　小こ一時間ほど時間を潰つぶした後、オレと美み空そらちゃんは駅前のお好み焼き屋「花か月げつ」の前に立っていた。ここの「広ひろ島しま風お好み焼き」は極ごく上じようらしい。ソースが秘伝なのは当然として、マヨネーズも店主のオリジナル。こだわりの具をフワリと包む生き地じが、また格別とか……。

　まぁ、貧乏人のオレには、あんまり関係のないご町内のグルメ情報。

　誰かが奢おごってくれるんなら、話は別だけど。

「んじゃ、美空ちゃんは何を食べる？」

「違う！」

　おお、即行で否定されちまった。

　しかも柔らかそうな頬ほっぺたを、不満そうに膨ふくらませて。う〜ん。突っつきたい。見るからにマシュマロみたいで、押したらプニプニしていて病みつきになりそうな予感。

　ま、それは今度のお愉たのしみ。

「いらっしゃいませ〜」

　店のドアを潜くぐると同時に、和服姿のお姉さんの愛らしい声が響き、鉄板の上でソースが焼ける香こうばしい匂いが押し寄せてきた。

　むぅ〜、なんて言うか、夜店の匂いだ。この匂いを嗅かいでしまうと、お好み焼きやタコ焼きとかが食いたくなってくる。オレも典型的な、日本人なんだなぁ〜。

「いらっしゃいませ。お二人様ですか？」

「あ〜、そうだけど、ツレが先に居るハズなんだけど………」

　近づいてきた和服姿の店員さんをちと制し、店の一角を占める四人がけの席にザッと視線を滑すべらせて──おっ、居た居た。

「アッチの四人がけテーブルで」

「はい。かしこまりました〜」

　店の一番奥にあるテーブルで、オレや美空ちゃんと同じ制服姿の男女が、鉄板の上でお好み焼きを突っつきながら、オレ達を待っていた。

「よ、待たせたな」

　鉄板を挟はさむ格好で、オレと美空ちゃんは山やま梨なしとナベキュウと顔を合わせた。

「遅いじゃない、美みヶか速はやくん。美空も〜」

「ごめんね、待たせちゃって」

「まぁ、別に退屈はしていなかったけどね」

　言いながら、鉄板のお好み焼きをナベキュウが突っつく。

　ちなみにこの悪の枢すう軸じくコンビをココに呼んだのは、オレじゃない。美空ちゃんだ。ここ最近の美み風かぜの様子を見かねた美み空そらちゃんが、この二人に相談を持ちかけたって図式。

「で、何か判わかったのか？」

　単刀直入に、オレは訊たずねた。

　腹はら芸げいってのは、どうも苦手なんでね。それは多分、遺伝子レベルで美みヶか速はや一族に刻み込まれた性タ質チってヤツだ。裏でコソコソと動くより、真正面から全部燃やし尽くすのがウチの流りゆう儀ぎ。言うなれば海戦の華はな・戦せん艦かんだ。索さく敵てきとか情報収集ってのは、戦艦のする仕事じゃないだろ？　ド派手に主砲をぶっ放して、力で敵を圧倒する。それが美ヶ速──御み火か速はや霊ひ流りゆうだ。

　火力バカとか言うな。

　火力の強さが御火速霊流の本質なんだから、しょーがねぇーだろ。

「まぁ、ね。思っていたよりも、ワリと簡単だったよ」

「お〜〜。さすがナベキュウだな」

「ボクがその気になったら女子更衣室はもちろん、校長先生の背広の内ポケットにだって、盗とう聴ちよう器きを仕込んでみせるよ。個人情報の収集なんて楽勝だね」

　なんか怖い事をサラリと言ってませんか、この人？

「……それで、原因は何だったの？」

「まさか、また京きよう都との優やさ男おとこが隠れてコソコソ逢あいに来てるとか、そんな下らねぇー理由じゃないだろうな？」

　だとしたら呆あきれた話だが、山やま梨なしが手をヒラヒラさせてソレを否定した。

　しかし───。

「う〜ん。それは違うけど、『男絡がらみ』って部分は正解ね」

　何ですとぉ!?

　オレと美空ちゃんは、同時にオメメを丸くした。

　美風が……男だってぇ!?

　あり得ねぇー。

　いや、マジであり得ねぇーって。

「それって、本当に………？」

「九く分ぶ九く厘りん、間違いないと思うわよ。時期的にも丁ちよう度ど、一致するし」

「時期的？」

　時期的って、なんだ？

　男絡みで時期的にって……ま、まさかアレが来なくなったとか!?

「大体何を考えているか判わかるけど、ソレは違うから安心していいわよ？」

　呆あきれたような眼まな差ざしで、山梨は言った。

　そ、そうか、違うのか……って、何でオレが安心しなけりゃならんのだ！

「？　優ゆう夜やくん、何を心配していたの？」

「訊きかない方が彼のためだね、高たか倉くら姉」

「余計な事は言わんでいい！　……で、その『男絡がらみ』ってのは、何だ？」

「悪いけど、ここから先は有料だよ？　なにせ高倉妹のプライバシーに関する、重大な問題だからね」

「うんうん。その意見には、あたしも賛成〜」

「待てやコラ。お前らが喰っている、ソレは何だ？」

　鉄板の上で、既に三分の二が消費されたお好み焼きを指さした。

「何って……これは呼び出し料金でしょ、普通？」

「そんな事も判わからないなんて……。キミは少し、社会勉強が足りてないんじゃないかい？」

　ほぅ……。なかなか面白い冗じよう談だんじゃねぇーか。

「……どうする、美み空そらちゃん。なんならコイツらの爪つめの隙すき間まに楊よう枝じでも刺し込んで、自主的に情報を喋しやべりたくなるように仕向けてみますか？」

「そ、そういうのは、ダメ………」

　慌あわてて首を振る美空ちゃん。

　やっぱりダメですか。

　まぁ、美空ちゃんの性格を考えたら、予想できる反応ではあるけれど。

「……構わないから、二人とも教えて」

　そして二人に向き直り、躊躇ためらいもなくハッキリ言い切る。

　流石さすがは双ふた子ごの片割れ……だからかどうかは知らないけど、美空ちゃんも突っ走るねぇ〜。

　オレは双子じゃないけど、兄貴なら二人居る。それもどっちかつーと目め障ざわりで、チャンスがあるならコンクリ漬づけにして、海の彼方かなたの常とこ世よの国くにに沈めたい二人の兄貴が。あいつらを助けるタメに自じ腹ばらを切るなんて、願い下げだ。むしろヒットマンを雇ってやりたいくらいだ。もっとも、あの二人を屠ほふれるようなヒットマンが、お好み焼きで雇えるかどうかは、ちと微妙なところなんだけど。

「んじゃ、決まりね。すみませ〜ん。スペシャルミックス、一玉追加で〜！」

「いやいや、ボクの分も含めて二玉だよ」

　よかったな、美風。

　お前さんのプライバシーって、お好み焼きと等価らしいぞ。

「………で、男絡みってのは、どういう意味なんだ？」

　フカシだったら、タダじゃすまねぇー。

　そういう含みを帯びた眼まな差ざしに、二人が同時に口を開く。

「町まち田だセンパイね」

「町田センパイだ」

　出てきた固有名詞も、同時かつ同じだった。

　それが口裏を合わせておいた結果かどうかは確かめようもないが、一つの答えが示された事には変わりない……のはいいとしてだ。町まち田だセンパイって、ぶっちゃけ誰？　センパイってくらいだから、三年生なんだろうけど、それだけじゃ接点が全く判わからん。

「町田センパイって、弓道部の部長さんの………？」

「うん。その町田センパイ」

　そういや美み風かぜのヤツ、弓道部だったっけ？

　弓術を学んでいるヤツが弓道部っていう、手抜きとしか思えないような捻ひねりのない設定に、思わずスッカリ忘れてましたわ。

「ちなみにどんなヤツなんだ、その町田ってヤツは？」

「どんなって……ん〜、そうねぇ〜。真ま面じ目めで誠実？　悪い噂うわさとかは訊きかないわね。勉強も出来るみたいだし。仮に弓道部の部長をやってなかったら、生徒会長でもやってそうなタイプだと思うよ」

　ほう……。

　つまり額がく縁ぶちメガネがお似合いの、ガチガチのエリートタイプってワケか。

「断っておくけど、真面目だが頭の堅いエリートってわけじゃないわよ。話の判る温和な人柄だって評判だから。その上、容姿もいいから女子の間でも人気が高いし」

　……って事は、何ですか？

　ソイツは頭もよくて人望もあって、挙あげ句くに見た目も悪くない、と？

　うわっ、ウサンクサァ〜〜。

「そういえば何人もセンパイに告白したけど、全部フラレたって話を訊いた事があるわね」

「ボクも訊いた事があるよ」

　チッ。黙ってコクってきたヤツと付き合っとけばいいものを……。

「納得がいかないって顔だね」

「………別に」

　とは言いながら、返す声が微妙に重い。

　納得がいくとか、いかないとか……そういうのじゃなくって、なんて言うか……情けないってヤツだな、うん。鍛たん錬れんにも身が入らないほど、一体何を考えているのかと思いきや、よりにもよって男ときた。コイツは充分、情けない。

　何より情けないのが、一週間も思い煩わずらっているダケで、何もしない美風の態度だ。

　そんなに気になるんだったら、とっととコクって玉ぎよく砕さいしろってんだ。

　……って、アレ？　ちょっと待てよ？

「なんかおかしくないか？　美風がソイツと知り合ったのは、ずっと前の話だろ？」

「そんなの当たり前でしょ」

「だったらなんで一週間前から、急に美風の様子が変になるんだ？」

　まさか突然、愛に目覚めたとかは言うまい。

「それはセンパイに転校の話が出たのが、一週間前だからだろうね」

「「転校……？」」

　オレと美み空そらちゃんは、声を重ねて二人を見やった。




　　　　　　　　　◇◇◇




　その日の夜、オレはいつものように闇やみに包まれた境けい内だいに立ち、一人で稽けい古こを続けていた。

　彩雲あやもさんの姿は……ない。

　あの人は気き紛まぐれだからね。必ずオレの鍛たん錬れんに付き合ってくれるのは、月曜日のみ。その日は彩雲さんが熱を入れているプロ野球チームが移動日で、試合がないからだ。

　つまり、アレだ。

　オレの鍛錬の優先順位ってのは、彩雲さん的には野球中継以下って事だ。

　………。

　ええい、ヤメだヤメ！

　あんなヤンキー崩くずれのニセ巫み女こよりも、オレには考えなけりゃーならん事が山ほどある。

　その中でも、特に優先順位の高い事項と言えばもちろん───『御雷みかずち』だ。

　オレが手しゆ裏り剣けん──『双そう蛇じや』に結び付けている糸は、市販の釣り糸とは一味違う。美風の部屋から拝借した、夢む影よう天てん心しん流りゆうで使っている特製の和製糸だ。軍の特殊部隊とかが飛び付きそうなくらい丈夫な糸で、これ一本で大人おとなを吊つり上げる事も出来るという驚きよう愕がくの一品である。

　そんな優れものの糸を、『御雷』とやらはアッサリと髪の毛みたいに切断した。

　しかもその気になったら、鋼まで寸断できるという。

　ビィィィ〜〜ン───。

「………」

　耳を打つ弓ゆみ弦づるの音色を聞き流しながら、右手に金こん色じきの『焔ほむら』を灯ともらせる。

　ソレは分厚い手袋のように指の一本一本まで覆おおい尽くしたが……だが、それダケだ。

　コイツを掌てのひらの中で圧縮して標的に直接叩たたき付け、爆発させた火か焔えんと衝しよう撃げき波はの方向を揃えてやるのが、御み火か布ふ津つ流りゆう炎えん術じゆつの代表的な炎術『華か閃せん』だ。どうもオレ達の先祖は、随分と昔から成形炸薬弾の原理に気付いていたらしい。ある意味たいしたものだとは思うけど、オレが修得したい炎術は『華閃』じゃない。『御雷』だ。

　指先から伸びる、黄金にも似た揺らめく光をジッと凝ぎよう視しする。

　精神集中なんて実戦じゃ無意味なのは、前にも言った。

　だからこの段階で、指先から光り輝く『焔』の刃やいばが形成されてないといけない。

　いけないんだけど……現実は御覧の通り。

　イカン。こいつはどうにもイカン。

　この前エラソウな事を言っておきながら、これではポルターガイストにブチ殺されるのは美み風かぜじゃなくって、このオレだ。しかも、隙すきを作って術を完成させるのが阿あ呆ほの所業なら、隙を作っても術を作れないオレは何なんだ？　もっと阿呆……ド阿呆か？

　やがて輝く『焔ほむら』はパスンと軽い音を残して、シャボン玉みたいに弾はじけて消えた。

「………はぁ〜」

　この一週間、何回同じ事を繰り返してきただろう。

　ビィィィ〜〜ン───。

　彩雲あやもさんが、これまでオレに『御雷みかずち』を見せなかった理由が、今になってよく判わかる。

　別に出し惜しみしていたワケじゃない。

　知ってしまったら、こだわり過ぎちまうんだ、この術に。

　他ほかの事なんか綺き麗れいサッパリ吹き飛んで、コイツの事ばかり考えちまう。

　おかげで他の鍛たん錬れんが、完全に疎おろそかになっています。

　つまり、それくらい魅力的なんだよ、この『御雷』って術は。

　限定された屋おく内ない戦闘を前提にするのなら、刃物の類たぐいは一般的に考えられている以上に、有効な武器だ。そして『御雷』という名の『焔』の刃やいばは、伸縮自在。しかも使用しない時は体内に収納できる上に、刃を出せる部位が腕だけとは限らない。それにその形状だって、術者の任意によって自由に変化させる事だって出来るだろう。

　ビィィィ〜〜ン───。

　炎術ってものは、そういう融ゆう通づうが利く一面があるのだ。

　全く、これほど御み火か布ふ津つ流りゆうに相応ふさわしい炎えん術じゆつも他にない。

　……いや、逆か。だから御火布津流炎術なんだろうな。

　んでもってだ、オレがこの『御雷』をマスターできれば───

　ビィィィ〜〜ン───。

　取れるかもしれん。あのオヤジの首ク級ビを!!

　父さんお肩を叩たたきましょう、とかなんとか言って近づいて、背後からバッサリとか。

　いくら地上最強の生物だろうが、首を斬きり落とされてまで動く事はないだろう。

　というか、動いたらイヤン♪

　それにしても『御雷』って名前は、やっぱり神話のタケミカズチ……。

　ビィィィ〜〜ン───。

「って、さっきからウルせぇーぞ、コラぁ！」

　思考の節々に突き刺さる弓ゆみ弦づるの音色に、思わず声を張り上げる。

　こんな夜中に境けい内だいのど真ん中で弓弦をビンビン鳴らしやがって、近所迷惑ってものを考えやがれてってんだ。……まぁ、半径百メートル以内にご近所さまは一軒もないけど、それでもやっぱり迷惑だ。他ほかの誰でもない、このオレが。いつもなら境けい内だいの奥の隅っこの方で練習しているクセに、何を今日に限ってこんな場所にいやがるんだよ、ったく。

「おい、美み風かぜ」

　短い髪を掻かきながら、美風に話し掛ける。

　んが、美風は振り返らない。

　オレの言葉が聞こえてないのか、美風は次の矢を番つがえ、満月のように弓を引き絞る。闇やみよりも深い黒こく色しよくの矢や羽ばね。銀色に輝く鏃やじりの先に自らの眼まな差ざしを重ねて宿し、夜空に浮かぶ淡い月を挑むように睨にらみ付けるその姿は……まぁ、悪くはなかった。

　悪くはないが、しかし何かが違う。

　ビィィィ〜〜ン───。

　細い指先が弓ゆみ弦づるを掻かき鳴らし、銀の軌跡が夜空に滑すべる。

　それは真まっ直すぐに月へと飛ひ翔しようし──やがて力尽きたように、ポッカリと開いた闇の口へと呑のまれて消えた。

「………」

「お〜い、美風〜」

「………」

「美風〜〜って、おい、コラぁ！　無視すんな！」

「………」

　ムカッ！

　ソッチがそのつもりなら、コッチにも考えってもんがあらぁ。

　オレはその場にしゃがみ、小石を適当に選んで手の平にセットオン。

　狙そ点てんを固定し、指先でピンっと弾はじく。

　小指の爪つめほど小さな石せき弾だんが、スキだらけの美風の後頭部に命中。

「ぎゃうん！」

　奇声を上げて、カクンと前のめりにポニーテールが揺れる。

　一瞬、何が起こったのか判わからなかったのか、慌あわててキョロキョロと周囲を見渡す始末。

　と、オレに気付き、殺気がブワリと逆立った。

「アナタねぇ！　か弱い女の子に石をぶつけるなんて、どういうつもり!?」

「はぁ？　どこにか弱い女の子が居るんですかぁ？」

「………」

「冗じよう談だん！　冗談ですからその弓を下ろしましょうよ、ね？　ね？」

　無言でオレを指向する不気味な鏃に、オレはゴクリと咽のどを鳴らした。

　これだから、冗じよう談だんの通用しないヤツはイヤなんだよ。

　彩雲あやもさんじゃないけど、後ろから飛んできた小石くらい余よ裕ゆうで見切ってみやがれ。

　……とか言うと、また無む茶ちやなって思うかも知れないけど、そうじゃない。名のある武芸者だったらデフォなんだぜ、デフォ。昭和時代まで存命していたある弓道家なんか、作法を手抜きしながら矢を射っていた弟子を、雨戸まで閉めていた寝室から一いつ喝かつしたという伝説まで持っている。人間、感覚を鍛きたえて研とぎ澄ませれば、日常レベルでそれくらいの域にまで達する事が出来るっていう、立派な証しよう左さだな。

　そんな人間と比べられても困るってんなら、美み風かぜは失格だ。

　そういう人間が実在する以上「自分には無理」は、言いワケ言いワケ。

　まして美風が隙すきだらけなのは、鍛たん錬れんに集中して周囲が見えないからじゃない。

　鍛錬に集中する事で、現実から目を背そむけようとしてたからだ。

　弓道部の町まち田だって野や郎ろうが、もう直すぐ学校からいなくなるっていう現実からな。

　だから、言ってやらねばなるまい。

「そんな事をしていたって、町田センパイは振り向いてくれないぜ？」

「───っ!?」

　瞬間、美風の面持ちに明らかな動揺が奔はしった。

　やれやれ。ホント、隙だらけですよ。

　彩雲あやもさん。アンタの妹さんは、精神面の修行がまるでなっておりません。

「な、なんでアナタがセンパイの事を知ってるのよ!?」

「さぁ〜て♪　なんでだろうねぇ〜？」

「………」

　顔はヘラヘラ、内心では脂汗をドッと噴出しながら、一、二歩思わず後ずさる。

　ここで下へ手たに刺激したら、コイツは本当に矢を射掛けかねん。ゆっくりと距離を保ちつつ、何かあったら即座に対応できる準備は完了。しっかし、話をする前に射られる危険性を考慮しなけりゃならねぇーなんて、とんでもねぇー女だね。

　こんなヤツに好意を寄せられている町田ってセンパイも、災難だ。

　ひょっとして、だから転校する事になったとか？

　有り得そうな話なダケに、嫌いやな感じだ。

「転校するんだろ？　そのセンパイって？」

「……そうよ。だから、何よ」

「だったら、弓なんか引いて現実逃避している場合じゃねぇーだろ。悩んでいるフリをしているヒマがあったら、とっととコクるなりなんなり行動したらどうなんだ」

「コ、コクるって……わ、わたしとセンパイはそんなんじゃないわよ！」

　首を真まっ赤かに染めて否定したところで、誰が信じるかってんだ。

　つーか、小学生かオノレは？

「じゃあ、なんだってんだ？」

「だから……その………センパイと……後こう輩はい………」

　蚊かのなくような声で、シドロモドロと俯うつむく美み風かぜ。




　………。

　………………。

　………………………。




　………………だぁぁぁ、ったくもう、ジレッてぇ！

　優やさ男おとこの時といい、なんでコイツは肝かん心じんな時にビビるんだよ！

「せりゃ！」

「ぎゃぁぁぁっ!?」

　むんずと美風の胸を鷲わし掴づかみした瞬間、スンゴイ悲鳴が鼓こ膜まくを叩たたいた。

　色気もへったくれもねぇー悲鳴。

　つーか、野獣の雄お叫たけび。

「って、何すんのよっ！」

　ヒュンッ！

　そして唐とう突とつに繰り出される掌しよう底てい。

　鼻骨を砕くだく一撃を、後ろに倒れるようにして軽くスウェー。

　次いで繰り出される回し蹴げりをしゃがんで回避、ペロリと袴はかまを持ち上げる。

「ひぃっ!?」

「自分を偽いつわったって、何にもなんねぇーだろうが。別に好きでもなんでもねぇーとしても、気になるんだったら何かしろってんだ」

「それはそうかもしれないけど……しれないけど………」

「しれないけど、なんだ？」

　月明かりにも眩まぶしいフトモモを眺めながら、取りあえず訊たずねる。

　うむ。こういう贅ぜい肉にくのない、されども筋すじ張ばっていない理想的な脚線には、ローレグのシマシマがとても良く似合うと思うのだが、諸君の意見は如何いかがだろうか？

「ソレと人の袴を捲めくるのと、一体どんな関係があんのよ！」

「あるわけないだろ。バカかお前は？」

　ゴツンッ！

　無言で繰り出されたヒザ蹴りが、オレの顔面を蹴飛ばした。







「うん………。話は大体判わかったけど……私は何をすればいいの？」

　青白いワンピースのパジャマの上に白いカーディガンを羽は織おった美み空そらちゃんは、眠ねむたそうに生あくびを噛かみ殺した。

「ごめん……美空姉さん」

「ん……。大丈夫………ふぁ」

　とか言いながら、相当眠たそうな美空ちゃん。

　ちなみに現在、時間は午前零時半。寝るにはちと早い、とは言わないけれど、毎朝五時には起きている美空ちゃんにとっては気の毒な時間かもしれない。でも、事が事ダケに、美み風かぜ一人じゃどうしようもないし、ましてやオレや彩雲あやもさんなんか問題外なのだ。

　───少なくとも「お菓子作り」なんてシロモノはね。

　なんでこんな事になったかというと、全すべては美風の決断の鈍さが原因だ。

　訊きいてビックリ、知ってビックリ。

　件くだんの町まち田だセンパイの転校は、明日だというのだ。つまり、想いを伝えるチャンスも明日でラスト。こんなギリギリになって、まぁ〜だグダグダ悩み続けて、なんにもできねぇーでいるなんて、本当に呆あきれたオロカ者だ。

　いい加減にしろ、てぇーの。

　しかも美風は「告白」だけは、頑がんとして首を縦たてに振らなかった。

　何でか知らねぇーけど、とにかく振ろうとしないのだ。

　自分とセンパイとは「そういうのじゃない！」の一点張り。よく判わかんねぇーんだけど、本人がそう言い張るんだから、是ぜ非ひもなし。だったら何かプレゼントを買わせようかとも思ったんだけど、相手の趣味が判らない上にこの時間だ。

　んで、あ〜だこ〜だと悩んだ末に、出した答がコレだった。

　贈り物にお菓子を包むってのは、ワリと常じよう套とう手段だし。

　それに手作りってところが「まごころ」をこめましたって感じがする──かもしれない。

　ただし──。

「な、なるべく簡単なヤツで。その、わたしでも失敗しないような………」

「ん………。難しいけど……材料と相談してみる………」

「………お願いします」

　ガチガチに硬い表情で、包ほう丁ちようを逆さか手てで握ろうとする姿を見れば、コイツの料理の腕前のほどが判るというものだ。正直、頭がいてェー。

「うん、判ってる……。なるべく簡単で……できれば油は使わない方向で……包丁も怖いし……失敗しても人体に影響の少なそうな…………あ、冷蔵庫の中を確認しないと………」

　なんか、頭痛に目め眩まいが加わってきた。

　コイツはアレだ。

　電子レンジの中に、生タマゴを入れるおマヌケさんだ。

　もしくは、塩と砂糖を間違えて入れる天然さん。

「ね、姉さん！　わたしそこまで酷ひどくないわよ！」

「………美み風かぜ」

　僅わずかに声を張り上げた美風を、美み空そらちゃんが鉛色の眼まな差ざしで凝視する。

「目玉焼きを焼こうとして、フライパンに油を引き忘れていた事に気がついて……サラダ油を丸ごと一本、コンロの上にこぼしたのは、誰？」

「あ、あれはちょっと……その、手が滑すべって………」

「………バナナフランベを作ろうとした時、火柱で天てん井じようを焦こがしたの、誰？」

「だ、だって！　彩雲あやも姉さんの飲んでいるお酒が、あんなにアルコール度の高いお酒だったなんて知らなかったから！」

「………………部屋中に小麦粉を充満させたままガスコンロを点火させて、爆発………」

　ば、爆発ですか!?

「ひ、被害は少なかったでしょ!?　ガラスと食器が割れた程度で………！」

　……前言撤回。

　コイツは電子レンジに、スプレー缶かんを放り込む危険人物だ。

　野菜サラダを作らせたら、ロダンの『地じ獄ごくの門』みたいな盛り付けに、真しん紅くの斑はん点てんまでトッピングするスプラッタさんだ。

「だ、大丈夫よ。今日は姉さんも居るし、一応、優ゆう夜やも居るし………アハ、アハハハ」

　三人居れば、初期消火も早いってか？

　どこか引きつった美風の笑みに、オレはゲンナリした。

　別に女だからって、料理が上う手まい必要はない。んが、人として最低限の尊厳を保てるくらいには、必要なスキルのような気もする。仮に将来、独り暮らしを始めたとしてだ。引っ越してから一週間も経たたない内に、台所から出火して家を焼失──なんて事になった日にゃ、恥ずかしくって迂う闊かつに外も歩けねぇー。

「あ、そうだ。リンゴ………。形がいびつで商品にならないからって、氏うじ子この果くだ物もの屋さんからサービスしてもらったリンゴがあるから、それを使ってアップルパイを作る？　作り方も、比較的に簡単な方だし……」

「アップルパイ………」

　小声で美風は呟つぶやくと、渡されたリンゴに視線を落とした。

　確かにいびつで表面に傷とか入っているけど、調理する分には問題なさそうだ。

「………うん。やってみる！」

　声を弾はずませ、美風は自分を鼓こ舞ぶするようにリンゴを握った拳こぶしを握り締めた。

　グシャ！

「あっ……」

　いや、グシャっておい……。

　果肉と汁を飛び散らせ、無残に破は砕さいしたリンゴに、オレは片手で顔を覆おおった。

　こりゃパイ作りの失敗は、約束されたようなものだな。

「んじゃ、そういう事で。後は美み空そらちゃんに任せたから───」

　ガシッ！

　一本の腕がオレの左肩を、二本の腕がオレの右腕を同時に掴つかんだ。

「あの、コレってどういう………」

「勿もち論ろん、手伝ってくれるわよね、優ゆう夜やクン？」

　ギリギリとオレの肩を、リンゴを一撃粉ふん砕さいする握力で握りながら、美み風かぜは言った。

　逃がすものかと、その殺気だった笑顔が雄弁に物語っていやがります。

　つーか、怖ッ！

「………味見とか、必要だから……一杯作ると思うし」

　で、コチラはポヨンと薄手のパジャマ越しに、柔らかいお胸でダイレクトに腕を挟はさんでくれる美空ちゃん。例え本音が「試作品」という名の「残飯処理」だと判わかっていても、思わず頷うなずいてしまいたくなるくらいの反則ワザだね♪

　ああ、もう、そういう事をされたら、動くに動けないじゃないですか。

　肩はギリギリ、腕はポヨポヨ。

　コイツはまさしく「ヘル＆ヘブン」。しかもヘブンの方が、メッチャ鮮烈！

　今、この瞬間、股こ間かんの赤せき兎と馬ばさんに呂りよ布ふさま降こう・臨りん！

「上等だ、コラァ！　小学校の頃、お山の修行でナチュラルに毒キノコで空腹を満たしたオレの胃袋をナメんなよ！　アップルパイごときガキの食いモン、何枚でも喰ってやらぁ！」

　……あははは。

　言っちゃった。言っちゃったよ、ボク。

　カタカナで書くと「イッちゃったよ、ボク」。

　フッ、コレが若さか。認めたくないものだね、若さ故の過あやまちというやつは。

「ん……。じゃあ、パイ生き地じ作りから始めるから………」

「よ、よろしくお願いします！」

「まず、バターを５ミリ角に切って、それから………」

「え、え〜〜と……」

　あたふたと危なっかしい手つきで、美風のパイ作りが始まった。

　オレはオレの若さを鎮しずめるべく、椅い子すに腰掛け二人を眺める。

　……よくよく考えてみたら、台所に入るのってコレが初めてだよな。最初にココに来た時には、家の中には絶対に入いれないとか散さん々ざん言われたけど。それが今じゃあ、当たり前のようにココに居る。何だかんだ言って、ソレだけオレって存在が、この家の中に溶け込んできたって事なんだろうな。

　寝泊りしている場所は、相変らず山の中の廃車だけど。

「だ、だめ、美み風かぜ！　冷水は一気に入れないで、ゆっくり、少しずつ………」

「こ、こう……？」

「もっとゆっくり……丁てい寧ねいに……塩と冷水を指先で混ぜ合わせてから、周囲の粉をくずして、全体的に大きく混ぜ合わせるの。……頑がん張ばって、美風……」

　頑張っても無む駄だなような気がする。

「う、うん……」

「大丈夫。愛情をこめて作れば……きっと上う手まくいくから………」

　愛情以外にも、色々な異物が混入されるに違いない。

　それも多分、致命的というか致死的な何かが……。

「……なんか今、もの凄すごく失礼な事を考えてなかった？」

「滅めつ相そうもございません♪」

　パイ生き地じを伸ばすのし棒を咽のど元もとに突き付けられ、オレは素直に両手を上げる。

　だってそうしないと、疑念に満ちた眼まな差ざしに、真実を見破られそうだから。

　真実ってのは時々、当人にとっては残ざん酷こくだからねぇ〜。

「……美風、ギスギスしたらダメ」

　諭さとすように、美み空そらちゃんが美風の手に自分の手の平を重ねた。

「お菓か子し作りの最中に、難しい顔をしたら……ダメ。ちゃんと笑顔で……」

「でもコイツが……！」

「コイツとか言っちゃ、ダメ……。今、美風がしないといけない事は、感謝の気持ちをこめて少しでも美お味いしいパイを焼く事……でしょ？　お菓子は遊び心が入った、楽しい料理なの。食べてくれた人を、幸せな気持ちにさせる料理だから……だから、自分のしなくちゃいけない事を間違えたら……ダメ」

「………」

「お菓子作りも……美風や優ゆう夜やくんの修行も、きっと一緒。苦く行ぎようじゃないんだから……楽しみながらやらないと、意味がないと思う。笑顔じゃなかったら……やっていて、つまらなかったら……きっと上じよう手ずにはならないよ？」

　いや、そういうもんでもないと思うんですけど……。

　美風もオレと同じに感じているのか、いささか困惑しているようだった。

　だって、なぁ？

　やっぱ身につけるタメには、血の吐はくような鍛たん錬れんの積み重ねは必要なワケだし、その過程は地味でつまらない場合がほとんどだし……。理想は、どこまでいってもやっぱり理想。楽らくして上達するなんて事は……やっぱり難しいっていうか、無理っぽい。そりゃまあ、意味もなく腕立て伏せ五百回とか、うさぎ跳とびで境けい内だいから麓ふもとまで続く石階段を五十往復──ってのは、確かにしんどいダケで効果は薄いだろうけど……。

　なんだかんだ言っても、基礎が大事。

　そして大抵、基礎練習ってのは退屈で単調で……早い話が面白くない。

　面白くないけど、下地の部分を徹底的に鍛えておかないと、次のステップに上がれない。

　だからどんなに退屈でも、苦く行ぎようみたいに辛つらくても、笑顔になんかになれなくても……。

　上達への道は、基礎練習の積み重ねにあるのだと思う。

　笑顔の先になんかじゃ……ない。

　少なくともオレ自身は、今までそうしてきた。

　美み風かぜもきっと、同じハズだ。

　そんな事は、口に出すまでもなく、常識だ。

　常識なんだけど……でも………。

「ね？　美風？」

　微笑ほほえむ美み空そらちゃんの瞳の色が、たおやかで……深い。

「違う………」

　その一言が、咽の喉どの奥に引っ掛かる。

　なんでだろう？




　美空ちゃんは、オレらとは違う。

　自分が吐はいた血ち反へ吐どの上に、頭から倒れて気を失った事なんて、きっとない。

　だから、所しよ詮せんはチョコレートクリームよりもたっぷり甘あまい、現実を知らない戯ざれ言ごとだ。

　──と、一笑に伏せられないのは、なんでだろう。どうしてかオレは、美空ちゃんの目を直視できないでいた。そしてこのモヤモヤとした感触は、ひょっとして後ろめたさなのか？　それは……甘えているのは、実はオレだからなのか？

　地道にやってりゃ、いずれ努力は結ばれる。

　そんな風に考えてきたオレの方が、チョコレートクリームよりも甘いのか？

　そういや彩雲あやもさんも、鍛たん錬れんを苦く行ぎようにするな、みたいな事を言っていたっけ。




　稽けい古こはガムシャラにやるな。

　その動きが有効かどうか、絶えずフィードバックして確認しろ。

　滅めつ多たやたらに数だけこなして、疲労と成果をスリ替えるのは愚ぐの骨こつ頂ちよう……。




　………。

　正直、よく判わからねぇー。

「かたまりになってきたら、生き地じを半分に切って片方の上に重ねて押して……」

「う、うん……」

「まだ生地を練ったらダメ……冷蔵庫で、冷やしてから………」

[image: ]

　再びパイ作りを始めた美み風かぜのお尻しりを、手持ち無ぶ沙さ汰たのオレが眺める。

　空色のプリーツスカートから伸びる健康的なフトモモも、ついでに眺める。

　眺めながら、少し考える。

　ホンマ、エエ〜ケツしてまんなぁ〜。

　……じゃなくってだ。

　オレが今までやってきた事の、その意味みたいなものを。

　美み空そらちゃんのお菓子作りと、オレや美風の鍛たん錬れんを同列に扱われても困る。

　そう考えるのは、実は凝り固まった固定概念が生み出す思考の死し後ご硬こう直ちよくなのか、それとも正当な拒否反応なのか、或いはそのどちらでもないのか。人間の脳ミソ……もしくは感情とか思考ってヤツは、基本的に自分の望む情報を吸収する反面、望まない情報に対しては自動的に拒絶する傾向があるらしい。バカと天才の差は、そこから発生するそうだ。

　天才は望まない情報から固定概念を打ち砕くだき、新しい発想を生み落とす。

　いわゆる「天才の閃ひらめき」ってのがソレ。

　バカはもちろん、その逆だ。

　オレは一体、どっちなんだろう。

　頭がいい方じゃないってのは、そこはかとなく自覚はしているけどね。でも一つだけハッキリしている事がある。それは今日まで、オレは苦しむ事を目的に鍛錬を積み重ねてきたワケじゃない、って事だ。そんなの当たり前だろうって言われそうだけど、今日の今日まで、そんな当たり前の事すら深く考えてこなかったのが、今のオレなんだ。

　……ん？　って事はアレか？

　オレは今日まで、何も考えずにただ苦行だけを積んできたって事ですか？

　う〜〜〜ん。

　そういう風に考えたら、オレって無む茶ちや苦く茶ちや、無む駄だに時間を過ごしてきたんだなぁ〜。

　だからオレは、いつまで経たっても進歩がなかったのかもしれないな。

　素質と才能が足りてないっていう客観的な事実は、取りあえず置いといてもだ。

「………じゃあ、生き地じを正方形にしてラップに包んで、冷蔵庫で一時間………」

「は、はい！」

「その間に、リンゴのフィリングを作る……」

　………はぁ〜。

　考えても、しょうがないか。

　しょうがないから、取りあえずリンゴの皮むきくらいは手伝っておいてやろう。美み風かぜ一人に任せたら、間違いなく自分の指を切りそうだし、美み空そらちゃんは指導に急がしそうだしな。

　ゴキゴキゴキゴキッ！

　眠ねむ気けを払うように椅い子すから立ち上がり、凝り固まった背筋を伸ばすオレの視界に、黒いシミの広がったキッチンの天てん井じようが映った。

　……手伝う前に、バケツと水も用意しておこう。

「ダ、ダメ、美風ッ！　油を直接、お鍋なべに注いじゃ………！」

「へっ？　え、ええ〜〜!?」




　念のタメに、社しや務む所しよから消火器も………。




　　　　　　　　　◇◇◇




　パイの焼ける、甘あまったるい香りが鼻び腔こうを掠かすめる。

　肺に染み込む空気すら、鉛みたいに重たく感じてしまう、甘あま酸ずっぱいリンゴの匂い。

　……マジ吐はきそう。

　今のオレ、お船で例えるなら、悶もだえ苦しむ戦せん艦かん大和やまとの気分。

　不沈であるところを豪ごう語ごしていたそのお船は、たった五枚のアップルパイをドテッ腹に喰らってアップアップ。ニッチもサッチもいかなくなって、徳とく之の島しま沖で轟ごう沈ちん。海の底で巨大な漁ぎよ礁しようとなりましたとさ。メデタシ、メデタシ。

　……全然メデタくねぇー。

　椅い子すに座るのも億おつ劫くうで、壁に背中をあずけてだらしなくも床に足を広げたオレは、辟へき易えきとした眼まな差ざしをオーブンの前に送った。より正確には、オーブンの前で石像みたいにピクリとも動かずに、パイの焼け具合を確かめている美み風かぜに。アイツも状況的にはオレと似たりよったりのクセに、まぁ〜だパイを焼く気力と体力を残していやがるとは……。

　チクショウ。なんか複雑な気分だ。

　こうなりゃ意地でも最後まで付き合ってやる──と、思う反面、素直に白旗を上げたいっていう本音が、チラホラと、ムカムカと。……それにしても、美風にここまでさせる町まち田だってセンパイってのは、何者だ？　このオレさまが、ワザワザ徹夜までしてこんな事に付き合わなければならないほどの、逸いつ材ざいなのか？

　むぅ……。なんか、ムカムカ指数が増してきた。

　ムカムカムカムカムキィィィ〜〜！

「大丈夫……今度のはきっと、上じよう手ずに焼けているから………」

　オレの横に、フワリと美み空そらちゃんが腰を降ろす。

「っていうか、既に味は問題じゃなかったり……」

「あは、あははは………」

「当分の間、リンゴなんか見るのもゴメンだ………」

「アハハ……。ちょっと、同感……」

　困ったように、苦笑いを浮かべる美空ちゃん。

　けれどもその面持ちは、見るからに憔しよう悴すいしていた。

　まぁ、無理もないか。元々、体力に恵まれている方には見えないし、普段なら十時を過ぎた頃には眠ねむっているみたいだからな。それにオレと美風に付き合って、美空ちゃんも随分とパイを食べていたし。寝不足な上に、甘あまいものの食べ過ぎというダブルパンチ。顔色が悪くなるのも、当然と言えば当然か……。

　ハァ〜。悪い事をしちまったなぁ〜。

　オレや美風に、テイスティングとかができりゃあ問題なかったんだけど、味よりとにかく量を詰め込めるように鍛きたえた胃袋じゃあ、そんな器用な真ま似ねはちと無理だ。その点、美空ちゃんのテイスティングは的確だった。煮込みが甘いとか、パイ生き地じの練りが足りないとか。だから不ま味ずいパイの問題点の発見と修正は、全部美空ちゃんの負担になってしまったのだ。

　とはいえ、美空ちゃんだってプロじゃないだろ？

　一口食べたら欠点が判わかるなんて器用な真似は、流石さすがにできない。だから判るまで何度もパイを口にしては小首を傾げ、また一口パイを齧かじる。それの繰り返しで、小食な美み空そらちゃんにとっては相当な量を食べ続けるハメになっちまったってワケ。

　それを考えたら、もっぱら人間ポリバケツに徹したオレなんか気楽なもんだ。

　……気は楽らくだけど、胃が鉛みたいに重たいのはヒミツだ。

「しかし、予想はしてたけど、結局は徹夜かよ………」

　窓から見える空の色が、ぼんやりと白い。

　いつもなら、朝の鍛たん錬れんを始めている時間だ。

「本当……どうりで………眠ねむい……」

　オレの肩に、コツンと黒い頭がもたれ掛かってきた。

　そのまま瞼まぶたを閉じれば、眠ってしまうんじゃないかって思うような横顔だった。

「無理しないで、寝た方がいいんじゃねぇーのか？」

「………うん。でも……」

　妹が気になるらしい。

　眼の下にクマを作った眼まな差ざしを、オーブンの前から離れようとしない美み風かぜに送る。

　過保護というか、心配性というか………。

「いいから寝た方がいいって。後は焼き上がるのを待つダケなんだし」

「………」

「無理して倒れたりしたら、ソッチの方が大変だ」

「ん………でも……」

「いいから寝なさい。っていうか、寝ろ」

　ちょっとダケ突き放したような口調に、美空ちゃんはピクンと肩を揺らした。

　いや、マジで寝てくれないと、心配になってくる。無理をしているのは明らかだし、それにもし倒れられたりしたら、オレが彩雲あやもさんに殺される。ここまできてのけ者扱いにするようで悪いんだけど、コレもお互いの幸せと健康のタメという事で、ね。

「……ごめんね、優ゆう夜やくん」

「謝るのは、こんな時間にまで付き合わせちまったオレと美風だ」

「………うん。でも、ありがとう」

　美空ちゃんはノロノロとした動作で立ち上がり、そのまま台所を後にした。

　その頼りない千鳥足を見るダケで、無理にでも追い出した事が正解だったと思えてくる。

　柱に頭とかぶつけなきゃいいけど。

　後、階段を踏み外すのも勘かん弁べんな。

「ありがとう、優夜……」

　と、不意に美風が、視線をオーブンに張り付かせたまま、ムスっとした声色で言った。

「……何が？」

「美み空そら姉さんのこと。多分、私が言っても、姉さん休んでくれなかったから……」

　そういうもんなのか？

　オレには正直、よく判わからねぇーけど。

　でも、一つダケ判る事もある。美み風かぜがオーブンに目線を固定させている、その理由。柄にもなく、コイツ照れてやんの。いくら表情をオレの視界から隠したところで、赤味を帯びた耳とか首を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。もっと素直になれよなぁ〜。

　折せつ角かく、ほんの少しくらいは、可愛かわいいところもあるんだから。

　もちろん、美空ちゃんと比べたら月とスッポンだけどな。

「………」

「………」

「………」

　あ〜。白く染まった東の空が目に染みる。

　徹夜なんか別に珍しい事じゃねぇーけど、今日は格別に身体からだがダルイ。

　咽むせかえるようなパイの匂い。

　オーブンに齧かじり付いたまま、ピクリとも揺れない美風のポニーテール。

「………」

「………」

「………」

　イ、イカン。会話が全然、繋つながらねぇー。

　こういう手持ち無ぶ沙さ汰たな沈黙ってのは、どうにも苦手なんだよ。

「あ、あのよぉ……」

　ウゲッ、何で裏返る寸前の声なんだ、オレ!?

　美風も訝いぶかしむような眼まな差ざしを、コッチに向けるんじゃねぇ！

「なによ？」

「………町まち田だセンパイってヤツは、どんなヤツなんだ？」

「なんでアンタが、そんな事を知りたがるのよ」

「別にいいだろ、理由なんてどうだって」

　美風は再び視線をオーブンに戻すと、小さな沈黙を挟はさんで口を開いた。

「恩人……だと思う。センパイにはそんな自覚なんてないでしょうけど、わたしにとってはそう。センパイが誘ってくれなかったら、わたしが弓道部に入る事なんてなかった」

「弓道部に入いれてくれたから、恩人ってか？　んな、大おお袈げ裟さな」

「大袈裟なんかじゃないわよ。アナタなら判るでしょ？　わたしみたいな退たい魔ま弓術を学んでいる人間が、高校の弓道部に在籍するなんて、あり得ないって……」

「そりゃあ、まぁ……」

　言われたオレは、首を捻ひねった。

　確かに妙な話だ。普通、あり得ない。

　だって一本の矢に己が心と道を求めて的まとを射る弓道と、どんな形でもいいから素早く効率的に敵を仕留める退たい魔ま弓術とは、本質的には水と油だ。「道」は「心」を、「術」は「技術」を何よりも優先するから相容れる事はなく、両者を学ぶ弊へい害がいはあっても、得るものは……ない。

　少なくとも夢む影よう天てん心しん流りゆうを学ぶ美み風かぜにとって、弓道部の時間は邪じや魔までしかないハズだ。

　逆に弓道を本気で学びたいなら、「礼」を無視する退魔弓術なんて学ぶべきじゃない。

　そんなオレの疑問を見透かしたように、美風が言う。

「わたしもね、最初はそう思ってた。自分は違うって。学校の授業も、周りのクラスメートもそう。自分は周りとは違う……違う世界に住んでいて、本当は学校になんか通っても時間がもったいないだけで、何の意味もない。そんな風に周囲と壁を作って、勝手に浮いて孤立してた」

「………」

「自うぬ惚ぼれていたのよね。わたしって」

　……まぁ、ありがちな話だ。

　既に目標があって、自分だけが知っている特殊な世界と「力」を持っている人間は、そうじゃない人間を「下らない連中」と見下すクセがある。人は誰だって、使命や目標を持って生まれてくるワケじゃない。普通に暮らしながら、自分に合ったやり方で、目標とか幸せな事とかを見つけるものなのに。

　だが、それを認めようとしない連中がいる。

　自分だけが、特別な存在だと思い上がっている連中が。

　世の中のタメに命を張っているから、ソレだけで偉いと勘かん違ちがいしている連中───。

　オレの里は、そういう連中で一杯だった。

「でも、センパイに勧誘されて………何度も何度もしつこく勧誘されて、仕方なく弓道場に顔を出して…………気が付いた時には、弓道部員にされてた」

「されてたって、お前なぁ……」

　そりゃ弓道部なんてバレーとかバスケとかメジャーなスポーツと比べたら、慢性的に部員数の少なそうなマイナー部活だろうから、新人さんの確保には並々ならぬ気迫を伴うんだろうけど……大丈夫か、コイツ？　東とう京きようとかで暮らすようになったら、インチキ商法とかのいいカモにされるんじゃねぇーのか？

「最初は迷惑だなって思ってたんだけど………一緒に弓を引いて、色々と面倒を見てもらっている内に、なんとなく判わかったの。下らないのは弓道とか学校とかなんかじゃなくって、わたし自身だったんだって……。役に立つとか立たないとか、そういう問題じゃなかった。上う手まく言葉じゃ言えないけど、きっとあの時のわたしは、自分で自分の世界をちっぽけでつまらない物にしていて、それに気付かせてくれたキッカケが………」

　町まち田だセンパイ、ってワケか。

　オレは唇くちびるの端っこを軽く結び、学校での美み風かぜの姿を脳のう裏りに描く。

　以前の美風を、オレは知らない。オレの知っている現在の美風には、クラスメートの輪に溶け込んでいて、周囲から頼りにされている優等生な姿だけだ。それはてっきり、美み空そらちゃんを中心にして、自然にそういう関係ができたんだろうと思っていた。

　けれども、違ったって事か。

　そういえばオレが初めてココに来た時の美風って、取り付く島もないって感じだったよな。ひょっとしたら一年前の美風って、アレがデフォだったのかも。そんで意地を張ってはみたものの、結局は心のどこかで友達とか仲間が欲しかったんだろう。なんだかんだ言ったところで、独りで在り続ける事に耐えられるオレみたいな孤高なハードボイルドなんて、そうそう世間には居やしないからな。

「世界が広がったら、学校も楽しくなってきた……。そんな風に思えるキッカケをくれた人が町田センパイだから、キチンとお礼が言いたいの。ありがとうございました、って」

　ズキン───。

　って、何だオイ？

　照れながら言う美風の様子に、今一瞬、胸の深い部分が疼うずかなかったか？

　おいおい。何をしょげているんだ、オレは……っていうか、しょげているのか、オレは？

　自分で自分の心にビックリだ。オレがしょげる理由なんて、どこを探したってないハズなんだけどなぁ〜。別に美風が誰とどうなろうが、オレの知った事じゃない。それともまさか、このオレが美風に……？　ハハハ、それダケはあり得ねぇーって。

　そんなハズ、ないない。

「………」

　ないハズ……なんだけどなぁ〜。

　はふぅ〜〜。

　スズメの鳴き声が、心に染みらぁ。

　やれやれ。オレは一体、どうしちまったんでしょうねぇ？




　　　　　　　　　◇◇◇




　気が付くと、世界は既にお昼休みに突入していたらしい。

　………。

「やぁ、お早う美みヶか速はや」

　正面に、ナベキュウの顔。

　最悪の目覚めだ。目覚めの気分、美み空そらちゃんのお目覚めコールの十万分の一以下。

　オレの安眠を中断しやがったムカツク笑顔に正せい拳けん突きを叩たたき込みたくなる衝しよう動どうを抑え込みつつ、でっかいあくびを噛かみ殺す。

「………だるい」

「随分と眠ねむたそうだね」

「問答無用で、眠い」

「そういえば高たか倉くら妹も随分と眠たそうだったけど、まさか徹夜で夜を共にした、なんて事はないよね？　アハハハハハ」

　なんで知ってんだ？

　それとも美み風かぜが話でもしたのか？

　まぁ、知られても困るような事じゃねぇーから、別にいいけどな。

「いや、その通りだぞ？」

「アハハハ……は？」

　不意にナベキュウの笑顔が、引きつったまま石化した。

　どうしたんだ、コイツ。病気か？

「……マジで、かい？」

「付け加えるなら、美空ちゃんとも一緒だったけどな。ったく、二人してオレを寝かせてくれないんだから、ハードな一夜だったね」

「………」

「いくら体力には自信があるとはいえ、アレはホント、きつかった」

　我ながらよくアレだけの量のパイを処分できたものだと、自分で自分を褒ほめたくなるね。

　………。

　イカン。思い出すダケで、また胸ヤケがしてきやがった。

　ちなみに美空ちゃんは、今日は結局、学校をお休み。

　眠けりゃ学校で寝ればいいのに……って、美空ちゃんの性格を考えたらそりゃ無理か。周りに迷惑を掛けるくらいなら──授業中の居眠りが、誰に迷惑を掛けるかは知らないが──家で大人おとなしく寝ていようと、そういう風に考えるタイプだからな、あの子の場合。

　まぁ、無理して倒られても困るから、美空ちゃんの判断は正しいのだろう。

「まさか高たか倉くら姉が学校を休んでいる原因は、ソレなのかい……？　高倉妹の様子が変だったのも、やっぱり同じ理由なのか？」

　美風の様子が変だって？

　そんなのずっと寝ていたオレが知るか、つーの。

　もっとも美風だって寝不足なワケだし、緊張もしているだろうから変にもなるか。

「そりゃそうだろ。美空ちゃんは体力ないし、美風も初めてだったみたいだからな。とにかく下へ手たクソで、時間……ばっかり………掛けやが……って…………？」

　……なんだ？

　なんか、教室の温度が急激に下がってきたような気が………？

「なるほど。それはそれは……」

　パチン、とナベキュウが指を鳴らした。

　ソレを合図にするかのように、周りの男子連中が静かに動き出す。

「おい、美みヶか速はや。その話、詳しく訊きかせて貰もらおうじゃないか」

「まさかお前、本当に高たか倉くら姉妹と越えてはならない──だけども越えてはみたい一線を越えてしまった、って意味じゃねぇーだろうな」

「もしそうなら、ボク達は速やかに臨時人民法廷を召集し、あらゆる法的・非法的手段を駆く使しして、この場を限りにキミから人間としての尊厳を抹まつ消しようさせる用意があるんだけど……」

「だよな、ナベキュウ」

「そもそも、高倉姉妹と同居なんかしているから、そんな間違いが起こるんだよ」

「前から一度、美ヶ速とはジックリ話し合う必要があると思っていたんだ」

「この動物め。虫かごに入れたカブトムシのツガイだって、もう少し理性を知ってるぜ」

「……ちょっと待て」

　気が付いた時には、包囲網が完成していた。

　針はりのムシロというか、全方位から発せられるドス黒いオーラは、紛まぎれもなく殺気。

　っていうか、何でオレ、包囲されているんだ？

　少し冷静になって………あ、まさかこの早とちり連中は！

「待て待て、ちょっと待て」

　何を勘かん違ちがいしているのかと思いきや、そういう事か。

　いい度胸だ。いや、本当にいい度胸だ。なんていうか、今のオレ、魑ち魅み魍もう魎りように囲まれてしまった耳なし芳ほう一いち？　頼むから昏くらく輝く炯けい々けいとした眼まな差ざしでオレを見るな。そんでもって、オレの周囲をグルグル回るな。挙あげ句くに無言で椅い子すとか机とかを持ち上げるな。

　つーか、怖ぇーよお前ら！

「殴なぐってもいいか、美ヶ速。取り敢あえず、全力で」

「俺おれは蹴けらせろ。いや、むしろ踏ませろ」

「左右の腕の関節を、それぞれ一箇所ずつ増やしてもいいか？」

「んじゃ、俺は金属バットで……」

「だったら俺はパチンコ玉を詰めた靴下で……」

「全部却きやつ下かだ！」

　好き勝手言いやがって、コイツらは〜〜！

「昨夜は美み風かぜの料理作りに徹夜で付き合った！　ソレだけだ、ソレだけ！」

　取り囲む連中にも聴きこえるように声を大にして叫び、目線で周囲を牽けん制せいする。

　どうやら三分の一は、オレの言葉に少しは納得したみたいだな。しかし、残りの連中は余計に敵てき愾がい心しんを燃やしてやがるときた。ったく、冗じよう談だんじゃない。確かに「徹夜で付き合った」って言葉はマズかった。裏を返せばオレと高たか倉くら姉妹が同居の関係である事実を、嫌いやが上にも強調しているから。が、だとしてもだ。なんでオレが美み風かぜと「一線」を越えるか、つーの。

　美み空そらちゃんとなら、話は別だけど。

　否、美空ちゃんとなら、むしろ積極的に「一線」を越えてみたい♪

　………ん？

　そういえば、さっきから美風の姿が見えねぇーな。

　さてはもう、三年の教室に移動したか？

　チッ……。なら、いつまでもココで遊んでいるワケにもいかねーか。

「どこへ行く気だ、美みヶか速はや」

「まだ話は済んでねぇーぞ」

　オレの中では、もう済んでるの。

　全く、しつこいというか、面倒くさいというか………ならば！

「あ───っ！　山やま梨なしの白いパンツが見えている！」

「！！！」

　刹せつ那な、居並ぶ野や郎ろう共の飢うえた眼まな差ざしが、ギラリと山梨に注がれた。

「へ？」

　キョトンとする山梨。

　椅い子すに座ったその短いスカートの内側に殺到する、血走った眼、眼、眼！

　その隙すきを突いて、オレの華か麗れいな脱出劇、完遂セリ───

「あたし今日、パンツ穿はいてないわよ？」




　なんですとぉ!?




「貴様らどけぇぇぇいっ！」

　約束された沃よく野やへと続く栄光の道を遮さえぎる肉の壁を、オレは超音速で蹴け散ちらした。

　そして、山梨の椅子にしがみ付く。

　膝ひざ上うえ十センチ足らずの短いスカート。

　この目線の高さからなら、オレの網膜にソレを焼き付ける事は不可能ではない。

　そして今、フトモモとスカートの挟はざ間までポッカリと口を開く神秘の大三角地帯デルタ・ゾーンへと、吾われは遂に辿たどり着かん！

　と、そんなオレを見下ろし、山梨は微笑ほほえんだ。

「なぁ〜んて、ウ・ソ♪」

　悪魔が授業料を払ってでも学びたくなるに違いない、最高の笑みだった。

「……お前なんか、嫌いだ」

「ホラ。折せつ角かく、包囲網が解けたんだから、さっさと美み風かぜの様子を見に行ってあげたら？」

　言われんでも判わかってらぁ！

　蹴けり倒たおした連中が復活する前に、スタコラさっさと廊下に飛び出す。

　瞼まぶたの裏側に、ちょっぴりショッパイ汗を滲にじませてな！

「美風のこと、よろしくねぇー♪」

　背中に届いた声に、胸の中で嘆息する。

　美風さんよ。お前って本当〜〜に、いい友達に恵まれてるわ。

　さて、三年の教室は確か上の四階だったよな。




「って、ちょっと待てよ」

　オレはピタリと、階段の一段目に足を掛けた状態で停止した。

　よく考えたら、なんでオレが美風の様子を見に行かなければならんのだ？

　これは美風自身の問題であって、ここから先はオレには無関係なハズだ。

　………。

　ま、いいか。

　オレだって徹夜までして美風に協力してやったんだ。直じかにその顛てん末まつを見届けても、バチは当たるまい。それにあの美風がそこまでしたいって思う野や郎ろうの面ツラを拝おがんでおくのも、まぁ悪くないだろうし。よし。そうと決まれば、三年の教室へと───

「向かおうと思っていたのに、お前はここで何してんだ？」

　四階の廊下の前でウロウロしている、あからさまに挙動不審なポニーテールを、オレは背後からグイっと引っ張った。すると途端に細い首がカクンと倒れ、マヌケに開いた口から「んがぁ！」っていう、色気の欠片かけらもない声が迸ほとばしる。

「って、優ゆう夜や!?　何しに来たのよ!?」

「……山やま梨なしに、お前の様子を見て来いって言われたんだよ」

　正しくは「見て来い」じゃなくって「見に行ってあげたら？」なのだが、些さ細さいな事だ。

　それより問題なのは、コイツが未いまだに大事そうに紙袋を抱えている事だな。

　ったく、昼休みが始まってから二十分以上経たっているってのに、まぁ〜だこんな所でグズグズしているとは、呆あきれた根性ナシさんめ。

「昼休みに渡すつもりだったんだろ？　グズグズしていると休み時間が終わっちまうぞ」

「言われなくたって判わかってるわよ！」

　オレの手を振り払い、唇くちびるを尖とがらせる美風。

　それで多少の踏ん切りがついたのか、肩で風を切りながら三年の教室へと進み出る。

　ただし、スタスタとじゃなくってズカズカと。

　正直、目め眩まいを起こしそうな光景だ。すれ違う上級生も、何事だろうかと振り返ってるし。あのバカは弓術とかを覚える以前に、もっと女の子らしい仕し草ぐさとかを勉強した方がいいんじゃないのか？　美み空そらちゃんていう最高のお手本が、間近に居るワケだし。アレじゃ想いを胸に秘めつつ上級生の教室に向かう少女というよりも、仇きゆう敵てきに挑戦状を叩たたき付ける武家の娘むすめだ。

「頼もうっ！」

　とか言って教室に入っていったら、容よう赦しやなく笑ってやるからな。

「………失礼しまーす」

　ちっ、面白みのねぇーヤツ。

　……あ、しまった。

　ここに突っ立っていたら、件くだんのセンパイの顔が拝おがめねぇーじゃないか。

　どうする？　今からでも美み風かぜの後を追うか？

　しかし、なんかタイミングを外してしまった感があって動き辛づらい───

「………」

　あ、美風のヤツめもう出てきやがった。

　思ったより早く……いや、違うか。手に相変わらず紙袋を抱えているところを見ると、どうやら教室にはいなかったみたいだな。出向く時とは正反対の、トボトボと肩を落とした足取りが何よりも雄弁に語っている。

「居なかったみたいだけど、どうするんだ？　食堂か？　それとも部室か？」

「………」

　美風は、しかし俯うつむいたまま頭かぶりを振った。

　食堂でも部室でもない？

　って事は、屋上とか中庭とか……ひょっとして職員室とかか？

　まぁ、何ど処こだっていいんだけど、なんで美風は突っ立っているままなんだ？

　さっさとセンパイの居る場所に行かねぇーと……あ、ひょっとして

「何処に居るのか、判わからないのか？」

「………」

　これにも無言。

　そしてゆっくりと、頭を振る。

「判ってるなら、さっさと案内しろよ」

「………もう、無理みたい」

「なんで？」

「だってセンパイ！　昼休みで学校を早退して、そのまま駅に向かっちゃったってぇ〜〜」

「………はぁ？」

　なんだ、そりゃ？

　ダァ〜〜と、今にも目幅の涙を流しそうな美み風かぜに、オレは間のヌケた声を漏もらした。

　学校を早退？　昼休みに……？

「って、なにやってんだよ、お前は!?」

「だ、だって、学校は今日までって訊きいてたから！　まさかお昼までだって意味だなんて、知らなかったんだもん！」

　アタマ痛ェー。

　肝かん心じんなところで詰めの甘あまいおバカさんだとは思っていたが、まさかここまでとは……。

　それくらい事前に調べとけよ、頼むから。

「………もう、いいわ。なんか一気に、疲れちゃった」

　前髪を垂らして、美風は言った。

　前ぜん頭とう葉ように鉛でも仕込んでいるのかと疑いたくなるくらい、ズーンと下を向きながら。

「駅に向かっちゃったんなら、もうどうしようもないし……」

　どこかホッとした心情を吐と露ろするような、サバサバとした口調で。

「……きっと、縁がなかったのよ」

　言い訳する自分を自じ嘲ちようする、小さな笑みを横顔に貼り付けて。

「なん、だと……？」

　そんな美風のフザケた態度に、何かが「ギリッ」と軋きしんだ音を奏かなでた。

　音の正体が自分の歯軋りだと気付くより早く、オレは美風の胸座を掴つかんでいた。

　周囲から突き刺さる無数の視線すら気にならないほど、胸の底でマグマみたいに煮え滾たぎった何かが、グルグルと渦うず巻まいていた。

　よく判わかんねぇー。

　よく判んねぇーけど、正体不明の感情に突き動かされるがままに、オレは美風を睨にらんだ。

「フザケてんじゃねぇーぞ、テメェーは」

　押し殺した低い声を搾しぼり出す。

「……だって、もう無理なんだもん」

　不ふ貞て腐くされたように、美風はオレから目線を外した。

　あ、ダメだ。

　今この瞬間、頭の中でブチンとキレた。

「このドアホッ！」

　声を張り上げると同時に、美風のオデコに頭パ突チきキを叩たたき込む。

　ゴツンッ！

「〜〜っ！　何すんのよ！」

　真まっ赤かになったオデコを押さえ、美み風かぜが涙目の滲にじんだ目線をオレに向けた。

「うるせぇ！　威い張ばるな！」

「威張ってなんかないでしょ！」

「威張ってねぇーなら、ここでこのまま自分を哀れんでいるってワケか？　自分は一いち途ずにセンパイを想っていました。感謝の気持ちに徹夜で慣れないパイを焼きました。けれども直前になって、渡せませんでした。自分は悪くないけれど、どうしようもない理由でスレ違いになってしまいました。ああ、自分はなんていじらしく、なんて可か哀わい想そうなヒロインなんでしょう、ってかぁ？　臆おく病びような自分に酔よいしれて、テメェー一体何様のつもりだ、このクソ女アマっ！　止めねぇーから、いっぺん死ねっ！」

「そんな事は一言も言ってないでしょ！」

「全身全霊で、言ってるようなもんなんだよ！　違うか!?　違うってんなら、とっととソイツを渡してきやがれ！」

「───っ！」

　親の仇かたきでも睨にらむように、美風の柳りゆう眉びが吊つり上がる。

　ブワリと巻き上がる殺気。

　剥むき出しの殺気が肌を焦こがし、ビリビリと空気が悲鳴にも似た軋きしみを上げる。

　だがな、言い返せないのはお前自身も判わかっているからだろ？

　誰のタメに美み空そらちゃんがあんなに頑がん張ばってくれたのか、判っているからだろ？

　判っていて、平気でその想いを無む駄だにするってんなら、オレはマジでブン殴なぐる。

　今度はパチキなんかじゃ済まさねぇー。

　拳こぶしでグーを作って、本気でブン殴る！

「電車の時間は!?」

「え……？」

「電車の時間はって訊きいてんだよ！」

　キョトンとする美風に、怒ど気きを孕はらんだ声を叩たたき付ける。

「せ、正確には判らないけど、ここの駅の電車は三十分に一本の割合だから、多分、一時二十七分の電車だと思うけど……」

　オレは腕の時計に視線を滑すべらせた。

　午後一時十三分。

　タイムリミットまで約十四分。

　バスじゃダメだ。だったらタクシーは？　いや、タクシーでも無理だ。運良く校門前でタクシーを拾えたとしても、今から十四分以内に駅の構内に滑すべり込めなんて、どう考えたって無む茶ちや苦く茶ちやだ。だからと言って、自転車なんかじゃ話にもならねぇー！

　……無理なのか？

　本当の本当に、もう無理なのか？

　コイツが予想以上に臆おく病びようだったせいで、全部が無む駄だになっちまうのか？

　沈黙の隙すき間まを流れるように風が廊下に流れ込み、美み風かぜのポニーテールが微かすかに揺れる。

「……ゴメン。悪いのは全部わたしだって判わかってる。折せつ角かく、美み空そら姉さんや優ゆう夜やまで手伝ってくれたのに、わたしがこんなに臆病だったせいで………」

「謝ってる場合じゃねぇーだろ！　お前も何か方法を考え───」

　と、その瞬間、オレの脳のう裏りに小さな光りが瞬またたいた。

　……ありました。

　多少……いや、かなり無む茶ちやな手段ではあるだろう。

　だが、逆転サヨナラ満塁ホームランをブチかます、たった一つの妙案はコレしかねぇ！

「美風！　今から三分以内に弓矢を持って駐輪場に来い！」

「え!?　な、なんで───」

「なんでもいいから言われた通りにさっさと動けっ！」

　戸惑う美風に言い聞かせ、オレは踵きびすを返すと同時に廊下を蹴けった。

　とにかく、自転車を手に入れない事には話にならねぇ！

　数段飛ばしで階段を駆かけ下り、邪じや魔まな奴やつらを突き飛ばしたい衝しよう動どうをグッと抑えつつ、玄関ホールを抜けて駐輪場へと駆かけ抜ける。手っ取り早く、頑がん丈じようそうで二人乗りの出来る自転車は……っと、フルサスの頑丈そうなのがあるじゃねぇーか。よし、コイツを借りるとするか。ちなみにこれは専門用語で言うところの「徴ちよう用よう」であって、パクリとか言うな。

　後はワイヤーロックをなんとかすれば───。

　ガチャン！

　両手でワイヤーを引っ張ってみたが、しかしロックは外れなかった。

　チッ、頑丈なワイヤーロックなんか付けやがって！

「な、なにやってのよ!?」

　背後から、目を丸くした美風の声。

　オレの言いつけ通り、手には七尺しやく三寸ずんの大弓を握っている。

　思ったより早かったのはいいが、オレの方がまだ準備中。

「見ての通りだよ、この！　引っ張っても千ち切ぎれねぇー！」

「あ、当たり前でしょ、そんなの!?

「んにゃろ！　千切るのが無理なら───」

　深淵の闇やみに意識を沈ちん降こうさせて、小さな『焔ほむら』に囁ささやきかける。

　三秒と掛からず金こん色じきの『焔』が具現化を果たし、右手から溢あふれ出す。しかし、この状態じゃ何の役にも立たないカスみたいな『焔』だ。オレの『焔』はワイヤーを融ゆう解かいさせるには、火力が全然足りてない。足りてねぇーけど……実戦レベルじゃ、何の役にも立たねぇーかも知れないけれど………そんな事は、この際問題じゃねぇーんだよ！

　噴ふき上がる憤いきどおりに、乱れに乱れたオレの心。

　が、同じ心の中で、誰かが淡々と静かな言葉を紡つむいでいる。

　──思い出せ。

　瞼まぶたを閉ざし、闇の中で耳を澄ませる。

　そうだ。あの夜、彩雲あやもさんが初めて見せてくれたあの術を。

　──思い出せ。

　揺らめく火か焔えんを凝縮した、白く輝くあの光こう刃じんを！

　パキンッ！

　刹せつ那な、指の先で高熱が弾はじけた。

「うわチっ!?」

　慌あわててワイヤーロックから指を離す。

　輪を描いていたワイヤーロックがピンと背を伸ばし、地面の上に転がった。

　それはすなわち、オレの『焔ほむら』がワイヤーを断ち切った瞬間だった。

「よっしゃぁぁぁっっ！」

「そんな、まさか………!?」

　鋭利に切断されたワイヤーロックの断面に、美み風かぜが瞳を白黒させる。

　ほんの一瞬、しかも無む茶ちや苦く茶ちや刃渡りが短かったとはいえ、オレの『焔』は確かに御み火か布ふ津つ流りゆうが誇る炎えん術じゆつ──『御雷みかずち』を形成したのだ。これが火事場のバカ力ってヤツか？　極限の憤いきどおりがオレの集中力を何倍にも引き上げ、不可能を可能にしたってか？

　んが、今はそんな事はどうだっていい！

「乗れ美風！」

「乗れって、まさか自転車で駅まで行く気なの!?」

「いいから早くしろ！」

　ここでも強引に、有無を言わせず美風を引っ張る。

　美風が後ろの荷台に腰を掛けると同時に、渾こん身しんの力でペダルを踏み抜く！

　地面を擦こする後輪から、ゴムの妬やけるニオイが微かすかに漂ただよった。

　が、次の瞬間、オレと美風を乗せた自転車は、文字通りのロケットダッシュで駐輪場を飛び出して、タイヤが擦れる耳みみ障ざわりな金切り音を残して校門を突き抜ける。おそらく自転車という概念を遙はるかに越えたスピードで、ブレーキもそこそこにハンドルを左に倒す。

「ひっ……！」

　強引に角を曲がった瞬間、背中から引きつった声が聞こえたが、取り敢あえず無視。

　後輪から継続的に響く軋きしんだ悲鳴。

　限界を超えた猛もうスピードに二人乗りだ。

　アスファルトを擦こする後輪から、真っ白な煙が噴ふき上がるのもムリはない。

「む、無む茶ちやしないでよ！」

「無茶も通せば道理が引っ込む！　いいからしっかり捕まってろ！」

　言いながら、疾しつ走そうする自転車に更なる加速を与える。

　過か酷こくな労働に対する大だい腿たい筋きんの悲鳴を無視しながら。

　ゴボウ抜きした原付の兄ちゃんの、ポカンと開いた口も当然無視。

　信号の色が何色だろうと関係ねえ。

　サドルから腰を浮かして、力一杯ペダルを踏み込む、踏み込む、踏み込む！

　長閑のどかな田園風景のド真ん中を突っ走り、山やま裾すそにそって緩ゆるやかな勾こう配ばいを描くカーブに、華か麗れいなアウト・イン・アウトを描き、目的地へ向かってまっしぐら──って、アラララ？

　ズル───！

　後輪が滑すべったぁ!?

「キャッ───」

　バランスを崩くずした自転車に、ムギュっと背中に抱きつく美風の口から悲鳴が走った。

　ヤバイ！

　このスピードでの転倒は、幾らオレでもシャレにならん！

　背中の毛穴が全開で開いたオレの視界のスミっこに、一本の電柱が横切った。

「南な無む三さんッ！」

　左手でしがみ付くようにハンドルを押さえ付け、右手に握った手しゆ裏り剣けん『双そう蛇じや』を打つ！

　シュッ！

　有線誘導の手裏剣が瞬時にして道路を渡り、電柱を絡からみ付けると同時にワイヤーを右みぎ肘ひじに絡めて強引に引っ張る。と、次の瞬間、しなやかさと摩ま擦さつ力りよくを兼ね備えた和製糸が、今にも千ち切ぎれんばかりにピンッと伸びきり、右肘の肉に容よう赦しやなく喰い込んだ。

「あぢィィィッッ！」

　摩擦で擦れる皮膚の痛みに泣きそうになりながら、けれども強引に身体からだを引き起こす。

「前ッ！」

　美み風かぜが突然、引きつった金切り声を耳元で張り上げた。

　その声は直すぐに、正面から叩たたき付けられたクラクションに掻かき消された。

　ブワァァァンッッッ！

　真まっ青さおに染まった視界のまん前に、反対路線から迫るバスが映った。

「じゃかあっしゃぁぁぁっ！」

　危あぶないのは判わかってんだから、ちったぁー静かにしやがれ！

　心の中で悪態をつくオレの真横を、ドデカイ箱型の車体が掠かすめるように通り過ぎる。

　開きっぱなしの毛穴から、冷や汗がドッと噴ふき出した。

　ったく、こんな所で死ねるか。死んでたまるかってんだ。ここで死んだら、廃車のシートに置きっ放しのＤＶＤはどうなる。ナベキューからポータブルＤＶＤプレイヤーごと借りた「お手つき女教師香か澄すみ　ヌルヌル股こ人じん指導」は!?

　きっと美み空そらちゃんが、アレを片付けるに違いない。

　オレの遺品として。

　つまりマジマジとあのパッケージを眺めるワケだ、美空ちゃんが。

　オレの遺品として！

　ああ、タイトルの「女教師」に飛び付いたオレが愚かでした。超薄消しという歌い文句に躍おどらされてしまった、オレ自身が……憎い！　でもって、そんな自分がちょっと好き。できれば一度くらいは、お手つきしたいものだと思ったり。

　つーか、むしろ───

「ちょっと優ゆう夜や！」

「……お手つきされたい」

「はぁ？」

　おおっと、危ねぇー。

　またしても脳内ワールドの断片が、危あやうく口からこぼれてしまうところだった。

「とにかく、一体何を考えてんのよ！　自殺するつもりなら、一人でやってよね！」

「アホか。何が悲しくてお前なんかと無理心中しなけりゃならねぇーんだよ！」

「じゃあ何がしたいのよ！　コッチは駅の方向じゃないでしょ!?」

　その通りだ。

　コノ道をどこまで行こうが、駅には着かない。

　元より、駅に向かったところで間に合うとは思っちゃいない。

　空でも飛べたら別なんだろうけど、生あい憎にくそこまで器用じゃないからな。

「ンナ事は判わかってる！　それよりもお前、携帯は持ってるだろ!?」

「け、携帯!?　一応、あるけど……」

「だったら今直すぐにセンパイに繋つないで伝えろ！　右側の窓を、全部開けておけってな！」

「！　ちょ、ちょっと、まさか──正気なの!?」

「もちろん正気だ！」

　オレの考えに気付いたか。

　美み風かぜの吊つり目がまん丸になっているのが、振り向かなくても判る。

「モタモタしたら、それも間に合わなくなるぞ！」

「わ、ちょっと───」

「しっかりつかまれ！」

「キャァァァ〜〜！」

　美み風かぜの悲鳴を置き去りにして、オレは再びペダルを力一杯踏み込んだ。

　山道を下る坂道は、二人乗りの自転車を破滅的なスピードにまで加速させる。

　時間は、あるのかないのか、もう手遅れなのか、それすら判わからない。判らないから、今のオレは急ぐしかないってこと。背中じゃ美風が、振り落とされまいと必死にしがみ付きながら、携帯でセンパイに連絡を取っていた。ここにきてようやく、ハラを括くくったみたいだな。それでいい。ここで何もできなかったら、どうせコイツの事だ。べらぼうに落ち込んで、自己嫌悪するのは目に見えている。

　これ以上、周りに心配なんか掛けんな、つーの。

　美み空そらちゃんにもだし、彩雲あやもさんにもそう。

　ナベキュウや山やま梨なしだって、内心ではコイツの事を心配していたはずだ。

　オレは………別に美風がどうなろうが知った事じゃないけど、コイツが落ち込んでいる姿を見てると無性にイラつく。さっき、そうだったみたいに。何でかは知らない。別に知りたくもない。でも、事実は事実だ。そしてこんな調子で三日三晩、イライラを続けたら、オレの胃袋は確実に穴が開く！

　つまり、オレの精神衛生上の問題で、美風が落ち込んでいると非常にマズイってこと。

　誰も美風のタメに自転車を走らせているんじゃねぇー。

　オレはオレ自身のタメに、自転車を走らせている。

　ただ、それダケだ！

「見えた！」

　道路と平行するように伸びる、盛り土の上の真まっ直すぐな線路。

「後ろっ！」

　そして背後から迫る、二両編成のボロっちい電車が。

「間に合った！　美風！」

　振り返り、叫ぶ。

「判ってるわよ！」

　返ってきたのは、凛りんとした瞳の輝き。

　自転車の荷台に片かた膝ひざを付き、短いスカートをはためかせながら弓を構える。

　もはやその眼まな差ざしに、微み塵じんの迷いもなかった。

　薄い唇くちびるを引き結び、ただ真っ直ぐに電車エモノを睨にらむ。

　美風の構えるその弓に、しかしいつもの糸車リールはない。有無を言わさず急せかしたから、美風は弓と矢しか持ってこなかったのだ。だから美風の一番の得意技、有線誘導矢『打うち羽は』が射れないってのは、ハッキリ言ってオレのミスだ。けれども美風は、何も言わなかった。何も言わずに一度キリのチャンスに己を預け、弓ゆみ弦づるを引き絞しぼる。

　そのプレッシャーを弾はじき返している美風の眼まな差ざしに、オレの口端が自然に弛ゆるむ。

「上等！」

　言って、タイミングを見計らい───今っ！

　ガツッ！

　前輪を縁石に乗り上げさせて、思いっきりハンドルを持ち上げる。

　──推定時速六十キロ超のスピードで。

　瞬間、凄すさまじい衝しよう撃げきの後、二人を乗せた自転車が、飛んだ。

　真横を走る電車と、並走するように、同じ高さを。

　上下にスライドするタイプの窓は、全部綺き麗れいに開いていた。その中の一つから、顔を覗のぞかせている学生が一人。コッチを向いて、盛んに何かを叫んでいる。他ほかに乗客らしい人影は見当たらないって事は、アレが町まち田だセンパイか！

　と、その姿が、ゆっくりと前方に流れてゆく。

　美み風かぜは、しかしまだ狙ねらいを定められずにいるのか、弓ゆみ弦づるから指を外さない。

「早く撃て！」

「話しかけないで！」

　吐はき捨てる美風。

　その瞬間にも少しずつ、電車と自転車との距離が開いてゆく。

　前輪が降下を開始した。

　勢いを喪そう失しつさせた自転車を置き去りにして、徐々に電車が遠ざかる。

　美風の弓は、しかし未いまだにその弦を奏かなでない。

「美風ッ！」

　ビィィィンッッ！

　叫んだその声に、弓弦の音が重なった。

　耳元でシュルリと風を切り、鏃やじりに紙袋を結んだ矢が真まっ直すぐに電車を追い掛ける。

　だが───。

「ダメだ！　角度が浅い！」

　矢を射るタイミングが遅すぎたんだ！

　あの角度じゃ電車に追い付いても、窓の隙すき間まを射い貫ぬけねぇー！

「お願い、曲がってェ！」

　刹せつ那な、クンと、包みを結んだ鏃の先が左に回頭──って、おい!?

　驚きよう愕がくに見開いた瞳の先で、物理法則を無視した弓矢が電車の車内に滑すべり込む。

「できたぁ！」

　喜き色しよくに富んだ美風の声。

　それは紛まぎれもなく、夢む影よう天てん心しん流りゆう奥おう義ぎ──『木この羽は』。

　ガシャンッ！

「うおぉぉぉっ！」

「キャァ!?」

　前輪がアスファルトに接地した瞬間、ハンドルが跳はね上がった。

　慌あわててハンドルを押さえ付ける。が、ダメだ。車体が全然、言う事を利きかねぇ。完全にバランスを失ってやがる。これじゃ転倒を先延ばししているだけで、止めるどころか目の前に迫った溜ため池を回避する事すら──って、溜め池ですとぉ!?

　ブ、ブレーキッッッ！

　正面に迫った手すりもフェンスもない溜め池に、慌ててブレーキを握り込む。

　けれども全然、間に合わない。

　次の瞬間、オレ達は──翼を持たない鳥になった。

「嘘うそぉっ!?」

　視界がグルグルと回った。

　感覚的に、多分三回転半？

　オレと自転車と、そして美み風かぜ。

　皆で仲良く、勘かん弁べんしてくれよと言いたくなるような緑色の水面に頭からダイビング。
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　ザブ〜〜ンッ！

（ごこぷんななばはぶずべでばはぁぁぁ〜〜!?）

（ごこぼのぶわがバカぁ〜〜！）

　ゴボゴボと水が暴れる音の中、美み風かぜの怒ど声せいが聴こえたような気がした。

　水は思ったよりも冷たくなかった。




　　　　　　　　　◇◇◇




　そしてオレは、いつものように夜の境けい内だいに佇たたずんでいる。

　夜を真昼に変えられるほどの『焔ほむら』を秘めた、ヤンキー巫み女こと対たい峙じしながら。

　暑いわけでもないのに、術者としての格の違いにダラダラと脂汗を滴したたり落とすオレ。対照的に、彩雲あやもさんのムカツクような涼しげな顔。……いや、違うか。アレは涼しげな顔なんかじゃない。退屈している顔なんだ。

　どっちにしても、無性にムカツク事実には変わりないか。

　ビィィィ〜〜ン───。

　そして背後から響く、弓の音。

　いつものように、美風が弓の鍛たん錬れんを積んでいる事を示す音色だ。

　そう。いつものように………ね。




　あの日から、少し時間が流れた。

　溜ため池に突っ込んだオレと美風だったけど、身体的には掠かすり傷一つなかった。まぁ、あの程度で怪け我がとかカゼを引くようなヤワな鍛きたえ方は、していないからな。もっとも、ズブ濡ぬれになった衣服はどうする事もできなかったし、自転車はドロの中に沈んじまったし、かなり情けない姿で家路につくハメになったのは計算外だったけど。

　神社に戻ったオレと美風を、しかし彩雲さんは何も追及しなかった。

　何か言いたそうではあったけど、少なくともオレには何も言ってこなかった。

　そして不気味な沈黙を抱えたまま二日が過ぎた後、美風に一通の手紙が届いた。

　差出人は、町まち田だセンパイだった。

　手紙の内容は知らない。

　知らないけど、まぁ、その日から美風は、いつもの美風に完全復活した。もっとも、復活したってのは、いつもの美風に戻ったという意味。別に何かが、進歩したワケじゃない。マグレで射れた『木この羽は』だって、本当にマグレだったみたいだしな。

　オレに対する態度も、相変わらずだ。

　ったく、あれほどの事をしてやったんだから、少しは態度を軟化させろ、つーの。




　ま、それはそれで、別にどうでもいいんだけどね。




　それよりも、オレ。

　重要なのは、オレ自身の問題。

「………フゥ〜〜」

　息を吐はき、全身から余計な力を抜き去る。

　そして顔は、春の木こ漏もれ日びのような笑顔に切り替える。

「………なんのつもりだい、そりゃ？」

　彩雲あやもさんの眉まゆが、怪け訝げんそうにピクリと動いた。

「企業秘密ッス♪」

　にこやかに応こたえるオレ。

　本当はメッチャ怖いけど、笑顔を忘れてはいけないし、愉たのしむ心も忘れてはいけない。

　だってそれがオレと美み空そらちゃんの、二人の約束だからなのさ♪

　そして右手に『焔ほむら』を灯ともす。

　光り輝く金こん色じきの剣つるぎを。

　この世でもっとも美しく、もっとも鋭利で、もっとも神秘的な絶対の光こう刃じん───。

「いでよっ、『御雷みかずち』！」

　ポスン……。

「って、アレ？」

　金色の剣は？

　もっとも神秘的な絶対の光刃さんは？

　気の抜けた白煙をたなびかせる右手には、しかしなんにも顕けん現げんしていなかった。

　……アレ？

「よく判わからないけど、来ないんだったら、コッチから行くよ！」

　行くよの「よ」を言い出す前に、既に彩雲さんは一歩目を踏み込んでいた。

「わ、待った！　タンマ！　パスーっ！」

「聞く耳持たない」

　二つの燃える拳こぶしが──ちなみに本当に燃えている──オレの身体からだに肉薄する。

　お馴な染じみのデンジャラスな炎えん術じゆつ、触れたら即爆発の『華か閃せん』の舞い。

　ガードしたって、そのガードごと爆ばく砕さいしちまう破滅の拳。

　だったら躱かわすしかっ！

　ステップを踏みながら、起爆点には絶対に触れないように注意しながら、頬ほおを焦こがす無数の拳を掌てのひらやら肘ひじやらを使っていなし、弾はじく。この距離の攻防だと、間合いもフェイントもあったもんじゃない。夜気を削けずり取るかのような連撃を、ほとんど条件反射だけで弾はじき通す──なんて器用な真ま似ねがいつまでも続くワケがなく、カス当たりに近い一撃が右肩を掠かすめた。

　ズダンッ！

　瞬間、肩が脱だつ臼きゆうしそうな激痛が奔はしった。

　上半身がフラつき、フラついたボディーに白い足た袋びが寸すん分ぶん違たがわずストマックを貫く。

「かはっ………」

　あ、足の親指で胃袋に一本拳をブチ込むなんて、よくもまぁ器用な真ま似ねを………。

　つーか、胃が破けそうなんですけど……？




　ズドォンッッッ！




　苦痛に折り曲がったオレの身体からだに、もう一発残っていた『華か閃せん』が咆ほう哮こう。

　毎度お馴な染じみの、全身が引き千ち切ぎられるような衝しよう撃げきを受けて、オレは吹き飛んだ。

　吹き飛びながら、オレは思った。

　この状況を、どう愉たのしめというのでしょうか、美み空そらちゃん？

　それともまさか、アレはオレに「Ｍ属性人間」になれという、遠回しな発言で？

　……フ、残念だけど、そいつは無理だね。

　視界の端っこでソレに気付き、ふとほくそ笑む。

　バラバラに砕くだけそうな身体にムチを打ち、最後の力を振り絞って仰あお向むけの胴体を捻ひねり、腕を広げて、目前に迫った長いポニーテールが揺れる背中にダイビングぅ〜〜！

　バキッ！

「ド派手に吹っ飛んでくる肉にく塊かいくらい、余よ裕ゆうで避けるか射い殺ころすくらいの気概を見せろ」

　ソイツはオレの顔面に、内側から突き上げるような肘ひじ打ち──『裡り門もん頂ちよう肘ちゆう』をサラリとブチ込んで、ニコリと言った。やがて重力の見えざる腕に引っ張られ、ズルズルとずり落ちるように落下して、オレは石畳だたみの上に仰向けに転がった。

「彩雲あやも姉さんの言葉を実践してみたダケだから、恨うらまないでね優ゆう夜や♪」

「うむ。見事だったよ美風。これからもその調子で精しよう進じんしな」

「は〜い♪」

「んじゃ、後はソイツを煮るなり焼くなり好きにしな。アタイはもう戻るから」

「は〜〜い♪　……さて、と。どうだったかしら、優夜？　射殺さなかった分、優しい対応だったでしょう」

　……できる事なら、避ける方向で対応して欲しかったです。

　背中で冷たい石畳の感触を味わいつつ、未いまだに笑っている美風を見上げる。

　ヤバイです。身体がピクリとも動きません。

　挙あげ句くに耳ではジンジンと、うるさいくらいに耳鳴りが響きまくってます。

　今のオレなら、おそらく赤子にだって捻ひねられるだろうな。

　と、不意にオレの真横に、美み風かぜが腰を降ろした。

「………」

「………」

　お互いに、何も喋しやべらない。

　美風はなんのつもりだか知んねぇーけど、オレは喋る体力が残ってないダケ。

　無言の隙すき間まを埋めるように風が流れ、一際大きく木々がざわめく。

　長いポニーテールが闇やみに躍おどり、甘あまい香りが微かすかに鼻び腔こうを掠かすめた。

「………ありがとう」

「………？」

　はぁ？　今、なんか言いましたか？

　耳鳴りと風の音で、ハッキリと聞き取れなかったんですけど？

「あの時は、言いそびれちゃったけど、そういう事だから」

　だから、何がそういう事なんだ？

「それじゃ、おやすみなさい」

　言い残し、どこか晴れ晴れとした笑顔で去っていく美風。

　オレは黙って──つーか、指一本動かせないまま、長いポニーテールを見送った。

　………。

　あの〜〜。どなたか起こしていただけないでしょうか？

　冷たい夜風が吹き抜ける度に、オレの身体からだから体温が奪われていくのですが……？

　空には煌こう々こうと、蒼あおい月が輝いていた。

　心の中で切せつに助けを求めるこのオレを、蒼い月がケラケラ哄わらっていた。










　　とある双子姉妹の一日







　あの頃の自分は、双ふた子ごの姉と比べても、随分と弱虫だったように思う。

　それは夏休みの出来事だった。

　きらきらと輝く青い空と、真っ白い入道雲を、今でもはっきりと覚えている。

　そして頬ほおを濡ぬらす、涙の感触も───。

（う…………うっ………ひっく………）

　名前も知らない男の子に腕を引かれながら、ただひたすらにむせび泣いていた。

　まだ少年と呼ぶのもはばかれるような、七、八歳さいくらいの男の子。

　もう大丈夫。

　もう怖くない。

　頭では理解していても、心に染み付いた恐怖に身体からだの震えが止まらない。

　こみ上げてくる涙を、止める事ができなかった。

　───もしこの男の子が助けに入ってくれなかったら、今頃どうなっていたのだろう。気を失った姉の美み空そらを背負い、泣き続ける事しかできない自分の腕を引っ張ってくれる、この男の子が居なかったら……。




　あのままずっと、泣き続けていたのだろうか？

　十年近い月日が流れても、弱虫のまま泣き続けていたのだろうか？




（………風っ）

　声が聴こえた。

　手を繋つなぐ男の子の声ではない、別の誰かの声───。

（美み風かぜ……おい、美風って………）

　声が次第に大きくなる。

　目に映る景色が揺らぎ、ぼやけ、輪りん郭かくの淵ふちがゆっくりと崩くずれだす。

　美風は焦あせった。

　男の子の顔も、声も、名前すらも、美風は思い出せなかった。

　───いや、違う。

　思い出そうとする度に、白い腕が濃霧のように音もなく視界を遮さえぎり、邪じや魔まをする。

　あれだけの印象に残る出来事を、絶対に忘れるはずがない。

　あの日の記憶へと続く扉が、必ずどこかにあるはずなのに───。

（待って！　ねぇ、待ってったら！）

　感覚の希き薄はくになった指先で、美み風かぜは男の子の指を必死に握った。

　予感があった。

　悪い予感。

　この指を離したら、この記憶を思い出す事はできないのだと。

　果たして美風の指から、男の指がするりとこぼれた。

「お願い！　待って！」

　瞬間、美風はベッドから跳はね起きる。

　そして───。

「や、お早う♪」

　バキッ！

　正面にあった優ゆう夜やの顔面に、コークスクリューパンチを全力で叩たたき込む！

「ぶべぇっ！」

　近年稀まれにみる手て応ごたえ。

　うずを巻く螺ら旋せんの衝しよう撃げきに、優ゆう夜やの身体からだがキリモミ状に宙を舞う。

「──って、あ、あれ？」

　美風は握った拳こぶしに視線を落とし、瞳を何度もパチクリさせた。




　　　　　　　　　◇◇◇




　その日の日曜日、日に本ほん列島は全国的な快晴に恵まれていた。

　梅つ雨ゆの合間に差し込む控えめな日差しが、山間に抱かれた比ひ布ぶ瀬せの町を優しく包み、気温は少し肌寒いものの外へ出掛けるにはもってこいの天気だった。

　───が、ここ明あき羽ば神社の母おも屋やでは、局所的な低気圧が停滞していた。

「何が悲しくて、起こしてやったお礼に殴なぐられなきゃならんのだ？」

　居間の卓袱ちやぶ台だいに頬ほお杖づえを付いた優夜が、低い声で不満そうに呟つぶやく。その左頬には、美風が殴なぐったゲンコツの痕あとが、クッキリと浮かんでいる。これで怒るなというのも、確かに酷こくな要求かもしれない。しかし、美風には美風の言い分があるのだ。

「乙おと女めの部屋に忍び込んできた事に対する、当然の報いよ」

　温めたミルクを満たしたマグカップを口元に寄せて、美風はツンと唇くちびるを尖とがらせた。

　居間に立ち込めるホットミルクの甘あまい香りに反比例するかのように、美風の口調は辛から口くちだった。そもそも乙女の部屋──それも眠ねむっている──に、遠慮もなく勝手に入ってきた優夜が悪いのだ。これはもう、殴られたって当然である。

　否、むしろ殴なぐり足りない。

「誰が乙おと女めだ。つーかお前、もし起こしに来たのがオレじゃなくって美み空そらちゃんだったら、どうするつもりだったんだ」

「心配ご無用。わたしが美空姉さんを間違って殴るだなんて、絶対にありえないから」

「どうだかな。相手も確認せずに、脊せき髄ずい反射で殴っているクセに」

「相手がアナタだったから脊髄反射で殴ったのよ！」

　美み風かぜは柳りゆう眉びを逆立て、卓袱ちやぶ台だいに拳こぶしをメリ込ませた。

　温めたミルクには尖とがった神経をなだめる効能があるらしいが、このフツフツとこみ上げてくる感情の前には、無力なようだ。全く、なんという破は廉れん恥ちな行為だろう。こんな最低なヤツに寝顔を見られてしまったのだ。それを考えると、怒りと羞しゆう恥ち心しんと自分自身への不ふ甲が斐いなさがドロドロに混じり合い、顔が耳まで熱くなってくる。

　そもそも、女の子の部屋に勝手に入ってくる、その無神経さが赦ゆるせない。

　おまけに口は悪いし、バカで軽薄、何よりスケベ。

　脳みその中身はセクハラと、スカートの中身ばかり考えているような最低人間だ。

　挙あげ句くにこのバカは、美みヶか速はや家の人間なのである。あの美ヶ速でありながら、炎えん術じゆつの才が全くないとは拍子抜けだが、とにかく優ゆう夜やが憎き御み火か速はや霊ひ流りゆう宗そう家けの間かん者じやであるという事実にいささかの変わりはない。それなのに彩雲あやもはともかく、美空は優夜に甘あますぎる。この男は今に絶対、何かとんでもない事をしでかすに違いないのに……！

「今度、わたしの部屋に忍び込んだら、絶対に赦ゆるさないからね」

　視線でクギを刺し、美風は少しぬるくなったカップの中身を飲み干した。

「ケッ。そういう台詞せりふは、見られたら困るような下着でも付けてから言いやがれ」

「───っ!?　み、見たのっ!?」

　美風は危うく、ミルクを噴ふき出しそうになった。

「見たっていうか、見せただろ、アレは。見られるのがイヤなら寝ね相ぞうを直せ」

　言われて、起き抜けの自分の格好を思い出す。

　別に下着姿や、ましてや裸で寝ていたワケではない。

　が、ボタンが外れ、着崩くずれを起こしていたような気がする。

　いや、気がするではない。それはもう、豪ごう快かいに着崩れを起こしていた。特に右肩から胸元にかけて、激しくズリ落ちたパジャマからは、これでもかというくらいに素肌が露出していたはずだ。それはつまり、アレだ。肩のヒモは言うに及ばず、片側のカップの大部分も仲良く一緒に露出していたという事であり───。

「つーか、お前のサイズなら、寝る時に着けなくても型崩れはしなガッ！」

　ガコンッ！

　問答無用で、美風は優夜の顔面にマグカップを叩たたきつけた。

　ワリと本気でぶつけたにも関わらず、優ゆう夜やは直すぐに起き上がる。

「なにすんだ、テメェー！」

「うるさいっ！　いっぺん死になさい、このスケベ！　ヘンタイ！」

「だからってマグカップを投げるか、普通!?　っていうか、オレがオレでなかったら、今のはマジであの世行きの一撃だったじゃねぇーか!?」

「フンっ。だからどうしたってのよ。それにこの前は余よ裕ゆうで避けてくれたから、もちろん今回も避けてくれると思ってたんだけど？　ひょっとして、腕が鈍った？　あっ、それともわたしの腕が上がったのかしらぁ〜？」

「こ、このアマァ〜〜！」

　冷ややかな流し目を送ると、優夜の奥歯がギリギリと軋きしんだ音色を響かせた。

　古びた卓袱ちやぶ台だいを挟はさんでぶつかり合う眼まな差ざしが、激しい火花を四方に散らす。

　それは川かわ中なか島じまを挟んだ上うえ杉すぎ謙けん信しんと武たけ田だ信しん玄げんのようであり、上うえ野のに陣じん取どった彰しよう義ぎ隊たいと明めい治じ新政府軍のようであり、もしくはカリブ海を挟んだアメリカとキューバのようだった。どちらにしても、第三者にはいい迷惑には違いない。もしも、動けない卓袱台に口がきけたなら、「ホンマ頼むから、向こう行ってやってぇーな」とでもぼやいただろう。

　そんな一触即発の空気の中、おっとりとした声が二人をたしなめるように響いた。

「はい。二人とも、そこまで……。まったく、もう………」

　声の主に、美風は視線を動かした。

　居間の奥の台所で、丈たけの長いワンピースの上に割かつ烹ぽう着ぎを隙すきなく着こなした美み空そらが、困ったように頬ほおに手を当てながら佇たたずんでいた。美空は少しタレた黒い瞳を困ったように揺らし、頬を微かすかにむくませている。美風と優夜のケンカといえば、場所が家だろうと学校だろうと日常茶さ飯はん事じ的に展開されているが、だからといってソレを見過ごすつもりは彼女にはないらしい。

　美空は美風を、お灸きゆうを据すえるような眼差しでジッと見据えた。

「美風。食器は、人に向かって投げるものじゃない……」

「でも、コイツが……！」

　反論しようとして、美風は言葉を詰まらせる。

　さほど鋭さも威圧感もない眼差しを、しかし美風は苦にが手てだった。

「美風……」

「うっ……。ごめんなさい」

「うん……。それから、美風を起こしてって頼んだのは私だから……。寝ている女の子の部屋に、優夜くんを入らせたのは確かに不注意だったと思う……。でも、悪いのは優夜くんじゃなくって頼んだ私と……起きてこない美風の二人。……判わかった？」

　判ったというより、それはそういう事にしなさいという御通達。

　つまり、この話題はこれで終了ということ。

「はぁ……。お気に入りのマグカップだったのに、欠けちゃったじゃない」

　マグカップに入ったヒビを指先で確かめるようになぞりながら、美み風かぜは嘆息した。

　そもそも美風は、優ゆう夜やが家の中に入ってくる事を赦ゆるした覚えはなかった。

　それが先日の町まち田だセンパイの一件以来というもの、いつの間にかなし崩くずし的に家の中を闊かつ歩ぽしている。これは由ゆ々ゆしき事態ではないのだろうか。だから今朝みたいな間違いも起こってしまうのだ。気が付かない内に、優夜が家の中に居るのが当たり前になってしまって、美み空そらもついつい気が弛ゆるんでしまったに違いない。全く、困ったものである。

　もっとも、気が弛んでいるのは自分も同じかもしれない。

　ここ最近の自分を省みると、不本意ながら幾度となく優夜にカリを作っている。

　センパイの件もそうだし、京きよう都と行きの件だってそうだ。

　助けを借りるつもりなんてなかったのに、結果として助けを借りていた。

（ま、スケベなのは疑いないけど、それダケってワケでもないのよね……。炎えん術じゆつは使えないけど、軟弱ってワケでもないし……むしろ、体術の方はワリと使えるのよね。あ、でも今は少しなら、炎術も使えるんだっけ……？　それに直すぐに逃げ出すと思ってたけど、彩雲あやも姉さんの鍛たん錬れんにも耐え続けているし………）

　ひとつひとつ挙げながら、横目でチラチラと優夜の様子を覗うかがってみる。

　優夜はニヤニヤと鼻の下を伸ばしながら、美空の動きを目線で追っていた。

　つまり、コチラは「眼中の外」という事であり──美風はムスっと唇くちびるを尖とがらせた。

　せっかく褒ほめてみようと思ったら、コレだ。

　いつもいつも美空ばっかり愛あい想そを振って、コッチの事など見ようともしない。

（って、べ、別に見て欲しいワケでも、相手をして欲しいワケでもないんだから！）

　美風は慌あわてて首を振り、その不愉快な考えを思考から追い払う。

　それでもなんというか、目の前で美空ばかりを追われると、自分が同じ女性として劣っているような気分になってくる。美空と張り合う理由などないのに、ついつい姉とのスタイルや家庭的な特技の有無の差が気になり、どんよりとした鉛色の空気を胸に感じてしまう。

　確かに美空は優しくて何事にも控えめで、料理も得意。同性から見ても「女らしい」と美風は思っている。故に美空は自慢の姉なのだ。美空は美風にとっての憧れであり、大切な宝物のような存在でもある。そして美空を護まもる騎士ナイトの役目を美風は自任していたし、誇りにも感じている──ハズなのに、今日は微妙に不愉快だった。

（これはきっと……優夜が姉さんを、わたしから取り上げようとしているからだわ。きっとそうに違いないわ。うんうん）

　フラフラと定まらない自分の心を、無理やり接着剤で固めるように美風は結論付けた。

　つじつまが合っているとかいないとかは、もはや問題ではない。

　ただ単純に「悪いのは優夜！」という図式が欲しかったダケだ。

「ねぇ、美み風かぜ……。一度、デートでもしてみたら……？」

「……はぁ？」

　だから唐とう突とつな美み空そらの提案が、何を意味しているのかサッパリ判わからなかった。

　美風が瞳をパチクリさせると、美空はもう一度、言った。

「……だから、デートでもしてみたら？」

「えっと……誰と誰が？」

　嫌いやな予感にそこはかとない寒さむ気けを感じつつ、美風は訊たずねる。

「美風と、優ゆう夜やくんが……」

　美空はニコリと、ある意味凶きよう悪あくな笑顔で告げた。

　嫌な予感、的中───。

　軽い目め眩まいに、美風はしかめた眉み間けんを指先で押さえる。

「なんでわたしが、コイツと、デートを……？」

「えっとね、新聞屋さんから映画のチケットを貰もらったの。だから……」

「そういう問題じゃなくって！　デートをする理由がないって言ってるの！」

「そんな事、ないと思うけど？」

　不思議そうに、美空は小首を傾げる。

「だって美風、優夜くんにはもう何度もお世話になっているでしょ……？　例えば……京きよう都とに戻らないで済んだのは、誰のおかげ？　それにこの前の町まち田だセンパイの件だって……」

「うっ……それは、その……」

「美風はそのお礼……。それから……優夜くんは、美風と仲良くなる練習……」

「や、オレは別に、練習してまでコイツと仲良くなりたかねぇーし」

　優夜の言葉に美風も頷うなずく。

　この件に関する限り、美風は優夜と同意見だった。

「ダメ……。二人とも……もっと仲良くならないと……ね？」

「いや『ね？』って言われてもなぁ〜」

「そ、そうよ。いきなりデートをしろって言われても、色々と困るわよ……」

　何が困るのかは自分でも判らないが、とにかく困るのだ。

「とにかく、わたしはイヤ。大地が引っくり返っても、絶対にイヤ。何が悲しくてこんなヤツと、世界の中心で愛を叫ぶような関係にならなきゃいけないのよ！」

　美風は内心の動揺を隠すように鼻を鳴らすと、二人から視線を背そむけた。

「……どうしても嫌？」

「イヤ！」

「……絶対に？」

「絶対にイヤ！」

「………そう。判わかった」

　そう言って、美み空そらがくるりと背中を向ける。

「……だったら私が、優ゆう夜やくんとデートするから」

「はいはい。そうしてちょうだ───」

　瞬間、美み風かぜの舌と思考が、液体窒素を浴びたバナナのごとく氷結した。

　───今、このお姉さまはなんと仰おつしやいましたか？

　頭ず蓋がい骨こつの内側でアナログな磁気テープをキュルキュル巻き戻し、今の発言をもう一度再生。

　デートをする？

　誰と誰が？

　美空姉さんと……この優ば夜かがぁ!?

「ちょ、ちょっと姉さん!?　コレとデートするって、本気っ!?」

「うん……本気。それから美風。優夜くんをコレとか言っちゃダメ」

「そ、そういう問題じゃなくって判ってるの美空姉さん!?　コイツとデートするのよっ!?」

「うん……判ってる。それから美風。優夜くんをコイツとか言うのもダメ」

「だからそういう問題じゃなくって！　映画とか行くのよ!?　薄暗い密室に入るのよ!?　オスのカブトムシしか入っていない虫かごに自分から入るようなものだわ！　危険過ぎる！」

「つーか、誰がカブトムシだ、おい」

「あんたは黙ってなさい！」

「優夜くん、そんなに悪い人じゃないもん……。それに私だって、階段の一件では優夜くんに助けてもらっているけど、まだちゃんとお礼をしてないし……」

「そ、その件だって元を正せば、悪ふざけした優夜に責任が───」

「例えそうでも……優夜くんが身を張って助けてくれた事実には、変わりはない……。だから助けてくれた事に感謝しているし……それに………嬉うれしかったから……」

　小声で言って美空は俯うつむき、頬ほおをさくら色に染め上げた。

　不ふ覚かくにも美風は、そんな美空をカワイイと感じてしまった。

　もしも自分が男だったら、そのままお持ち帰りしたくなるくらいに。

「……あっ、でも私って、あまりお喋しやべりするのは得意じゃないし、こういう事ってすごく疎うといと思うの……。だから一緒に居ても退屈で、全然楽しくないかもしれないけれど……それでも嫌いやじゃなかったら……優夜くん。私とデート……してくれる……？」

　おずおずとした、丁てい寧ねいな口調。

　結んだ拳こぶしを唇くちびるに当て、あくまでも控えめな眼まな差ざしで優夜の反応を覗うかがう美空。

　当然、優夜の答えといえば───。

「もちろんオッケーッ！」

　パクパクと酸欠の金魚のように口を動かす美風を尻しり目めに、グッと親指を突き出す。

　美み風かぜの時とは、エライ違いである。

「ア、アアアナタねぇ！　なにアッサリＯＫしてんのよ!?」

「や、だって断る理由なんてないし」

　目を剥むく美風に、優ゆう夜やはしれっとした口調で言い切った。

「コ、コイツは〜〜！」

　美風はギュッと拳こぶしを握った。

　もちろん美風は、優夜とデートをしたいワケではない。

　───ハズなのだが、何な故ぜだか無性〜〜に腹が立つ。

「美風は、わたしと優夜くんがデートしたら、困る理由があるの……？」

「あ、あるわけないでしょ、そんなもの！」

　不意に指摘され、美風は引っくり返る寸前の声で力一杯否定した。

　実際、そんなものがあるワケがなかった。

　そもそも優夜が美み空そらとデートをしたら困るだなんて、それではまるで自分が嫉しつ妬としていると宣言しているようなものではないか。それはすなわち、優夜に対して自分が特別な感情を抱いているという事であり──とにかく絶対、それはあり得ないのだ。

「そう……。それじゃあ優夜くん、準備をするから少し待って……あ、ちょっと待って」

　一いつ旦たん、美空は言葉を区切り───、

「せっかくのデートだから……駅の前で待ち合わせ……ね？」

　と、やる気まんまんである。

　顔を上気させてはにかむ美空に、美風は心底、自らを呪のろった。




　　　　　　　　　◇◇◇




　比ひ布ぶ瀬せの町は、駅前だけはそれなりに開発が進んでいる。

　新築のマンションと一緒に、小こ奇ぎ麗れいなショッピングモールや大型商業施設、小さな映画館も佇たたずんでいる。そのために週末ともなれば、多くの親子連れの姿で賑にぎわう。

　もちろん、二人連れの若い男女の姿も多い。

　そんな中に、一ひと際きわ目を引く一組のカップルの姿がある。

　優夜と美空の二人だ。

（クっ……。これは一体、どういう事なの……！）

　二人の背後を尾行しながら、美風はひとり、拳を握った。

　優夜は──ハッキリ言って、コレはどうでもいい。

　特に人目を惹ひくような顔立ちでもないし、着ている服もありふれた黒系のジャケットにジーンズだ。ちなみにピアスやネックレス等の装そう飾しよく品の類たぐいは、一切身に着けていない。本人に言わせると「気休めにもならねぇー装そう身しん具ぐを身に着けて、なんでワザワザ弱点を増やさないとならねぇーんだ？」と、いう事らしい。

　ネックレスは引っ張られると首が絞まるし、ピアスは引っ掛けられると耳が千ち切ぎれる。

　こんな風に優ゆう夜やは、装そう飾しよく品の価値を美的な面からではなく、ワケの判わからない実用的な側面から不要と断じているのだ。まぁ、この程度の美的センスしかない男だから、放っておいてもコレに興味を抱くような物好きなど、旧きゆう石せつ器き時代まで遡さかのぼっても存在しないだろう。

　と、思っていたのだが、ごくごく身近に石器時代を上回る物好きが存在したのだ。

　しかも、その少女の美的センスは、ナチュラルにハイレベルだった。

　ワンピースの上に割かつ烹ぽう着ぎという、朝の地味な衣装はどこへやら。

　淡いさくら色のカーディガンは、背中に流れる漆しつ黒こくの髪との間に見事なコントラストを生み出し、清涼感にあふれた膝ひざ丈たけの白いスカートからのぞくふくらはぎなどは、思わず生なま唾つばを呑のみ込んでしまうほど艶なまめかしい。しかも、しかもである。普段なら滅めつ多たにしない化け粧しようを、ごくごく薄くほどこして、初うい々ういしさと可か憐れんさとを普段の数十倍にも跳はね上げているではないか！
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（なんなのよ、美み空そら姉さんのこの気合の入れようは〜〜）

　ワケも判らず、美風は頭がパニックになる寸前だった。

　こんな美空を、美風は未いまだかつて一度も見た事がない。

　これで振り向かない異性はいない。

　比ひ喩ゆ的な表現ではなく、本当にいないのだ。

　微び風ふうがスカートの裾すそを上品に揺らし、指に絡からめた黒髪から光の粒が滑すべり落ちると、それだけで周囲からのため息が聞こえてくるのだ。男も女も関係ない。中には自分のデートの相手も忘れて見入ってしまい、カノジョに肘ひじで突かれているカレシも居るくらいだ。そんな美み空そらの隣を歩いている優ゆう夜やといえば、パッとしないとまでは言わないでも、希少価値を主張できるほどの美男子ではない。それ故に周囲の男共の怨えん嗟さのオーラといったら、上昇気流を捲まき起こし、地表を嘗なめ尽くす巨大竜たつ巻まきでも発生させようかという密度だった。

「……なんだか妙に視線を感じるけど……私、どこか変？」

　戸惑うように、美空が優夜に訊たずねる。

　まるで狙ねらった仕し草ぐさのように、不安げに結んだ手の平を口元に当てながら。

「い〜や、全然。多分、気のせいなんじゃないの？」

　と、コチラは全すべてを承知の上で、ニヤニヤと笑みを浮かべて優夜が言う。

　せめて横を歩く優夜がどぎまぎして、カクカクと手足を同時に動かしているのなら、美み風かぜも少しは余よ裕ゆうを感じる事ができただろう。目線が合う度に、お互いに顔を真まっ赤かに爆発させようものなら、柱の影で声を殺して忍び笑いを噛かみしめていたに違いない。

　ところが優夜は、美空の隣に自分が存在している事をさも当然といった面持ちで、嫉しつ妬とと羨せん望ぼうが渦うず巻まく街頭のど真ん中を、平然として歩いていた。

　それは無言で「コレはオレの彼女だから、周りの皆さん散った散った」と言っているようにも見えた。あくまでも自然体で、妹の自分ですら見み惚とれてしまいそうな姉の隣を、誰に譲る事なくキープしている。

　そうする事が、まるで当たり前であるかのように。

　ひょっとしたら自分は、何かとんでもない過あやまちを犯したのかもしれない。

　まさか美空が優夜に「本気」とは思わないが、このデートを楽しんでいる雰囲気だけは、間違いなく本物だ。この調子でデートが進めば、無菌室の中で育ったユリのように純粋な美空である。雰囲気に流され、間違いを「本気」と錯覚しないと誰が言い切れるだろう？

　美風は無意識の内に、街灯を握った。

　と、次の瞬間、美風の指がメキメキと音を立てて街灯に喰い込み、近くを歩いていた通行人の口から「ひぃっ」という短い悲鳴が漏もれた。

「なんとしても、阻そ止ししなくっちゃ……」

　これは──そう。姉の身を案じての事だ。

　やや黒っぽい使命感に彩られた炎ほのおをバックに背負って、美風は二人の後を追った。

　まずは映画だ。

　この街で映画を観みるなら、駅前にある小さな映画館しかない。

　しばらく尾び行こうを続けると、二人は予想通りに駅前の映画館へと入って行った。

　二人が完全に建物の中に消えた事を確認して、美み風かぜは切符売り場へ移動する。チケットを買おうとして──ハタと美風は足を止めた。上映中のタイトルは三本。子供向けのアニメと、ハリウッド製のラブロマンスものと、よく判わからないＳＦアクションっぽい作品───。

　二人は一体、どの映画を観みるつもりなのだろうか？

　普通に考えるなら、デートの王道ラブロマンスだろう。

　が、美み空そらはともかく、優ゆう夜やがソレを善しとするだろうか？

　美空の事だ。自分の観たい作品よりも、優夜の意見を尊重するのは目に見えている。だったら恋愛映画はパスして、むしろＳＦアクションの方が本命かもしれない。それとも意表をついて子供向けアニメ……は、ないと思うのだけれども、絶対にないとは言い切れない。

「ん〜〜」

　首を捻ひねり、美風はサイフの中に視線を落とす。

　しばし黙考。

　やがて「ポスン」とサイフを閉じる。

「ま、まぁ、アレよね。中に入ったらハチ合わせする危険もあるし、他ほかの人の目もあるからそんなにハメも外す事もないだろうし、それに映画館の出入り口は一箇所なんだから、ココで見張っていれば見失う事もないよね。うん」

　誰かに言い訳するように呟つぶやき、回れ右。

　取りあえず、看板の裏へと身をひそませる。

　看板の陰と一体化した美風は、フフフと薄い笑みを唇くちびるに浮かべた。

　こういう一箇所に止まる持久戦こそ、弓使いたる夢む影よう天てん心しん流りゆうの真しん骨こつ頂ちよう。必要があるなら雨が降ろうが雪が降ろうが、三日三晩くらい平気で待ち伏せを続けられる。それくらいの事は、京きよう都とでの鍛たん錬れんで修得済みだ。まぁ、あまり女子高生らしくないスキルのような気がしないでもないが、こういう事は深く考えてはいけない。むしろ前向きに、こういう時こそ活用できる貴重な能力であると、言い聞かせるのが肝かん要ようなのである──多分。

　しかし───。

　二十分が過ぎ、四十分が過ぎ、やがて一時間が過ぎた。

　どんな映画を観ているかは判らないが、そろそろストーリーも後半に差し掛かり、急激な展開で観客を愉たのしませている辺りだ。もしもラブロマンスものなら……ひょっとしたら、アレやコレやのシーンの真っ最中かもしれない。

（でも、そういうシーンをカップルで観るのって、どうなんだろう？）

　美風はふと、首を捻ひねった。

　気まずくなったりはしないのだろうか？

　それとも生なま唾つばで喉のどを鳴らしつつ、スクリーンの描写を注視している内に、お互いにそういう雰囲気になってくるものなのだろうか？

　ＴＶ放送をひとりで観みる時は、気恥ずかしさの中にも好奇心が同居して、ついつい視線がクギ付けになってしまう美み風かぜだったが、なにしろ経験がないから判わからない。自分だったら絶対に恥ずかしくなって、スクリーンを直視できない──と、思うのだけれども、あるいはそういった羞しゆう恥ち心しんを味わうのも、この手の映画の楽しみ方なのかもしれない。

　いやいや、自分の事はこの際どうでもいい。

　今、問題にすべきは美み空そらである。

（美空姉さん、大丈夫なのかなぁ………）

　顔を茹ゆでダコにした美空の様子が、目に浮かぶようだった。

　あの姉に限って、そういった方面に耐性があるとは思えない。

　そこを優ゆう夜やにつけ込まれたりしたら、果たして姉は無事でいられるのだろうか？

　一度染み出した不安のシミは、スポンジに落としたインクのように瞬またたく間に美風の心に広がって、黒々とした疑念を次々と浮かばせた。考えれば考えるほど、二人の様子が心配になってくる美風だった。サイフの中身なんか気にしないで、中に入るべきだったかもしれない。

　いや、きっと入るべきだったのだ！

「うぅ〜〜」

　美風は看板から離れ、チケット売り場の前をウロウロと歩き始めた。

　普段なら雑念に意識を乱す事などないのだが、今日に限っては集中力を維持するのがどうにも難しかった。と、いうよりも、集中力を維持するために、思考の中心に固定しなければならない事柄が、他ほかならぬあの二人なのである。特に優夜。アイツが悪い。アレが姉の横で大人おとなしく映画を鑑賞するようなタイプなら、誰もこんなに苦労はしない。

　それに美空も悪い。優夜に対して無防備すぎる。

　他ほかの男性には苦手意識でもあるらしく、クラスメートの男子にすら必要以上に近付こうとはしないのに、何な故ぜか優夜にダケは完全にオープン。コンビニなみに出入り自由。どんなに接近されようがお構いなし。一緒に暮らすようになってからまだ一ヶ月そこそこなのに、まるで昔から知っている幼おさな馴な染じみのように、自然な感覚で接しているようにしか見えない。

　毎日のお弁当や、勉強を見たり、色々と世話を焼いたり、挙あげ句くに今日はデートときた。

　この距離関係の近さこそが、美風を不安にさせるのだ。

　館内が満員ならともかく、もしも人ひと気けがなかったら危険かもしれない。

　スクリーンに映し出されたハリウッド俳優の濃のう厚こうなキスシーン。

　最新のデジタルサウンドで響く、麻薬のように甘あまく熱い息遣い。

　そして絶妙のＢＧＭ───。

　モラルと思考を麻ま痺ひさせる薄い闇やみの中、もしも飲み物を取ろうとしたその手が、優夜の指先にぶつかったりしたら……。いや、触れるくらいならまだ構わない。しかし、そのまま優夜が手を握ってきたら……。あまつさえ、美空からも軽く握り返してしまったその時は………！

（ダ、ダメよ姉さん!?　その手を早く解ほどいて！）

　心の中で悲鳴を叫び、美み風かぜは顔を青ざめさせた。

　握ってきた手を握り返すなど、泥どろ棒ぼうを玄関に上がらせるようなものだ。

　手の次はきっと肩だ。肩を抱き寄せようとするに違いない。

　肩を抱き寄せ、顔を近づけ、抵抗もできない美み空そらの唇くちびるを無理矢理───。

（逃げて姉さん！　ダメよ、そんなところで！）

　ガシ、ガシ、ガシッ！

　美風は看板の側そばに戻ると、悶もん々もんとその足を蹴け飛とばしはじめた。

（あ、コラ優ゆう夜や！　どさくさに紛まぎれて、どこを触ろうとしてるのよ!?）

　ガシ、ガシ、ガシッ！

　そんな美風を多くの通行人がじろじろと眺め、過ぎ去ってゆく。

「ママァ〜。あのお姉ちゃん、看板を蹴飛ばしてるよ〜？」

「しっ。女の子には、時々ああなってしまう特別な事情があるの。判わかった？」

「全然わかんな〜い。特別な事情って、なぁ〜に〜？」

「ミっちゃん？　ミっちゃんはあのお姉ちゃんくらいの歳としになっても、映画を観みる約束をしていた相手にすっぽかされたりするような女の子になっちゃダメよ？　判った？」

「うん、判ったぁ〜！」

　ガシ、ガシ、ガシッ！

　周りの視線も気にせずに、尚なおも美風は看板を蹴り続ける。

　腰の入った、上から被かぶせるように斜めに蹴り抜くローキック。

　看板の足どころか、電柱だってヘシ折れるだろう。

「───？」

　と、看板を蹴る足がぴたりと止まった。

　背中に突き刺さる無数の視線とヒソヒソ声に、恐る恐る背後を振り返る。

「あ………」

　美風はようやく、事態を理解した。

　そして冷ややかで気まずい雰囲気を払い落とすかのように、慌あわてず騒がず咳せき払ばらいをひとつつく。本当は胸の鼓こ動どうがデタラメに飛び跳はね、カァーっと熱くなった思考が理性のヒューズを灼やき切って、全力疾走で逃げ出したいという衝しよう動どうを必死に抑えていたりもするのだが、表情はあくまでもクール＆クール。

「………ン、コホン」

　そして何事もなかったかのように、回れ右。

　自動販売機の前まで進み出て、ホットのミルクティーを一缶かん購入。

　口に含んだミルクティーの柔らかい甘あまさが、思考を癒いやして気分を落ち着かせる。

　どうやら少し、冷静さを取り戻せたらしい。全く、怒りは無む謀ぼうをもって始まり、後悔をもって終わるとは、よく言ったものだ。不安のあまり、美み空そらと優ゆう夜やが不純な関係を結んでいるシーンなんかを想像するから、我を忘れて奇き行こうに走ってしまうのだ。いけない、いけない。

　美み風かぜは長いポニーテールを左右に揺らし、ピンク色の雑念を頭から振り落とした。

　要するに、相手が優夜と美空だからいけないのだ。

　だったら美空の代わりに、自分の姿を重ねてみたらどうだろう？

　試しに少し、考えてみる。




　………。

　………………。

　………………………。




「だあぁぁぁ〜〜っっっ！」

　ボンッ、と頭ず蓋がい骨こつの内側で、水蒸気が爆発したような音がした。

　自分は今、一体何を想像したのか!?

　ショックだった。

　なんというか人生最大級の、未知なるショックの襲来だった。

　ワナワナと震える腕が、無意識の内にスチール製の缶かん紅茶を、まるで紙パックかなにかのようにペチャンコに握り潰つぶしていた。すると当然、まだまだ半分以上が残っていた缶の中身があふれ出し、熱い紅茶が美風の指先を容よう赦しやなく熱する。

「熱あつっ───!?」

　反射的に、美風は左手を振り上げる。

　悪いことに狼ろう狽ばいして振り上げた指先から、缶紅茶はスルリと抜け出した。そして缶紅茶は華か麗れいな放物線を空中に描く。更に不運は続き、自由落下運動に入った缶紅茶はアスファルトに衝しよう突とつする遙はるか手前、百八十センチばかり上空で「コーン」と小気味いい音を奏でた。

　つまり、赤の他人の頭の上で。

「げっ……」

　美風の呟つぶやきは、少なくとも他人の頭に缶紅茶をぶつけた加害者の台詞せりふではないだろう。

　が、美風でなくても十人中八人くらいは、やはり「げっ……」と呟くだろう。

　美風の目線の先に映る被害者は、目つきの悪い三人組の中で、一ひと際きわ背の高い男だった。いかにも高級そうな白いベスト。剃そりこみの入った短い髪。テカテカの革靴に、ブランド物の腕時計等々……。それらを総合した時、万人が思い浮かべる職業は一つしかない。

　すなわち「ヤ」の人。

　ヤカンでもヤシチでもなく、もちろんヤキン・ドゥーエでもない。

「おぅ。つぅらぁ!?　このアマァ!?」

「アニキの上着に、なにさらすんじゃ、おぉっ!?」

　紅茶漬けになった上着に肩を震わす男の代わりに、連れの二人が声高に叫んだ。

「あは、あははは………」

　引きつった美み風かぜの笑みに、一滴の冷たい汗が流れた。







「や、思っていた以上に、なかなか面白い内容だったよな」

「うん……。とっても良かった……」

　映画を観み終えた優ゆう夜やと美み空そらが、そんな会話を交しながら映画館から出てくる。

　と、そんな二人の耳に、騒々しい怒ど声せいが響いた。

「待てや、こらぁぁぁっっ───！」

「だ、だからワザとじゃないんですってばぁ〜〜！」

　人ごみに遮さえぎられてよく判わからなかったが、どうやらガラの悪いチンピラ風の男達に、女の子が追い掛けられているらしい。

「………なにかあったのかしら？」

「さぁ？」

　二人は同時に首を傾げた。




　　　　　　　　　◇◇◇




「はぁ、はぁ、はぁ……ったく、なんでこんな事に……」

　美風は心底ゲッソリとした面持ちで電柱に寄り掛かり、弱々しく悪態をついた。

　予想もしなかった、リアル・ヤっちゃんとの鬼おにごっこ。

　全く、とんでもない災難である。

　その気になれば三人のヤっちゃんを叩たたき伏せるくらいの自信はあるが、今回ソレをしてしまうのは非常にマズイ。いくらなんでも紅茶を頭から被かぶせておいて、その非を暴力でねじ伏せたとあっては、まさしくヤっちゃんにも劣る所しよ業ぎようである。どんなに優秀な弁護士を雇ったとしても、美み風かぜの有罪は覆くつがえせないだろう。

　だからといって、逃げるのもどうかとは思うがソコはソレ。

　あんな高そうなベストのクリーニング代、いくら払わされるか判わかったものではない。

　下へ手たをすれば、現金の代わりに何を要求されることやら……。

「ううぅ……」

　全身を這はいずる悪お寒かんに、美風は身震いした。

　それに───。

「こんな所で、見失うワケにはいかないんだから」

　美み風かぜは柱の影からコッソリと、料理店に入ろうとする二人の様子を窺うかがった。

　二人が入った店は、最近デザートが美お味いしいと評判のカフェレストランだ。

　フレンチを中心とした品揃えで、それに合わせた洋館っぽい店の外装も品がいい。ランチメニューも豊富で、デートに利用するカップルも多いという話を山やま梨なしから聞いた事がある。それを証明するように、ガラス越しに映るテーブル席に座っているのはカップルばかり。いや、ひょっとしたら、カップルしかいないのかもしれない。

「こ、こんな店に躊躇ためらいもなく入るなんて……」

　美風は見た。

　美み空そらが優ゆう夜やの手を引っ張って、店の中に入っていく瞬間を。

　そんなに評判のデザートを食べたかったのだろうか？

　それとも周りのカップルと同じように、感じのいい店で優夜とランチを───。

「そ、それは絶対にないと思いたいんだけど……」

　美風は表情を曇らせた。

　確認をするには自分も中に入るしかない。それは判わかっている。だが、カップル率１００％に届こうかという店に、ひとり身で踏み込むのはかなり勇気の要いる行為だ。まるで自分が、何か人として劣っているような錯覚すら感じてしまう。

　だが、それでも踏み込まねばなるまい。

　目の届かない場所で何かをされると、とても心配になるのは映画館で充分に懲こりた。

「………よしっ」

　気合を入れて一歩目を踏み出す──前に、コンビニへ寄り道。

　適当なスポーツ新聞を買って、今度こそカフェへ。

「い、いらっしゃいませ。此方こちらの席へどうぞ……」

　新聞で顔を隠かくす美風を、ウェイトレスの少し引き攣つったマニュアル台詞せりふが迎えた。

　明るい店内は雰囲気もよく、外装と同じく小こ奇ぎ麗れいで高級感の漂ただよう内装も好感が持てる。これでランチメニューをそこそこの値段で味わえるのなら、人気が出るのも頷うなずける。すんなり空あいたテーブルに案内されたのは、昼時よりもかなり時間が過ぎているからだ。でなければ、満席で待たされていたに違いない。

　案内されたテーブルに、美風は努めて平静をよそおいつつ腰をかけた。

　丁ちよう度ど、優夜達からは背中しか見えず、しかも遠すぎず近すぎない。

　なかなか絶妙の位置関係だ。

「ご注文はお決まりでしょうか？」

　ウェイトレスの言葉に適当にケーキセットを注文しつつ、美風は静かに耳を澄ませた。

　楽しげに談笑するカップルの声。

　店員が踏み鳴らす靴の踵かかと。

　厨ちゆう房ぼうから響く雑多な音。

　それらひとつひとつを聞き分け、自分の望むたった一組の声を掴つかみ取る事は、夢む影よう天てん心しん流りゆうを学ぶ美み風かぜにとって、難しい技術ではあっても不可能ではない。

（………でね、あの主人公、少し優ゆう夜やくんに似ていたと思うの……）

（ん〜？　そうかぁ？）

（……うん）

　どうやら映画の話をしているらしい。

　映画を観みた後の話題としては当たり障さわりもないが、色いろ香かのカケラも見当たらない。

（けど、ヒロインは美風に似てたかもな）

「───っ!?」

　唐とう突とつにこぼれた自分の名前に、閉じた瞼まぶたがピクリと震える。

（ガサツで意地っ張りで破壊的なところが……っていうか、そのまんま？）

（はは、ははは………）

　美み空そらは、しかし乾いた笑みをこぼすだけで、否定はしてくれなかった。

（でも……本当は、優しい子だったと思う……。ちょっと素直になれないだけ……）

（だから問題だってぇーの。中途半端な優しさと強さの兼ね合わせなんて、有害以外の何物でもねぇーって。よく言うだろ？　生なま兵びよう法ほうは怪け我がのもと、ってな。それと同じなんだよ。相手を傷つけるのも嫌いや。自分が傷つくのも嫌。誰も傷つけたくないとか言いながら、ずるずる愚ぐ行こうを繰り返して結局は周り全部を傷つける。見てらんねぇーな、ああいうヒロインは）

（………うふふふ）

（？　オレ、なんか可お笑かしい事を言ったか？）

（あ、違うの……。ただ、ちょっと………ね）

　何が可笑しかったのか、優夜には判わからないらしい。

　かくいう美風も、判らない。

　いずれにしても、この程度の会話なら変な雰囲気にもならないだろう。

「お待たせいたしました」

　ウェイトレスの声と香こうばしいコーヒーの薫かおりに、美風は一いつ旦たん、瞼を開く。

　美風は少しホッとした。

　安心したら、次は目の前のケーキが気になる。

　なんだかんだ言っても、美風も甘あまいケーキが好きな女の子と変わらないのだ。

　運ばれてきたキツネ色の焼き色をしたガトーフロマージュをフォークですくい、口の中に放り込む。舌の上に広がるクリーミィーなチーズの味と、やわらかな甘さ。しっとりとした食感と、悩みや疲れを身体からだの内側から癒いやしてくれるこの甘あまさは、なるほど評判にもなるだろう。

　美お味いしいケーキを食べて、不機嫌になれる人間はいない。

　美み風かぜはすっかりご機嫌になり、肩の力を抜いてコーヒーを口元に運び───。

「ブッ………！」

　危あやうく噴ふき出しそうになった。

　が、寸前でどうにか飲み下し、慌あわててテーブルの上に身を伏せる。

　ビックリした。優ゆう夜やにバレそうになった、というワケではない。身を低くしたまま、正面のテーブル席に向かって美風は視線だけを移動させる。美風はゴクリと咽のどを鳴らした。一組のカップルが美風の目の前で、これでもかとイチャついていたのだ。

　美風の視線に気がつかないのか、或いは周りの視線など気にしていないのか。

　おもむろにお互いの顔を近づけると──二人の唇くちびるが素早く重なった。

（あわわわっ……）

　美風はあたふたと、赤くなった顔を新聞で覆おおった。

　ただの軽いキスとはいえ、経験ゼロな美風としては、こんな五メートルにも満たないような至近距離でソレを見せ付けられたら、とても平静ではいられない。なんというか、非常に目のやり場に困るのだ。もちろん興味がないのかと訊たずねられたら、答えは「ノー」になるのだけれども、やっぱり恥ずかしいものは恥ずかしい。

　早鐘のように鳴り響く心臓に、額ひたいがカァーっと熱くなってくる。

　それこそ頭のてっぺんから、白い湯ゆ気げでも噴ふき出しそうなくらいに。

（お願いだから、誰かなんとかしてぇぇぇ〜〜！）

　美風はテーブルに突っ伏したまま、声にならない悲鳴をもらした。

　知識としてのみ知る、恋人同士の甘い世界。

　そんなものを正面で見せ付けられたら、もはや精神集中どころの話ではない。

　いくら「色しき即そく是ぜ空くう」と唱えてみても、なだれ込んでくるカップルの声やら気配やらを止める事はできなかった。ともすれば、むしろ積極的に聞き耳を立てている自分がいる始末。覗のぞき見なんかするつもりはなくても、やっている事は覗き見と大差はなかった。

（って、だめよ美風！　こんな事をするために弓術の修行しているワケじゃないでしょ！）

　顔を真まっ赤かにしたまま、心の中で自分を叱しつ咤たする。

　頭の中ではイケナイことだと判わかってはいるのだ。

　だが、だがしかし───。

　これは偶発的な事故であり、向こうだって隠そうともしないのは見られても構わないと思っているからではないのだろうか？　いやいや、例えそうだとしても、やはり覗いたりするのは失礼ではないか。とはいえ、そもそも人目の多い店の中でイチャついている方が問題なのであって、たまたま見えてしまった自分にどれほどの落ち度があるというのだ。

　美み風かぜはチラリと新聞ごしに、正面のカップルへと視線を送った。

　相変わらず二人はいちゃついていた。

　これがウワサに聞く「バカップル」というものなのかもしれない。

　まったく、真っ昼間から堂々としたものだ。

　美風はカラカラに乾いた喉のどに冷水を流し込み、ついで火ほ照てった額ひたいにコップを当てた。

　平静に。冷静に。

　向こうが堂々としている以上、コチラがコソコソする必要はない。いや、むしろコソコソするから、変に意識してしまうのだ。そうだ。そうに違いない。アレは単なる景色の一部であって、特に好奇心をそそられるような代しろ物ものでは───。

「で、さっきから何を見てるワケ？」

「───っっっ！」

　ガプッ！

　開いた口から悲鳴が迸ほとばしる寸前、美風は自分の口に拳こぶしを突っ込んだ。

「……ひいたたひい」

「ねぇ、美風。自分の拳を咥くわえたくなるほどお腹が空すいているんだったら、ケーキ以外にも何か注文したら？」

「むぅ〜つぅ〜みぃぃぃ〜〜！」

　美風は大きな瞳に涙を滲にじませ、恨うらみの籠こもった眼まな差ざしを山やま梨なし睦むつ美みに突き刺した。

「いやぁ〜。ぼやかない、ぼやかない。恨むなら、思わずからかいたくなるような、珍妙〜な行動を見せていた自分自身にして頂ちよう戴だい♪」

　言いながら、テーブルの向かい側に座る山梨。

「ち、珍妙って、いつから見ていたのよ!?」

「ん？　一応、美風がこの店に入った時くらい……かな」

「それって普通、一部始終って言わない？」

「あははは。細かい事を気にしちゃダメだって。それにしても美風こそ何してるの？　スポーツ新聞の風俗欄に顔なんか突っ込んじゃって。ひょっとして美風、たまってる？」

「んなワケないでしょっ！」

「アハハハ。そんなに赤くなって否定しなくても、冗じよう談だんに決まってるじゃない。んで、本当はなんなの？　もしかしてコッチの『阪はん神しん井い川がわ・今季オフのポスティングによる大リーグ挑戦を球団が容認！』って記事を気にしているの？　大丈夫、大丈夫。基本的にスポーツ新聞の記事なんて、テレビ欄と日付以外はアテにならないんだから。もっとも大●ポなんかそれすらアテにならないんだけどねぇ〜」

「それも違う──っていうか、サラリと問題発言しないで……」

「なぁ〜んだ。つまんないの。それじゃ美風は何を深刻になってるワケ？　アッチに座っている優ゆう夜やくんと美み空そらは、関係ないんでしょ？」

「睦むつ美み。あなた判わかって言ってるでしょ……」

「うん♪」

　楽しそうに頷うなずく山やま梨なしに、美み風かぜは眉み間けんにしわを寄せる。

「んで、なんであの二人がデートしているワケ？」

「……美空姉さん風に言うなら、お世話になったお礼なんだって」

「だったら美風が先なんじゃないの？　どう考えたって美風の方がお世話になってるし」

「睦美まで姉さんと同じ事を言うんだ。でも、わたしは関係ない。姉さんが勝手に、そう言ってデートしてるだけよ」

　美風は唇くちびるを尖とがらせ、すっかり冷めてしまったコーヒーを口元に運んだ。

　砂糖とクリームを遠慮なく放り込んだ液体は、しかし奇妙に舌の上に苦い。

「ふ〜ん。なるほどね」

　とは言いながら、山梨の表情はとても納得したようには見えなかった。

「それで美風は心配になって、二人の後をつけているワケだ」

「べ、別に心配ってほどでもないわよ。ただあのバカが、美空姉さんにヘンな事をしないように見張ってるだけよ」

　疑惑の眼まな差ざしに、美風は目を逸そらしながら言った。

「それを世間一般では『心配している』って言うと思うんだけどなぁ〜。それにどっちかっていうと、ヘンな事をしでかすのは優夜くんじゃなくって、美空かもよ？　なんか無防備に楽しんじゃってるようにしか見えないもんねぇー」

「……ケーキが美お味いしいから、嬉うれしいんでしょ？」

「美味しいんだろうねぇ〜。優夜くんの口にくっついたクリームまで、指ですくって食べちゃってるくらいだし」

「なっ……！」

　ガチャンッ。

　山梨の言葉に、思わず乱暴に戻したコーヒーカップから、甲高い音色が響いた。

　そんな美風をニヤニヤと面白そうに山梨が眺める。

「や〜ねぇ〜、美風。ウソに決まってるでしょ」

「あのねぇ、睦美……」

「なに？　ホッとした？」

「なっ、なんでわたしがホッとしないといけないのよっ」

　美風は憮ぶ然ぜんとしたまま言い放ち、背後の二人へ一瞬だけ視線を投げかけた。

　美空は笑っていた。

　しっとりとした優しい笑みを滲にじませて。

「なによ、もう……」

　コッチの苦労も知らないで、のんきな姉もいたものだ。

　美み風かぜはまだ半分以上も残っていたガトーフロマージュにフォークを突き立て、それをひとくちで頬ほお張ばった。全く、あんなにも楽しそうな笑顔を見せられたら、必死になって心配している自分がバカみたいではないか。もちろんそれは自分が勝手に心配しているだけで、美み空そらにとってはいい迷惑かもしれない事くらいは、判わかっている。

　判っているのだ、そんな事くらいは───。

　それでも、何かがこう──イライラするのだ。

　美空が優ゆう夜やと一緒にいるのは、今日に限った話ではないというのに。

　美風はムスっとしたまま、咀そ嚼しやくしたケーキを飲み下した。

　極上に思えたクリーミィーな味わいは、しかし全く舌の上には広がらなかった。




　　　　　　　　　◇◇◇




「で、どうして睦むつ美みまで着いてくるのよ？」

「や、一緒に居ると面白そうだって、ここのアンテナが受信してるから」

　前髪をひとふさ摘つまみ、山やま梨なしは笑う。

　どうやら何を言っても無む駄だらしいと悟さとり、美風は大きなため息をついた。

　が、直すぐに気を取り直す。

　柱の影に身を潜ひそめ、美風は気配の消した眼まな差ざしを正面に飛ばした。デパートの四階、食器売り場コーナーの一角に、優夜と美空の姿があった。ここの食器売り場は品揃えが充実しているので、上は高価な食器セットから下は国内大量生産の安物まで、一通り揃っている。

　それら一つ一つを、美空が手に取りながら丹たん念ねんに見て回っていた。

　もうかれこれ、四十分以上は眺めているだろうか。

「ねぇ、美風。美空ってば、一体何をやってるわけ？」

「見ての通り、食器を眺めているんでしょ」

「や、それは判ってるんだけど、デパートのデートコースっていったら、やっぱり服とか水着コーナーとか、下着売り場でドキドキってのが常道だと思うんだけどなぁ〜」

「服とか水着ってのはともかく、下着売り場でドキドキってのはなんなのよ」

「だってぇ〜、美空ってば〜、脱いだらかなりスゴイしぃ〜。脱いだら腹筋がバッコンバッコン割れている、双ふた子ごの誰かさんとは大違いよねぇ〜」

「割れてないっ！」

「ホラホラ、声が大きい」

「ぐっ……」

　美み風かぜは拳こぶしをグッと握り、素早く物陰に隠れる。

　周りにいた他ほかの客の何人かが、二人を見ながらヒソヒソと囁ささやきあっていた。

　幸い、優ゆう夜やには気付かれなかったようだが、美風は赤面した。周囲の視線が恥ずかしかったからではない。またしても些さ細さいな事で、感情のタガを外してしまったからだ。いつから自分のタガは、こんなにも弛ゆるんでしまったのだろう。朝だって反省したし、映画館の前では大失態も演じたばかりだというのに、これではとんだ道どう化けではないか。

「とにかく！　あんなダメダメな理性しか持ってない奴やつを下着売り場なんかに連れていってたら、どんな破は廉れん恥ちな事をしでかすか、判わかったものじゃないわ」

「それはそれで、面白そうな気もするけど」

「あのねぇ……」

　無責任な山やま梨なしの言葉に、こめかみの辺りがビミョ〜に痛い。

　仮にいつもの調子で大暴れしたら、下着売り場は大損害を出すだろう。

　もちろん、弁べん償しようするのは自分と優夜だ。

　無残に飛び散った下着の山を脳のう裏りに描き──美風はソッとして頭を振った。

「それにしても美み空そらって、焼き物とかに興味あるの？」

「……料理と食器の組み合わせには、わりとこだわる方よ。料理を盛り付けたり、直接口に触れたりする物だから、よく考えて選ばないとダメとかなんとか……」

「ふ〜ん。まぁ、食器にこだわりたいって気持ちは、理解できなくもないけどね。食器を手に持ったり直接口をつけたりするのは、世界でも日に本ほん人じんくらいらしいし。でも、やっぱりデートのコースとしては、ちょっと生活感が滲にじみすぎって感じがしない？」

「わたしに言わないでよ、わたしに」

　言って美風は、再び商品棚の影から優夜と美空へ視線を戻す。

（……何よ。二人で楽しそうにしちゃって）

　カフェレストランでも感じたイライラに、美風は眉み間けんのしわを深くした。







「ったく、ご苦労な事で……」

「……？」

　不意に肩を竦すくめた優夜に、美空は小さく首を傾げた。

「どうかしたの、優夜くん……？」

「ん？　別に、どうもしないけどね」

　と、言いながらも、優夜の口元は微妙にニヤついていた。

　自分に何か、おかしいところでもあるのだろうか？

　取りあえず自分の身なりを見てみたが、おかしいところは特にない。

「や、美み空そらちゃんは、あんまり関係ないから」

「？？？」

　意味が判わからず、美空は再び首を傾げた。

「気にしない気にしない、っと。ところで、さっきからコップばっかり見てるけど、同じコップでもそんなに違うワケ？」

　何やら苦笑めいたものを浮かばせながら、優ゆう夜やが別の話題を向けてきた。

「違うっていうか……合っているかどうか、かな……。使っていて、しっくりと馴な染じむものの方が、同じ食器でもやっぱり気持ちがいいから………」

「ふぅ〜ん。そんなもんかねぇ〜。オレにはさっぱり判んないけど」

「後は、組み合わせの問題もあるし……」

「組み合わせ？」

「ん……。例えば……」

　首を捻ひねる優夜に、美空はコップを元の棚に戻すと、適当に二枚のお皿を選んだ。

　一枚は、花の模様が描かれたプラスチック製のお皿。

　もう一枚は、安物だが深い緑の光こう沢たくを放つ焼き物のお皿。

「ブリ大根を食べるなら……優夜くんはどっちのお皿を選びたい？」

「こっちの焼き物」

「じゃあ、トーストとプレーンオムレツだったら？」

「こっちのプラスチック」

「うん……」

　正解、とばかりに美空が微笑ほほえむ。

「同じ料理を盛り付けても……食器が違うだけで、随分と印象が変わるでしょ？　特に和食をプラスチックのお皿に盛り付けたら、それだけで味あじ気けないし……。器が全すべてじゃないけれど、器が持っている役割は……やっぱり大きいと思うの。器ばかりに気を取られて、中身をおろそかにするのも良くないけれど……」

「器も料理の一部、って事か。なるほど。確かに学校の給食とか病院食なんか、あの無機質な容器を見ているダケで、飯までマズくなるような感じがするしな」

「うん……。お料理は味も大切だけど、目でも楽しまないと……。コンサートだって、歌や音楽だけを観賞するんじゃなくって……その場の雰囲気とか熱気とかを、目や肌で感じた方が何倍も楽しいでしょ……？」

「まぁ、実際に体感するのとビデオで観みるのとじゃあ、感激も違うわなぁ」

「お料理と器の関係も、きっと同じだとう思うの……。歌も、絵も、お料理も……。本当の感動は、身体からだの色々な部分を通して、初めて心に伝わってくるんだって……。器と料理の織り成す色彩を楽しんで、触れる事で伝わってくる温かさを指で感じて……そして、一緒に『美お味いしいね』って喜んでくれる人が居てくれたら……とても嬉うれしいから………」

　ほんのりと頬ほおを上気させながら、美み空そらは語る。

「それに気持ちよく料理を食べて貰もらうためにも、器はとても大切だから……」

「美空ちゃんって、案外体感主義？」

「え？　ん……よく判わからないけど、そうかもしれないね」

「んじゃ、さっきの映画とか小説でも、美空ちゃんは身体からだで感じているワケ？」

「うん。だって、素敵な映画や小説を読んだ後は、身体がウズウズするもの。ジッとしているのがもったいなくて……何かをしたいって、思うもの……。順番は逆だけど、心で感じた喜びを……今度は身体が感じてみたくなる」

「それってようするに、『踊り出したい気分』ってヤツか？」

「ん……多分、そうかも」

　ニコリと笑う。

　踊り出したいと思うのは、中身である心。

　けれども実際に踊りを踊るのは、器である身体。

　器と中身の関係は、実は人間そのもので、例えてみるなら車輪の両輪。

　バランスの崩くずれた両輪は必ず傾き、思い通りに真まっ直すぐには進めない。

　人も心と身体のバランスを欠いてしまうと、やはり真っ直ぐには歩けない───。

「器をないがしろにするのって……身体をないがしろにする事と、きっと同じ……。そういう細やかな気配りができないと……小さな事にも気を配れるようにならないと…いつか自分自身を大おお雑ざつ把ぱに扱うようになってしまうから、ダメだと思う……。特に優ゆう夜やくんみたいに身体が資本な人は、もっと自分自身に気を使わないと……ね？」

　たかが器。されども器。

　他人と比べて脆もろい器を特たざるをえなかった美空だからこそ、その大切さが判る。

　だから時々、平気で無む茶ちやをする優夜が不安だった。

　例え優夜が、彼自身が求めているような力を、能力を得たとしても、それを受け止めるための身体がボロボロに壊こわれてしまっては元も子もない。優夜の目的は目標を「達成」する事であって、決してその過程にある「達成感」を得る事ではないのだから。

「だから、その……あまり無茶したら、ダメだからね……？　魂たましいの籠こもっていない作品に意味はないって言うけど、これは魂が大切だって意味だけじゃなくて……魂と同じくらい、それを籠める器にも気を配りなさいって意味なんだから……」

「あー、その言葉は耳が痛てぇーなぁー」

「無茶だけは……絶対に、ダメだから………」

「いや、まぁ、あ〜〜」

　美空が呟つぶやくと、優夜は何かを言いよどみながら後頭部を掻かいた。

　その仕し草ぐさが何を意味するのかを知っている美み空そらは、不満そうに頬ほおを膨ふくらませる。

　美空は知っている。

　優ゆう夜やが今日も一日、身体からだをイジメ抜くつもりでいた事を。

　長なが袖そでの上着の下には、隙すき間まもないくらいに無数の痣あざが浮かんでいる事も。

　彩雲あやもよりも美み風かぜよりも、放課後も休日も早朝も深夜も、誰よりもずっと一緒にいる時間が長いからこそ、美空は知っている。全身を傷だらけにして、普通なら触れるだけで失神するような痣の上に湿しつ布ぷを貼って、「今日はイイ線いってたんだぜ？」「もう一歩、オレが先に踏み込めたらなぁー、チキショウ！」「次はぜってぇーに、勝つ！」と、嬉うれしそうに話す優夜の笑顔が羨うらやましいくらいに活いき活きとしている事を──美空は知っているのだ。

　そんな優夜の笑顔が、美空には宝物のように思える。

　あふれる生命力を凝縮させた結晶のような、この世界でもっとも眩まぶしい笑顔。

　だから無む茶ちやをして、全すべてを台無しにするような真ま似ねだけはして欲しくなかった。

　いくら師である彩雲が、「この程度で壊こわれるようなら、所しよ詮せんそれまでさね」と言いはばからなくても、だ。姉の役目が優夜を潰つぶれる寸前まで鍛きたえる事なら、自分の役目は彼が潰れてしまわないように見守り続け、その疲れを癒いやす事なのだ。

　叶かなう前に壊れてしまわないように、パンクしてしまわないように。

　お節せつ介かいなのは判わかっていても、放っておく事などできなかった。

　せめて休日くらいは、のんびりと身体からだを休めて欲しいのだ。




「……美空ちゃん？　お〜〜い？」

「え……？」

　呼ばれ、現実に引き戻された美空は、弾はじかれたように顔を上げた。

　目の前に怪け訝げんそうに眉まゆを寄せ、覗のぞき込んでくる優夜の顔があった。

「え、あっ、優夜くん……!?」

「どうかしたのか？　突然、黙り込んじまって？　ひょっとして疲れたか？」

「あ、その……そ、そうじゃないから……大丈夫、だから………」

　頬ほおがカァーっと熱くなるのを、美空は感じた。

　まるで自分の心の奥底まで視みられたような気がして、視線を合わす事ができない。

「？　なんか顔が赤いけど、熱でもあるんじゃねぇーのか？」

　突然、優夜の手が美空のおでこに添えられた。

「あっ……」

　瞬間、美空の小さな肩がピクンと跳はねた。

　ゴツゴツした優夜の手のひらは見た目どおりに硬く、ザラザラと乾いていた。その手がゆっくりと前髪をかき上げ、おでこの表面を移動する。トクン、トクンと高鳴る鼓こ動どう。恐怖や嫌悪はない。むしろぬるま湯に浸つかっているような心地よさに、目が眩くらみそうになる。

「あ、あのね、優ゆう夜やくん……その……あの……」

　それでも離れなければ──とは思うのだが、身体からだが拒こばんで動かない。

「？　やっぱ、熱でもあんじゃねぇーのか？」

　不安げな眼まな差ざしで訊たずねる優夜。

　確かにおでこが熱くなっているのは、美み空そらだって自覚している。

　が、それは断じて体調のせいではない。むしろ優夜に責任があると思う。

「だ、だだ大丈夫だから……！　全然、平気──痛っ!?」

　慌あわてて手を振った瞬間、美空は指先に鋭い痛みを感じた。

「美空ちゃん？」

「えっと……指が、ちょっと……」

　困り顔で差し出した美空の指先に、プックリと血玉が膨ふくらんでいた。

「このお皿……ここの縁が、少し欠けていたみたい……」

「おいおい、危ねぇーなぁー。ちゃんと商品の管理くらいしとけっての。それよりホラ、傷をちょっと見せてみな」

「た、大した事ないから、へ、平気……」

「それを判断するのは、オレなの。大体、身体は大事にしないといけないって、さっき仰おつしやっていたのは、何ど処このどなたでしたかなぁ、美空ちゃん？」

「そ、それはそうだけど……それは優夜くんの事で、別に私は………」

「いいから見せてみなって、ホラ」

　背中に隠そうとした手を掴つかまれ、再び心臓が飛び跳はねる。

　血の滲にじんだ指先を、ジッと凝視する優夜。

　それは即ち、手をギュッとされているという事であり──美空は顔を紅潮させた。

　おでこに触れられた時もそうだったが、触れられた肌が発火するのではないかと思うくらいに熱かった。それとも、ひょっとしたらこれも炎えん術じゆつの一種なのだろうか。優夜も少しは炎術を使えるようになった事は知っているが、こんな術は聞いた事もない……。

「……うん。ちょっと出血が多いけど、キズは大して深くないか」

「だ、だから大丈夫だって言った──ひゃっう!?」

　手を引っ込めようとした美空は、今度は素すっ頓とん狂きような悲鳴を滑すべらせた。

　いきなり優夜が、指を口に咥くわえたのだ。

「あ、ああああの、優夜くん……ひっ…んっ……」

　小さな傷口を上下する、ザラザラとした感触。

　痛みよりも先に押し寄せるくすぐったさと、猛烈な羞しゆう恥ち心しん。

　傷口を丹たん念ねんになぞる舌先に、美空は華きや奢しやな肩を何度もビクビクと竦すくませた。

「ほい、これで大丈夫。後はハンカチで押さえていれば、直すぐに血は止まるから」

「あぅ……」

　耳の裏まで真まっ赤かに染めて、美み空そらは治療の終わった指を自分の胸に抱きかかえた。







「は、離して睦むつ美みぃ〜〜！　姉さんが汚けがされるぅぅぅっっ！」

「はいはい。落ち着いて、美み風かぜ」

　怒り狂って今にも飛び出しそうな美風を、山やま梨なしが羽は交がい絞じめにして抑えていた。
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「姉さんが、姉さんがぁ〜〜！」

「いいから落ち着きなさいって。指を舐なめられたくらいで、子供がデキたりするワケじゃないんだから。っていうか、何を慌あわててんのよ、美風？　今、出ていっても面白くない──じゃなかった、二人のデートを邪じや魔まするだけで意味ないわよ？」

「それの一体、どこに問題があるっていうのよ!?」

　今にも噛かみ付きそうな勢いで、美風は目を剥むいた。

「あんたってば本当に、美空が絡からむと周りが見えなくなるわよねぇー。そもそも美風は、デートの邪魔をしに来たワケじゃないんでしょ？　邪魔したところで恨うらまれこそすれ、感謝なんかされないって」

「そ、そんな事──あるかもしれないけど……でも！」

「でも、はナシ。それに美み空そらだって、別に本気で嫌いやがってなかったでしょ？」

「だから問題なのよ！　あの手のバカは毅き然ぜんとして嫌がらないと、勝手に自分の都合のいい脳内ストーリーで補完するんだから！　ここで駆く除じよしておかないと、前後不覚になった姉さんが人ひと気けのない階段の踊り場に連れ込まれてからじゃ、遅いんだから！」

　美み風かぜだったら手を握られた時点で手首を返し、手首を極めたまま一本背負いに持ち込むデンジャラスな投げ技で、相手の手首を完かん膚ぷなきまで砕くだくだろう。当分の間はお箸はしを握る事すら不自由するだろうが、因いん果が応おう報ほう。悪あつ漢かんに御み仏ほとけの慈じ悲ひは無用なのである。

「や、だからその三段飛ばしで思考をエスカレートさせる美風にも少し──っていうか、かなり問題があるように思えるんだけど……。そんなに美空を獲とられるのがイヤなの？　それとも相手が優ゆう夜やくんだから？　あっ、ひょっとしてその逆とか？」

「……なによ、その逆って？」

「だから、優夜が美空ばっかり見ている事に嫉しつ妬としているのかなぁー、って」

「なっ───!?」

　ニヒヒと嗤わらう山やま梨なしの視線に、美風は慌あわてた。

「な、ななななんでそうなるのよっ!?」

「図ず星ぼし？」

「図星じゃない！」

　美風は渾こん身しんの力をこめて否定した。

「だったら嫉妬なんかしてないで、もう少し状況を見守りなさいって。せっかく、初うい々ういしいデートらしい雰囲気になってきてるんだから。案外、美空もアレで楽しんでいるのかもしれないわよぉ〜？　っていうか、折せつ角かくなんだから、美空にも楽しんで貰もらわないとね。なんたってあたしの知る限り、これは美空の初デートなんだから♪」

「それは……わたしだって、美空姉さんには楽しんで欲しいけど……」

「だったら、今はまだ静観する」

「うぅ〜〜」

　美風は完全に納得したワケでもなかったが、渋しぶ々しぶと従った。

　確かに優夜がどうであれ、美空が楽しんでいるのなら問題はないのだ。

「取りあえず、今のは見逃してあげるわよ。でも、次に何かしたら絶対に容よう赦しやしない。美空姉さんに悪い虫がつかないようにするのは、妹であるわたしの役目でもあるんだから。ましてや美みヶか速はやの人間なんかに、大事な姉さんを渡してたまるもんですか」

「ま、そういう事にしておいてあげるけどね。でも、やきもちを焼くなら、もう少し素直に焼かないと可愛かわいくないわよ」

「だ、だからどうして、わたしがあんなヤツのためにやきもち焼かないといけないのよ!?　いくらアイツがあの時の───ハッ!?」

　瞬間、美み風かぜはしまったという顔を作った。

　慌あわてて口をつぐんだが、もう遅い。

「へぇ〜〜。あの時のねぇ〜〜」

「え、いや、だから、ちょっと……？」

「その辺りのところ、じっくり聞かせてもらいましょうかしら？」

　意地の悪い笑みをたっぷりと浮かべ、山やま梨なしは美風の肩を掴つかんだ。




　　　　　　　　　◇◇◇




　それは取り立てて、面白い話ではなかった。

　ずっと昔、御み火か速はや霊ひ流りゆう炎えん術じゆつ使いの総本山、日ひ取どりの里を訪れた時の事だ。

「睦むつ美みにも以前、話した事があるでしょ。わたしが美みヶか速はやの連中が嫌いな理由。子供の頃、わたしがアイツの実家がある里で、散さん々ざんひどい目に遭あわされたって」

「ああ、あの話ね」

　優ゆう夜やと美み空そらを追って、二人は駅前から少し離れた公園に移動していた。

　駅前から明あき羽ば神社に戻る途中にある高台の一部を削けずり取って造られた公園は、児童公園というよりも緑地公園に近い。舗ほ装そうされたジョギングコースや小さな噴水に芝しば生ふ、比ひ布ぶ瀬せ町を一望できる展望台もある。

　優夜と美空は、横幅の長いベンチに腰掛けていた。

　鮮やかな緑を茂らせた六月の桜さくらの下で、肩が触れ合いそうな距離を維持したまま、自動販売機で買ってきたジュースを飲んでいる。

　そんな二人が座るベンチから、八メートルも離れていない背後の灌かん木ぼくの陰に、美風と山梨は静かに息を潜ひそめた。ここからなら二人の様子も無理なく覗うかがえる上に、灌木に囲まれているので周囲の視線を気にする必要もないし、そもそも人ひと気け自体がほとんどない。

　まさに絶好の覗のぞき──もとい、監視可能なポジションである。

「多分、あれはわたしと美空姉さんが、八歳さいか九歳くらいの時だったと思う……」

　茂みの陰から顔を少しだけ突き出しながら、美風は話を続けた。

「知らない連中に囲まれて……わたしと姉さんが、高たか倉くらの人間だっていうただそれダケの理由でバカにされて、蹴けられて、石までぶつけられて……挙あげ句くに、これ見よがしに『焔ほむら』まで突きつけられたわ」

　あの時の恐怖を、美風は一生忘れない。

　あの時の屈くつ辱じよくを、美風は一生覚えている。

　彼らは皆、愉ゆ快かいそうだった。

　純粋に、無む邪じや気きに、罪悪感のカケラも見せなかった。

　まるで新しいゲームに夢中になっているかのように、心の底から愉たのしんでいたのだ。

「だから、初めて優ゆう夜やが家に着いた時……アイツが美みヶか速はやだって判わかった時……わたしは正直、恐かった。そんな恐いって思った自分が情けなくって、赦ゆるせなかった。なによりヌケヌケと彩雲あやも姉さんから炎えん術じゆつを学ぼうとしていたアイツが……赦せない、って思った。だって、あの時わたしと姉さんを襲ったヤツが来たんだって、そう思ってたから……」

「でも、違ったんでしょ？」

「……うん」

　あの時、取り囲んできたのは皆、炎術を使う自分と同じ年頃の相手だった。

　だから当然、優夜もあの中に居たと思い込んでいた。

　しかし、それがまさか───。

「それがまさか……。まさかアイツが美ヶ速宗そう家けの人間でありながら、炎術が使えない落ちこぼれだったなんて、思ってもみなかったわ……！」

　握った拳こぶしを小刻みに震わせ、美み風かぜは低い声こわ色ねで言った。

　予想を超える──ただしナナメ下向きに──優夜の能力。

「美ヶ速」というブランドに気張っていた自分が、まるで滑こつ稽けいだった。

「あー、それは別に美ヶ速くんの責任じゃないと思うんだけど？」

「そんな事は判ってるわよ！　でも、しょうがないじゃない！　わたし達の常識じゃあ、美ヶ速なのに炎術を使えないなんて、あり得ない事なんだからっ！」

「声が大きいって、美風。バレちゃうでしょ」

「ぐっ……」

　美風は沸ふつ騰とう寸前だった頭を低く下げ、大きく深呼吸した。

「……で？」

「で、って何よ？」

「それダケじゃないんでしょ？　美ヶ速くんの事を気にしている理由って」

「……あの時、ピンチになったわたしと美み空そら姉さんを、やっぱり同じ年頃の男の子が助けてくれたのよ。たったひとりで、しかも一切の炎術も使わず。でも、あの時は疑問にも思わなかったし、つい最近までその可能性に気づきもしなかったわよ。あの男の子が炎術を使わなかったのは、実は使わなかったんじゃなくって、使えなかったダケかもしれないだなんて……。判るワケないじゃないのよ！」

　美風は拗すねた子供のように、プイっと顔を横に向けた。

「コラコラ。何をいじけているのかね、キミは。いいじゃない、別に。人間誰だって間違いはするものなんだから。けれども、そっか。やっぱり美風は、美ヶ速くんが幼き頃の王子さまだったのかもって、そう思っているんだ？」

「いや、王子さまって表現はともかく……問題は……色々と……その………」

　言いよどみ、美み風かぜは赤くなった顔を山やま梨なしから隠すように下に向けた。

　実際、複雑な気分なのだ。

　あの男の子の正体が優ゆう夜やだったなんて、正直あまり信じたくない。信じたくないが、それが状況的には一番可能性が高い。それは皮肉というよりも、ひどいペテンだった。一体、何がどうなって、こうなってしまったのだろう。全すべての事情を知っている相手がいるのなら、例え神様だろうがその襟えり首くびを掴つかみ取り、問い質ただしたい心境なのだ。

　それくらい本気で──本気で、憧れていたのだ。

　いや、むしろ初恋だったと言ってもいい。

　その成長した姿が、選よりにもよってアレだというのなら、運命とは極めつけに残ざん酷こくだ。

「でも、それでも感謝しているっていう気持ちは、本物なんでしょ？」

「………」

　やはりこの親友は、なんでもお見通しらしい。

　ニコニコとしながらも、山梨は美風の痛いところを突いてくる。

　美風は仏ぶつ頂ちよう面づらを浮かべた。

　言われるまでもなく、判わかっている。

　優夜が優夜でいる事に、なんの責任もない事くらい。

　自分が勝手に描いた夢想に、優夜が付き合う理由はどこにもない。

　しかし、頭の中では判っていても、感情は別だった。何度か説得を試みたものの、結果は決まって交渉決裂。納得させるどころか、思い描いていた期待と理想から遠くかけ離れた優夜の言動を見る度に、感情が脊せき髄ずい反射のレベルで拒絶反応を起こしてしまうのだ。

「全く、難儀な性格してるわよねぇー。ちょっと生き真ま面じ目めすぎやしない？」

「ほっといてちょうだい」

「でも、実際のところ話はもっと簡単で、ずっと複雑なのかもしれないわよ？」

「簡単で複雑って……どういう意味よ、それ？」

　相反する言葉の意味に、美風は怪け訝げんな眼まな差ざしを山梨に向けた。

「前にね、美ヶ速くんからも同じような話を聞いた事があるのよ。子供の頃、実家の里でイジメられてた姉妹を助けようとした事がある、って」

「!?　じゃあやっぱりアイツが───」

「まぁまぁ、そう結論を急がない。だって美ヶ速くんの話と美風の話とじゃ、重要な部分が大きく食い違っているんだもの。美風の話だと、その男の子が美風と美み空そらを助けてくれた事になっているんでしょ？　イジメっ子連中を追っ払ってくれた、って」

「う、うん。そうだけど……？」

「でも、美みヶか速はやくんの話だと違うのよ。優夜くんは助けようとして、逆にボコボコにされた挙句に助けようとした姉妹に助けられたって、そう言ってたもん。ね？　かなり重要な部分が食い違ってるでしょ？」

　訊たずねる山やま梨なしに美み風かぜは、しかし口をポカンと開けたまま何も応こたえられなかった。

　助けられた？

　助けたんじゃなくって、逆にボコボコにされた？？？

「ちょ、ちょっと待ってよ!?　いくらなんでも、それじゃ話が逆じゃない!?」

「うん。だからそう言ってるでしょ？」

「それが本当なら……もし、本当だったとしたら………」

「本当だったとしたら、美みヶか速はやくんは当然───」

　当然──の次に発せられた山梨の声に、調子の狂った怒声が被かぶさった。

『おいっ、お前らぁ！』

　瞬間、美風は身体からだを竦すくめた。

　誰かに見つかったのかと思ったのだ。

　だが、そうではなく、声はベンチの優ゆう夜や達に向けられたものだった。

　見るとガラの悪い五、六人の中年男がベンチに近づいていた。パンチに角刈り、スキンヘッド、リーゼントに金髪と、個性豊かな髪型がズラリと並び、だらしなくハミ出した趣味の悪いシャツで肉の壁を作り、優夜と美み空そらを取り囲む。

　美風は反射的に植木から飛び出そうとして──その動きをピキリと凍こおり付かせた。

　相手の中に、見覚えのある顔が並んでぃた。

　ほんの数時間前までリアル鬼おにごっこを演じていた、あのヤっちゃんである。

　しかも人数が三人から、大幅に１００％アップの六人に増えていた。そして「アニキ」と呼ばれていた男は、白い背広ではなく趣味のよろしくない真しん紅くのシャツに着替えていた。

「どうしたの、美風？　助けに行かないの？」

「えっ!?　いや、まぁ、その………」

　飛び出したいのはヤマヤマなれど、少し、微妙に、というか──かなり出づらい。

「いつもなら、真っ先に飛び出すクセに……」

　疑惑に満ちた山梨の声。

　美風は猛烈な後ろめたさに、視線から顔をそらす。

『おぅ。にぃーちゃんに、ねぇーちゃん。ちょっと話を訊きかせてくれや』

『オレらなぁ。ちょっと人を探してんねや』

『お前らの学校に、こんくらい長いポニーテールをした生意気な女はおらへんか？』

　チンピラのひとりが、随分と長い特徴的な髪形を現すように腕を広げた。

　それを見た山梨が、何か言いたそうな眼まな差ざしを美風のポニーテールに送ってくる。

　美風の面持ちに、ダラダラと大量の脂汗が浮かんだ。

『へぇ〜。随分と長いポニーテールだな。ソイツはきっと、先端に鉄球とか括くくり付けて「地獄大鉄球」とかいう必殺技でも編み出すつもりに違いねぇー』

『にぃーちゃん。何か知っとんのか。隠すとタメにならへんでー？』

　チンピラが得意とするドスの利いた声。

　気の弱い人間なら、それだけで身体からだを竦すくませたかもしれない。

　もっとも本場の関かん西さい人じんが聞いたら、「その発音はおかしいんじゃ！」とツッ込むだろうが。

『ソイツはアレだろ？　こーんな具合に、目じりが凶きよう悪あくに吊つり上がってただろ？』

『ゆ、優ゆう夜やくん……』

　美み空そらが制止するように肩を掴つかんだが、構わず指先で目じりを吊り上げる優夜。

　そのニヤニヤした笑顔が、全すべてを承知で遊んでいる事を強く物語っている。

『しかも、高層ビルの表面よりも凹凸の少ない身体をしてなかったか？』

『た、確かに吊り目で、胸は貧ひん相そうやったような……？』

『顔はワリと可愛かわいかったけどな。可愛そうに。あの胸じゃ男に相手にされへんで……』

『特殊な趣味の持ち主にはモテそうやけどな』

『それでヤサグレとったんとちゃうんか？』

　小声ながらもしっかりと聞こえるヒソヒソ話。

　美み風かぜの眉まゆがピクピクと小刻みに動く。

『やっぱりな。だったら悪い事は言わねぇー。関わるのは止やめておけ。ソイツは慌あわて者で粗そ忽こつ者な上に、極度の乱暴者だ。何かしら勘かん違ちがいしては周囲に迷惑をかける天才だ。下へ手たに関わったら、大おお怪け我がくらいじゃ済まねぇーぜ？　ヤツのコブシは殴なぐった人間の血を吸って、石よりも硬ぇーってウワサだ。砕くだいたアゴは数知れず。路上から直接病院送りになった連中は、ダース単位じゃねぇーと数えられねぇ。人呼んで「比ひ布ぶ瀬せの前田光世コンデ・コマ」───』

「誰が前田光世かぁっ───！」

　美風は真まっ赤かな顔をして、灌かん木ぼくから飛び出した。

「だったら『ゲンコツ和お尚しよう』の方が良かったか？」

「そういう事を言ってるんじゃ───」

　と、そこで美風はハッとして、自分に注がれる敵意の束に気が付いた。

「そんな所に隠れとったんか、このアマァ！」

「おらぁ！　ようもアニキの背広をだいなしにしてくれたなぁ、アァ！」

「あの背広はなぁ！　アニキが少ない小こ遣づかいで必死になって探してきた、なるべく安くて本物っぽいパチモンなんやぞぉ!?　おおっ!?　お前のせぇーで、またアニキが姐あねさんにドヤシつけられたら、どないしてくれるんじゃ!?　ああっ!?　ちゃーすぞ、こらぁ！」

「姐ねえさんはキレたらコワイんやぞ!?　腰抜けにタマもテッポウも要いらんやろうって、ハサミを持って追いかけてくんねんぞ!?」

　必死になってチンピラ達が口々に吼ほえる。

　つまり美み風かぜをタダで返すと、彼らの矜きよう持じが傷つく以前に色々と実害が発生するらしい。

　美風の頭の芯しんで何かがバカバカしく疼うずき、こめかみを指で押さえた。

　後ろめたい気分は綺き麗れいサッパリどこかに吹き飛び、精神的な余よ裕ゆうも蘇よみがえってくる。

「じゃかっしゃー！　余計な事は言わんでええんじゃあ！」

「へ、へいっ！　失礼しやしたぁ！」

　赤シャツのアニキが一いつ喝かつすると、手下のチンピラは一いつ斉せいに首を竦すくめた。

「そういうワケや、姉ちゃん。ちょっと事務所まで来て貰もらおうか？」

　ゆっくりと、高級（そうなニセモノの）革靴を踏み鳴らし、美風に近づく。

「心配せんでもええ。ちょっと色々と、事務所でアルバイトをしてもらうだけや。お客の接待とか、プロモーションビデオの撮影会とかのな。なんやったら、売り上げの一部をバイト代に上乗せしたっても───」

「ちょ、ちょっと待って───！」

「な、なんやぁ!?」

　赤シャツ男の腕を、いつの間にか美み空そらが掴つかんでいた。

　しかし彼には、美空の言葉を耳に入れる余裕はなかったらしい。

「邪じや魔ますんなやっ！」

「きゃっ！」

　吼えると同時に、彼は美空の身体からだを乱暴に突き飛ばした。

「姉さんっ───！」

　瞬間、美風は目じりを吊つり上げた。

　鋭い眼まな差ざしで正面の男を睨にらみ付け、拳こぶしを構える。

　戦闘準備、完了。次の瞬間には神しん速そくの踏み込みで間合いを詰め、石よりも硬いコブシで男のアゴを叩たたき割る──つもりだったのだが。

「おい、オッサン」

　後ろから赤シャツ男の肩を、優ゆう夜やが叩たたいた。

「んぁ？」

　バキッ───！

　そして振り返ったその顔に、優夜の拳こぶしが先に炸さく裂れつした。

　赤シャツ男は美空の五倍ほど空中を吹き飛び、土煙を上げて地面を転がる。

「……ったく、将来オレが秘書、もしくは愛人にしたいって思っている女の子の筆頭候補、略して『オレの女』の美空ちゃんに手をあげるたぁ、イイ度胸をしてるじゃねぇーか」

「アニキッ!?」

「このガキ！」

「ぶっ殺す！」

　たちまち獰どう猛もうな声を張り上げて、手下達が優ゆう夜やに襲い掛かった。

　五対一。数の上では、圧倒的に不利な優夜だったが───。

「おせぇーよ」

　抑揚の効いた声で優夜は呟つぶやき、まずは掴つかみ掛かろうとしてきたスキンヘッドの腕をヒョイと躱かわし、下から手首を蹴けり上げる。蹴り上げつつ、手首を足の甲で巻き付けるように膝ひざの動きを変化させ、スキンヘッドの身体からだを魔法のように宙に舞わせた。

「グエッ……」

　スキンヘッドは絡からみ付いた足に引っ張られるままに、顔面から地面に激突。

　カエルが潰つぶれたような、情けない悲鳴を微かすかに漏もらした。

　それを見届ける間もなく、優夜は三方向から同時に襲い掛かってきたリーゼント頭、パンチパーマ、角刈りを一いち瞥べつし──正面のパンチパーマとの間合いを四歩ほど詰める。てっきり勢いに押され、後ろに下がるか待ち構えるものと思っていたパンチパーマは慌あわて、慌てたその顔の下へ優夜がハイキックを叩たたき込む。

　そして背後から迫った角刈りへ、振り向きざまに後ろ回し蹴り。

　軸足を中心に綺き麗れいな弧を描いた蹴りは、しかし一瞬、優夜の動きを停止させた。

　それを見たリーゼント頭が勇ゆう敢かんにも突っ込んできたが、優夜は殴なぐり掛かってきたそのパンチを悠ゆう然ぜんと受け流し、軽く膝でお腹なかを突き上げる。ボクサーほど腹筋を鍛えていなかったリーゼント頭は、その一撃だけで戦闘力の大半を奪われてしまった。よろめき、辛かろうじて昏こん倒とうする前に優夜から離れようとするが、優夜はその襟えり首くびを掴むと一本背負いで投げ飛ばす。

「うげっ！」「んがぁ！」

　不幸なリーゼント頭は、最初に倒されたスキンヘッドの真上に墜つい落らく。

　二つの悲鳴が、折り重なるように公園に響く。

　瞬またたく間に、優夜は五人のチンピラを公園の地面に沈めてしまった。要した時間は、一分と掛かっていない。そして優夜が一方的な「成せい敗ばい」を果たしている間に、美み風かぜは突き飛ばされた美み空そらを抱きかかえ、不安げな面持ちで声を掛けた。

「だ、大丈夫、美空姉さん!?」

「ん……大丈夫……。少し足首を捻ひねったけど、平気……。ごめんね、心配させて……」

「そ、そんな！　美空姉さんが謝ることなんて、全然ないんだから！」

　申し訳なさそうに目線を伏せる美空。

　美風は心しん底そこ慌てた。

　美空は何も悪い事はしていない。

　謝るべきは美風自身であって、間違っても美空ではないのだ。

「こ、こんちくしょうがぁ〜〜！」

　そこへ最後に残ったチンピラが、口汚い言葉を撒まき散らしながら猛もう然ぜんと駆かけ寄ってくる。

　手には極ごく道どうの必ひつ須すアイテム・匕首あいくちが鈍い輝きを発していた。

　追い詰められ、優ゆう夜やよりも女の子二人の方が組みしやすいと思ったのか、それともより計算高くどちらかを人ひと質じちに取るつもりなのか、それは美み風かぜには判わからない。判っているのは今、美み空そらを護まもれるのは自分しかいないという現実。そしてそれを可能にする力量と意志が、自分の肉体に備わっているという確かな自負だった。

（美空姉さんは、わたしが護るんだから！）

　何もできずにただ怯おびえ、泣いているだけだったあの頃とは───。

（違うんだから！）

　心の中で叫び、美風はキッと男を睨にらみ付けた。

　男は匕首を左右に振り回しながら、尚なおも猛然と突っ込んでくる。

　これ見よがしに刃物を振り回すのは「脅おどし」が目的であって、本気で相手を突き刺すつもりがないからだろう。冷静に判断を下した美風は一歩を踏み出し、身体からだの左を少し開いて男の動きを誘導した。刺すつもりがないのなら、下へ手たに正面に立ちはだかるよりも、通り道を用意してやった方がグッと危険度が低くなる。

　案の定、男は美風が開いた進路へ踏み込もう、そこから背後に回り込もうとした。

「おらぁっ！」

　美風を羽は交がい絞じめにしようと、左腕を真まっ直すぐに首筋へと伸ばした。

　が、彼の指先が襟えり元もとを掴つかむよりも半瞬早く、逆に美風の両手が男の手首を掴んだ。

「がぁっ!?」

　手首を極きわめられ、思わぬ苦痛に男の口から短い悲鳴がこぼれた。

　その次の瞬間、痛みに怯ひるんだ男の腕に巻き付くように美風は身体を回転させた。相手の肩の間接が外れそうになるが、刃物を握った相手に遠慮は無用とばかりに強引に回し、すかさず軸足を蹴けり飛ばす。男の身体が宙に舞った。捻ひねられた腕が、ゼンマイ仕掛けのように男の身体を空中で回転させて、背中から地面に叩たたき付ける。

「ゲフッ！」

　男は口から、鈍い声を吐はき出した。

　呼吸が止まるような激痛に、男の目がクルリと白くなる。

「……ふぅ」

　小さく吐と息いきをこぼし、美風は足元に転がっていた匕首を拾うと、美空を突き飛ばした赤シャツ男に振り返った。赤シャツ男は殴なぐられた頬ほおと打ちつけた腰の痛みに顔を歪ゆがめながらも、手下を見捨てて逃げ出すような真ま似ねは見せなかった。

「ええい！　煮るなり焼くなり好きにせいやぁ！」

　正面に立つ優夜と美風に見下ろされ、唇くちびるから血をたらしながらも毅き然ぜんと座り込む。

　服はパチモンでも、気き概がいだけは本物らしい。

「さて、美み風かぜ。どうすんだ、コイツ？」

　優ゆう夜やに訊たずねられ、美風は肩を竦すくめた。

「どうするなんて決まってるわ。向こうだって、まさか助かるなんて思ってないわよ。それをそういう訊きき方をして、変な期待を持たせる方がかえって残ざん酷こくなんじゃないの？」

「ま、そりゃそうだ」

　頷うなずく優夜。

　美風は拾った匕首あいくちの切れ味を確かめるように、そっと刃やいばの上に指をあてる。

　赤シャツ男はそれでも悲鳴を漏もらさなかったが、顔色は青くなる一方だった。

　そこへ、救いの女め神がみは意外なところから現れた。

「はいはい。美風も美みヶか速はやくんも、もうそのくらいで赦ゆるしてあげたら？」

　振り返ると山やま梨なしが、呆あきれたような情けないような微妙な面持ちを浮かべ、佇たたずんでいた。

　その肩には、びっこを引きながら歩く美み空そらの姿もある。

　と、赤シャツ男が愕がく然ぜんとした声を出した。

「や、山梨のお嬢じようさん……!?」

　その声の内容に、今度は美風と優夜が「は？」という顔をした。

　山梨のお嬢さん？

　美風と優夜は、お互いの顔を見合わせた。

「山梨のお嬢さん、じゃないわよ。全く、なにやってんのよ、川かわ崎さきさん。アレほどカタギには手を出しちゃダメだって言ってるのに。若わか頭がしらの川崎さんがそんな事じゃあ、他ほかの若いのにシメシがつかないんじゃないの？」

「へい！　いや、それは……その………」

「しかも、よりにもよって美空や美風に手を上げるなんて」

「す、すみませんでしたぁ！　まさかお嬢さんのご学友だったとは、ツユ知らず……」

　いきなり地面に手をつき、ひたすら頭を下げる赤シャツ男。

　面を喰らった美風は、恐る恐る山梨を見やった。

「えっと……睦むつ美み？　その人と、知り合い？」

「うん。一応、御お爺じいさんの代からのグループ企業というか、子会社というか……まぁ、ぶっちゃけ下請け会社みたいな感じなんだけど。とにかくそんな感じ」

「し、下請け会社ね……。ハハ、ハハハ………」

　親友の親や祖そ父ふが政治とか土地に関わる人間だった事を思い出し、美風は乾いた笑みを引き攣つった筋肉の上に無理矢理貼り付かせた。

　あまり深く訊たずねない方がいいに違いない。

　美風は自分に言い聞かせた。

　親友の知り合いにどんな会社──というか、組──があっても、些さ細さいな事ではないか。

　そうやって美み風かぜが自分で自分を納得させていると、横から美み空そらがびっこを引きながら赤シャツ男の前でゆっくりと屈かがみ込んだ。

「あの……頭を上げて下さい………」

　そして擦すり傷だらけの赤シャツ男に、そっとハンカチを差し出す。

「怪け我が……大丈夫ですか？　その、すみませんでした。妹が迷惑を掛けてしまって……」

　美風は深々と頭を下げた。

「へ？」

「姉さん？」

　心しん底そこ申し訳なさそうに頭を下げる美空に、赤シャツ男は元より、美風も目を丸くした。

「い、いいえいいえ！　ウチらこそ、ご迷惑をお掛けしました！」

「でも……あの……。後日、その……改めてお詫わびにうかがいますから……」

「とと、とととんでもない！」

「あの……でも………」

「はいはい。二人とも、もうその辺あたりで止やめときなさい。ケーサツとか来たら面倒だから、後の事はあたしに任せて、今の内に帰った帰った。ね？」

「睦むつ美み………」

「確かに、こんなところを誰かに通報されたら、言い訳が難しいわなぁ〜」

　優ゆう夜やの呟つぶやきに、美風は改めて公園の一角に視線を向けた。

　赤シャツ男はまだマシだったが、残りのチンピラは未だにノビて転がっている。その光景は控え目に表現して「死し屍し累るい々るい」といったところだ。人ひと気けの少ない公園だからいいものの、いつ真まっ赤かなパトライトを灯ともした車がすっ飛んでくるか、判わかったものでない。

　美風と優夜は、それぞれ美空と顔を見合わせた。




　　　　　　　　　◇◇◇




　明あき羽ば神社へと続く、長い上り坂。

　精神的に疲れた足を引きずって、美風は優夜と美空の後ろをトボトボと歩く。

　視線を上げると、優夜に背負われた美空が見えた。

　挫くじいた足首はそれほど酷ひどくはなかったものの、長い長い帰り道を歩き続けられるほど軽症でもなく、優夜が美空を背負っていた。それはそれで別に構わない。倹約家の美空がタクシーを嫌いやがるのは目に見えている以上、優夜が背負うのが自然な選択だ。

　けれども、問題はあった。

　自分が余計な事をしなければ、美空が足を挫くじく事もなかったという事実。

　結果として、美み風かぜが心配したような事態は一つも起こらず、姉のデートの邪じや魔まをしたダケ。

　その事実を前に、今日の締め括くくりを「メデタシ、メデタシ」で括れるほど、美風は厚こう顔がんにも無責任にも能天気にもなれなかった。罰として荷物持ちを買って出たくらいで、帳消しにできるものでもない。自分は今日一日、一体何をしていたのだろう。それを考えると深い自責の念に前髪を引っ張られ、美風は顔を俯うつむかせるのだった。

　優ゆう夜やはもちろん、きっと美み空そらもカンカンに怒り、呆あきれているに違いない。

　その証拠に、公園で山やま梨なしと分かれて以来、美空とは一言も口をきいてない。

　そして、トドメ───。

　山梨から聞かされた、優夜の過去。

　この話が本当なら、優夜は自分を救ってくれた男の子とは、別人という事になる。

　それは歓迎すべき事実──の、はずなのだが。

「ハァ〜〜」

　美風は重いため息を吐はき出した。

　混乱する脳ミソの中、何かが釈しやく然ぜんとしなかった。

　自分は優夜が恩人だった事を、本当に嫌いやがっていたのだろうか？

　それとも望んでいたのだろうか？

　いやいや、望んでなどいないハズだ。美風は頭を激しく振った。それダケはハッキリしている。何な故ぜなら優夜があの男の子かもしれないと判わかった時、自分は酷ひどくショックを受けたではないか。それが原因で乙おと女めの理想がガラス細ざい工くのように砕くだけ散り、優夜とは現在も犬けん猿えんの仲なかなのだから。あんなスケベで、無節操で、アホでバカで典型的なお調子者でオマケに美みヶか速はや宗そう家けの人間が、あの時の男の子であるハズがないのだ。うん。

　でも、少しは感謝しているという自分の気持ちも、嘘うそではないのだ。

　さっきだって助けてくれたし、町まち田だセンパイの時もなんだかんだ言いながら、強引に手を引っ張ってくれた。だから──時々でもあんな風に助けてくれたりするから、その横顔とぶっきらぼうな優しさに、あの日の男の子を重ねてしまうのだ。

　例えば、もっと普段から優しくしてくれれば───。

　もしくは自分が、彼の美ヶ速姓にこだわったりしなければ───。

　或いは……もっと自然に………。

「………って、自然にわたしは何をする気なのよ!?」

　ハッと気が付き、美風は自分で自分の思考を真まっ赤かになって否定する。

　何がどうなって「或いは……」なんて思考にたどり着いてしまったのだろう。

　おかしいおかしい絶っっっ対におかしい。

　ヤツは女の敵で高たか倉くらの敵ですなわち高倉美風の敵ではなかったのか!?

「ねぇ、美風……」

「ひゃ、ひゃい!?」

「？　どうしたの、美み風かぜ……？」

「な、なんでもないない！」

　夕ゆう陽ひが赤くなった顔を隠してくれた事に、美風は心から感謝した。

「あのね……。右手に持っている荷物、開けてみて……」

「えっと、コレ？」

「ん……」

　右手に持ったデパートの袋から、四角い箱を取り出す。

　綺き麗れいにラッピングされた包みを開けると、中から白いマグカップが出てきた。

「あの、美み空そら姉さん、コレ………」

　戸惑う美風に、美空は氷を溶かす春の陽ひ射ざしのような微笑を向けた。

「美風、お気に入りのマグカップを割っちゃったでしょ……？　だから、それは私からのプレゼントだから……。よかったら、使ってね」

「姉さん……」

　美風は言葉を詰まらせた。

　デパートの食器売り場で、美空が丹たん念ねんに商品を眺めていた事を思い出す。

　アレは何のためで、誰のためだったのか……。

　その答えが美風の手の平で、夕陽を浴びて淡く輝いていた。

　そうなのだ───。

　自分の姉は、いつだってこんな姉だったのだ。

　美空は少しも怒ってなんかいない。

　いつだって誰よりも、周りの人の事を大切に想っている。

　あの時だって、そうだった。

　見知らぬ子供達に取り囲まれたあの時も、ただ怯おびえて泣いているだけだった自分を包んでくれたのは、美空だった。殴なぐられたのも、蹴けられたのも、全すべて美空だった。それが哀かなしくて、悔くやしくて、助けてくれた男の子の存在が嬉うれしくて、憬あこがれて───。

　だから、今度は自分がそうなりたいと思った。

　誰かの支えになれるように。

　大事な人の弱さを護まもれるように、と。

　そんな姉を信じ切れなかった自分は、未熟だ。

　姉との差を不快に感じる理由など、考えてみれば最初からなかったのだ。

「それから一緒に入っている箱が……優ゆう夜やくんのマグカップ……。色違いでお揃いなの」

「お、お揃いなのですか……」

　そして、こういう人なのだ。

　どうやら自分は、まだまだこの姉には遠く及ばないらしい。

　けれどもそれがむしろ、今は美み風かぜに心地よかった。

「……で、いつまで突っ立ってる気だ、お前？」

　美み空そらを背負いながら、呆あきれたように優ゆう夜やは言った。

「う、うるさいわね。人が感激しているんだから、少しは待ちなさいよ」

「生あい憎にく、オレはハラが減ってるの。さっさと帰って、美空ちゃんのおいしぃ〜〜ご飯にありつきたいの。判わかる？　判ったらとっとと来い」

「わ、ちょ、ちょっと待ってよ！」

　先に歩き出した優夜の腕を、美風は反射的につかまえた。

　と、その瞬間だった。

「あっ………」

　安心しきったように身体からだをあずける美空の背中が見えた。

　美空を背負う優夜が見えた。

　そして、腕が───。

　それは奇妙に懐なつかしい光景だった。

　夕ゆう闇やみに映える優夜のぶっきらぼうな横顔が、遠い記憶の何かと重なって見えた。




　あの日、あの時───。




　ひょっとしたらあの時間は、今でもずっと続いているのかも知れない。

　けれども───。

「？　なにヘンな顔を浮かべてんだ、お前？」

「な、なんでもないわよっ！」

　美風はぶっきらぼうに言い放つと、掴つかんでいた指先を優夜から放した。

　赤くなった顔をツンと横に向け、優夜の隣りへと肩を並べる。

　あの時の自分とは違うのだと、ただそれだけを伝えてみたくて……。

「ぼさっとしてないで、さっさと歩きなさいよ優夜」

　急せかすように、脇腹をつつく。

「お前なぁ。コッチは美空ちゃんを背負ってんだぞ！」

「あ、あの……ひょっとして私……重い？」

「ちょっと、なに美空姉さんに恥かかせてんのよ」

「そういう意味じゃねぇーって！」

「どうかしらねぇー」

　わめく優夜に舌を出し、美風は軽やかな足どりで坂道を歩あゆんだ。

　腕を引かれて歩くより、並んで歩く方が何十倍も心が弾はずむ。

　背中しか見えない景色よりも、この方がずっとずっと視界が広い。

　胸のモヤモヤは、今はない。

　過去への疑問はまだあるが、今はこの時間を大切にしたいから──。

　美み風かぜはポニーテールをクルリと回し、背中で手を組み優ゆう夜やに言った。

「ホラ。早く帰ろうよ、優夜」
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　　あとがき




　あ〜〜。花粉症がツライです。

　あと風か邪ぜとか、寝不足とか、原稿書けない病とかも……。




　と、いうわけで、こんにちは。一いつ色しき銀ぎん河がです。

　一巻から少し時間が開きましたが、ようやく二巻をお届けします。

　本当はもうちょっと早くお届けする事ができたのですが、色々と大人おとなの事情があって遅れてしまいました。や、本当に色々とあったのです。決して単に書くのが遅いダケとか、サボリ癖ぐせがついてしまったとか、そういう理由ではありません。

　さて、前作を書いている最中に、ふと気がつくと三み十そ路じに突入していました。

　二十代と三十代では、やっぱり体力が全然違います。以前は平気で徹夜でゲームとか、徹夜明けに仕事に行って、帰ってきたらまたゲームとかも出来ました。今ではとてもではありませんが、そんな体力ありません。阪はん神しんを応援する体力だけは、以前と変わらず有り余っていますけど。まぁ、ゲームの話は別にいいんです。阪神の話も。

　問題なのは「若さ」のお話。

　この話に出てくる連中はみんな若いです。色々な意味で、本当に若い。

　だから平気でバカな事とか、無む茶ちやな事とかをやらかします。でも、そういう経験って必要なんじゃないかと思うのですよ、成長するには。だからこの物語に登場する連中には、これからもバカな事とか無茶な事をやらせます。そういった経験が、やがて大きな糧かてになる……かどうかは、判わかりませんけど。

　あ〜、ダメだ。寝不足で書くあとがきは、自分で書いてもワケが判らん。やっぱり昨日、原稿を直していたら仕事に行く二時間前になっていたのが原因か。瞼まぶたは重いし脳は痛いし。こんな状態だから、担当さんからメールが届くまであとがきの存在を、綺き麗れいサッパリ忘れてしまったんだろうなぁ〜。

　それでは色々と迷惑を掛けてしまいました電撃編集部と担当のＹ氏さま。

　今回も素敵なイラストを描いて下さいましたゆいさん。

　こりずにアドバイスを送ってくれる友人諸君。

　そして応援して下さいました全すべての読者の方々に、心からの感謝を送ります。




　それではまた、近い将来、再会できることを願いつつ……。





二〇〇五年春。（これ書いている時点では、まだ首位！）一色銀河









一いつ色しき銀ぎん河が

兵庫県在住。電車の中で原稿を書くようになってから、読書量が激減。二、三ヶ月前に買った未読の文庫が、山積み状態に……。誰か僕に本を読む時間を下さい。
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ゆい

１９８８年生まれの広島県民。上京を夢見て絵を描く女子高生。普通の女の子と少しズレてるよね、とよく言われるのはきっと気のせいです。








電撃文庫

想おもいはいつも線せん香こう花はな火び②






一いつ色しき銀ぎん河が
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